




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。







　目次







白金鳳凰の愛しい勇鳥ゆうしや




　あとがき




電子書籍特典　書き下ろし短編『多忙な白金鳳凰の愛の巣づくり』




ギャラリー
















口絵・本文イラスト／羽純ハナ
















森しん羅ら万ばん象しよう




その元素たる木、火、土、金、水は




青せい龍りゆう、鳳ほう凰おう、麒き麟りん、白びやつ虎こ、玄げん武ぶの姿を得て




相争い、ときに愛あい恋れんを求め合う──
















──古代神しん仙せん界かい。金の鎧よろいを輝かがやかせる白はつ金きん帝ていの傍かたわらに、銀の鎧を纏まとう仙せん華が一いつ枝しの姿あり。




常に一体となって飛ひ翔しようし、戦勝を齎もたらす白金帝と仙華一枝は〝金銀比ひ翼よく〟と謳うたわれた。
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　春の盛りの陽光に照らされて、色しき彩さい豊かな瑞ずい郷きよう天てんは極楽ごくらくさながらの美しさを呈ていしている。

　五羽の雛ひな鳥どりを背に乗せて飛行する嵐ランは、銀砂を含ふくむ薄うす桃もも色いろの霞かすみを通り抜ぬけ、大きく羽ばたいた。石柱の天てつ辺ぺんに降り立つと、五羽の弟てい妹まいと甥おい姪めいはふわふわの羽う毛もうを纏った雛鳥から幼児へ姿を変え、きゃあきゃあ声をあげて駆かけていく。

「石柱の端はじっこに行ったらだめだぞ、みんなから兄上が見えるところで遊んでくれ」

「ウン！」

「はーいっ」

　嵐は五人が近くにいることを確かく認にんし、人の姿に変容した。光風が吹ふいて、後頭部の高い位置で束ねた亜あ麻ま色いろの髪かみや、髪と一体化した鷲わしの羽が揺ゆれる。柔やわらかな草の上に寝ね転ころがった嵐は、中天を過ぎた日輪を金色の瞳ひとみの端に映した。

　上級の軍いくさ鳥どりである両親や兄姉たちは武将鳳凰とともに軍いくさ場ばへ行っているから、幼い家族を守るのは嵐の大事な役目だった。雛鳥たちは可愛かわいくて、日々の遊び相手も楽しいけれど、今日ばかりは上の空になる。夕刻には父親と長ちよう兄けいと姉が帰き還かんする予定になっていた。

『軍場に行かせてください！　おれも瑞郷天のために戦えます！』

　父親と兄姉に強く訴うつたえたのは七日前のことだった。これまでにない真しん剣けんさと気き迫はくに、父親たちは嵐の覚かく悟ごを感じ取ったはずだ。大将鳥を輩はい出しゆつする鷲の名門に生まれながら、十七歳になっても初うい陣じんを経験できていないのはあまりにも悔くやしい。ひとつ年下の弟ですら戦っているというのに──。







　多種多様な禽きん鳥ちようが棲すむ瑞郷天は巨きよ大だいな石柱群から成る。

　たなびく雲うん霞かの中に稜りよう々りようと聳そびえ立つ石柱の数は四千とも五千とも言われ、天てん穹きゆうを突つくほど高いそれらは人間が発明した尺度では測れない。

　嵐が属する鷲の一門は、下界について──石柱群の底に広がる人間界について、激戦を生き抜いた長老たちから話を聞くことが慣習となっていた。

『朱しゆ真じん鳳凰さまが瑞郷天を統すべられておるように、下界は皇こう帝ていなる者が国と民たみを治めておってな、都や村里や田畑がある。その先の荒こう野やのまだ向こう、昼中でも薄うす暗ぐらい森を抜け暴風吹き荒すさぶ奇き岩がん地帯を越こえて、人間は初めて石柱群の底に辿たどり着くことが叶かなう』

『古来、許多あまたの人間が石柱の天辺を目指し、森あるいは奇岩地帯でことごとく落命した。たとえ運よく石柱群の底に辿り着けたとしても、瑞郷天と人界のあいだには厚い雲海が垂れこめ、人間には見えぬ境で隔へだてられておる。人々は越えつ境きようできぬ場所を神仙界や仙せん境きようと呼び、そこに棲む五種の瑞ずい獣じゆうを〝清せい廉れんなる神々の使い〟と崇あがめておるのじゃ』

　幼鳥だった嵐は物語に聞き入り、生しよう涯がい一度も降りることのない下界に思いを馳はせた。しかし話を終えた長老たちが去ると、兄姉や従兄弟いとこは酒盛りを始めて口々に言う。

『瑞獣は神の使いだが清くはないね』

『俺たちよりよっぽど俗ぞく気けが強い。でも、それでかまわねえんだ』

『品行方正・清廉潔白な鳳凰さまに仕えたってなんにもおもしろくねえからな、ハハッ』

　従兄弟の胡坐あぐらの上に座って聞いた会話は、幼い嵐には理解できないものだったが、今なら少しわかる気がした。

　瑞獣は好色で、戯たわむれに人界へ入っては乙女おとめや美青年と仮かり初そめの交合を愉たのしむという。生き娘むすめを仙境に攫さらって仔こをなすことも極稀まれにあると聞いた。大酒を食くらい香烟たばこを喫のみ、戦せん闘とうに明け暮れるそのさまは、凡およそ清廉とは言いがたい。

　青龍、鳳凰、麒麟、白虎、玄武──神仙界の瑞獣は拮きつ抗こうした勢力で常に縄なわ張ばりを奪うばい合っていた。天地のはざまに存在する森羅万象、その元素を司つかさどる五瑞獣の大規模な争いは、嵐あらしや旱かん魃ばつや洪こう水ずいなどの天災となって人界へ及および、またあるときは慈じ雨うや新緑の芽生え、七色の虹こう蜺げいに姿を変えて人々を慰なぐさめる。

　遠く離はなれた神仙界と人界は、それでいて深い関かかわりがあった。

「今の軍場はどんなところだろう……」

　嵐は折々に想像する。黄金の鎧を輝かせる武将鳳凰、銀の鎧に身を包み武器を操あやつる猛もう禽きん類るい、銅の鎧を着て小さな弓矢を携たずさえる雀すずめたちが、武装した白虎の一族と戦う風景を。

　出陣の経験はなくても、縄張り争いの最前線が苛か烈れつを極きわめた場所であることは充じゆう分ぶんに理解している。歳としの離れた兄姉の戦死を聞き、幼鳥のころは悲しくて怖こわくて泣いていた。

　でも今は違ちがう。

　戦え、縄張りを広げるために。戦え、瑞郷天を守るために──猛禽類に植えつけられた戦闘の本能が日を追うごとに強くなっていた。

　出陣を何度願っても父親が頑かたくなに許さない理由はひとつ。嵐が鷲とは思えないほど小こ柄がらだからだ。

「身体からだが小さいことのなにがだめなんだ？」

　元来、猛禽類は雄おすより雌めすのほうが身体が大きい。一門で最も長ちよう軀くなのは父親でも長兄でもない、姉の斬ザンである。

　それに、嵐は小柄を補うために獣じゆう肉にくや果実を多く食べ、皆みなが眠ねむった夜に起きて身体を鍛きたえていた。袖そでのない袍ほう服ふくから出ている両りよう腕うでにも、腿ももにも、厚地の布を巻いている脛すねにも鍛たん練れんの証あかしである筋肉がついている。

「あにうえーっ」

「兄上も一いつ緒しよに駆けっこしよ！」

　だから加減を知らない弟たちがドスッと力いっぱい乗り上げてきても平気だった。

　勢いをつけて立ち上がった嵐が「むんっ！」という声とともに力を入れて肘ひじを曲げると、引き締しまった二の腕うでがぐっと盛り上がる。雛鳥たちは大きな瞳をきらきらさせた。

「わー、兄上、ちからこぶー」

「すごーい！」

「だろ？　よしっ、みんないっぺんに持ち上げてやる！　おりゃー」

　嵐は妹を肩かた車ぐるまに乗せ、左右の腕にふたりずつつかまらせてぐるぐるまわった。

　キャアキャア笑う弟妹や甥姪は一門の誰だれよりも嵐に懐なついている。両親と過ごす時間が少ない雛鳥たちを絶対に寂さみしがらせたくないという思いもある。

　しかし、やはり軍場に出たかった。近ごろ理由もなく苛いら立だつようになったのは、戦闘の本能が満たされていないからだろう。

　今夜、帰還した父親に、幾いく度どとなく願ってきた初陣をまた願い出る。それでも許されないときは、ほかの鷲の一門を頼たよってでも──考えを巡めぐらせたとき、肩に乗っている妹が天を指さした。

「あにうえ、お空っ、みて！」

「あっ、帰ってきた……！」

　遥はるか遠方に帰還団が見えた。猛禽の視力は瑞郷天一だから、飛ひ翔しようする姿がまだ豆まめ粒つぶほどに小さくても父親たちだとはっきりわかる。雛鳥たちは元気いっぱい飛び跳はね、「父上！」「ははうえーっ」「おかえりなさい！」と手を振ふった。

「おれたちも屋や敷しきに帰ろう、みんな乗って」

「はぁい！」

　嵐は急いで鷲に変容すると、五つの丸いふわふわが背に乗ったことを確認して大きく羽ばたいた。

　屋敷の留守を預かる者が総出で父親や叔父おじたちを迎むかえ、狩かったばかりの新しん鮮せんな獣肉を皆で食べ、水浴びを終えて雛鳥たちを寝ねかしつける宵よい──。

「あにうえは、わたしと手をつないでねるのよ」

「ちがう。兄上と手をつなぐのは、ぼく」

「だめ！　やくそくしたもん！」

「ちがうって言ってるだろ。ぼくが先にやくそくしたんだから」

　誰が嵐の隣となりで眠るかを巡って喧けん嘩かが始まり、弟に言い負けた姪めいがワァーッと泣きだした。

　これはほぼ毎夜の風景で慣れきっているため嵐は少しも焦あせらない。

「泣かなくていいよ、ほら、まだこっちが空いてる。鷲になったらみんな一緒に眠れるんじゃない？」

　眠りかけているふたりの妹を左ひだり腕うでで抱だき、右手で敷しき布ふをぽんぽんと叩たたくと、言い合いをしていた弟と姪はもこもこの雛ひな鳥どりに変容してくっついてくる。

「兄上、おひさまのにおいするね」

「ウン。いいにおいー」

　喧嘩を忘れて仲よくする二羽のふわふわを、嵐は優やさしく撫なでた。

　瑞郷天の猛禽は親族も合わせて大きな群れを形成することが多い。

　父親の一門も三十羽ほどの鷲わしが屋敷に出入りしている。兄弟姉妹も従兄弟も関係なく、自分より年とし嵩かさの者を「兄上」「姉上」と呼ぶ習慣があった。

「ねえ兄上、またおそと行く？」

「駆かけっこしたいっ、今日ちょっとしかできなかったから！」

「うん、そうしよう。次は、兄上より早く寝た仔だけ連れて行こうかな！　兄上は目を閉じて五秒で寝るぞー。じゃあ、おやすみ！　ぐーっ、ぐーっ」

　嵐はときどきこうして寝たふりをする。空寝と気づかない雛たちは「エーッ！」と驚おどろいて、我先にとまぶたを閉じる。

　最後の雛鳥が「ぷぅ……」と寝息を立てはじめたと同時に扉とびらが静かに開き、長軀の影かげが落ちてきた。

「ちびはみんな寝たか？」

「姉上」

　嵐より十年とし嵩かさの斬ザンは一門最強の軍いくさ鳥どりで、朱しゆ真じん鳳ほう凰おうの南なん斗と后こう輝きから黄金の偃えん月げつ刀とうを譲ゆずり受け、軍いくさ場ばでは偃月刀大隊を率いている。夫ふう婦ふともに大将の位にあり、産んだ卵を嵐たちに預けて軍場へ向かうほどの豪ごう傑けつだった。

　斬は束ねている長い髪かみと羽を揺ゆらし、短く言う。

「父上と兄上がお待ちだ、広間へ行くよ」

「はい」

　わずかな緊きん張ちようを覚える。弟たちが寝るのを待って父親のところへ行くと決めていたが、呼び出されるとは思っていなかった。

　一門全羽が集まったり大将鳥が軍議を開いたりする広間へ入ると、上座に父親の雷らい厳げんが、左手に長ちよう兄けいの剛ゴウが胡坐をかいていた。斬が右手に座り、嵐は雷厳の正面に端たん座ざする。

　向かい合って座る四人の中央には磨みがき上げられた銅製の鎧よろいがひとつあり、燭しよく台だいの灯火を反射していた。

　どきどきと胸が高鳴る。

　銅の鎧は小ぶりで、ここにいる者の中では嵐しか纏まとうことができない。それに雷厳も剛も斬も大将鳥で、自身の名が刻印された銀の鎧を持っている。

　真新しい鎧が置かれている理由はなんなのか──期待の籠こもった金色の瞳ひとみでまっすぐ見つめると、口くち髭ひげを蓄たくわえた父親は「ごほん」と咳せき払ばらいをして言った。

「嵐。初うい陣じんだ」

「ほっ、本当ですか！　ありがとうございます！」

「身分は見習いだが軍場で戦うことに変わりはない。明朝、斬について陣営へ向かえ」

「はい!!」

　待ち望んでいた言葉が聞こえて思わず前のめりになる。広間にこだまするまでの大声をあげてしまい、剛が眉み間けんに皺しわを寄せた。

　七日前、これまでにない真しん剣けんさと覚かく悟ごを持って雷厳たちに『軍場に行かせてください！』と訴うつたえた。思いがようやく届いたのだ。高こう揚ようが抑おさえられない。嬉うれしくて嬉しくて、人の姿なのに飛翔できそうだった。

　満面に笑えみを浮うかべる嵐を見た雷厳が、ふたたび「ごほん、ごほん」と大おお仰ぎように咳払いをして口髭を動かした。

「嵐は明日より[image: ]げい己き神将の一時的な側そば仕づかえとなる。至上の誉ほまれだ、心して務めよ」

「えっ……!?」

　父親の口から出たその名に驚きよう愕がくする。あまりにも驚いて、弾はじけんばかりに膨ふくらんでいた喜びが萎しぼむほどだった。

　白金鳳凰・[image: ]己──黄金に輝かがやく弓を携たずさえ、放つ矢はかつて一度も外したことがないという、弓きゆう箭せん兵団の長。瑞郷天で最も美び麗れいと謳うたわれる彼の名を知らない禽きん鳥ちようはいない。

　たしかに[image: ]己神将は煌きらびやかな鳳凰の一族のうちでもひときわ美しいと思う。長い尾お羽ばねや冠かん羽うに、白金、薄うす紅べに、黄、紫むらさき、碧みどりを有する白金鳳凰が、金の砂子を舞まわせながら飛翔しているところを見たことがあった。

　しかし、大きな存在感を放つ[image: ]己神将には話の種や噂うわさが多くある。

　仙将、瑞ずい将しよう、天将、神将──瑞ずい獣じゆうに与あたえられる階級のうち、彼が瑞将から最高位の神将へ一気に栄進したのは有名な話で、つい最近も、九つある玉座のひとつを与えられたのに、即そく座ざに辞したことが大衆鳥のあいだでずいぶん話題になった。叔父や兄たちも酒を吞のみながら『[image: ]己神将はなんで玉座を蹴けったんだ？』『もったいねえ』『軍場に行けなくなるからじゃないか？』と口々に言っていた。

　軍場でしか武器を持たず、派手な衣服を好み、いつも異なる美鳥の匂においを纏っていて、一夜に三、四羽の遊君を抱くという噂。[image: ]己神将の巣は青せい楼ろう街にあるとまでささやかれている。

　瑞獣は好色と聞くが、度が過ぎているのではないだろうか。そんな淫いん蕩とうで変わり者の鳳凰の側仕えなんかしたくない。

「父上。あの、おれ──」

「[image: ]己神将はこれまで側仕えを置かれたことがない。その御お方かたの一時的な側仕えになれたのは、斬が南斗后輝さまにお願い申し上げ、南斗后輝さまが御お口くち添ぞえくださったからだぞ。身に余る光栄だ。嵐、おまえは非常に貴重でありがたい初陣を迎えるのだぞ、っ……」

　父親は話しながら感極きわまったらしく目め頭がしらを押さえたが、嵐はそのありがたさが今ひとつわからなかった。

「おれ、父上か兄上か姉上に付いて戦いたいです」

　言うなり、雷厳と剛は揃そろって太い眉まゆを吊つり上げる。

「この罰ばち当あたりめ！」

「ばかを言えっ。即そく死しするぞ！　隼はやぶさほどの矮わい小しような身で白びやつ虎こや青せい龍りゆうの巨きよ体たいに敵かなうわけがないだろう！」

　隼や鷹たかの狩り仲間が多い嵐は、剛の言葉にむっとして言い返した。

「兄上、隼をばかにするような言いかたはやめてください。彼らは誰だれよりも速く飛ぶ素す晴ばらしい猛禽です」

「とにかく！　ただの禽鳥に過ぎないおまえのために南斗后輝さまが取り計らってくださったのだ、これ以上ない誉れであることを胸に刻み、[image: ]己神将を命いのち懸がけでお守りしろっ！　無礼な真似まねをしたら二度と軍場に出られないようにしてやる、屋や敷しきに閉じ込めるからな、肝きもに銘めいじておけ！」

「ぐぅ……」

　妙みように怒ど鳴なって早々に話を終わらせた長兄、うむうむとうなずきながら口髭をいじる父親、瞳を半開きにしたあきれ顔の斬──嵐は彼らの魂こん胆たんを察知した。

　初陣前から瑞獣の側仕えなど、どう考えても不自然だ。

　父親たちは、最も名高い武将鳳凰に「役立たず」と引導を渡わたしてもらい、嵐に軍いくさ鳥どりになることを諦あきらめさせるつもりなのだろう。

　息子むすこが目もく論ろ見みに気づくなどとは微み塵じんも思っていない雷厳は、みたび咳払いをした。

「嵐、しかと生き延び、側仕えに励はげむのだぞ！」

「はい」

「斬、よろしく頼たのむ」

「わかりました。嵐を休ませます。失礼します」

　雷厳に促うながされた斬は銅の鎧をつかんで嵐に渡し、立ち上がる。

　嵐は斬とともに広間を出て、板張りの長い廊ろう下かを歩いた。

「今夜は私が雛の部屋で寝ねるよ。嵐は自分の部屋で休みな。起きるのはいつもと同じ時間でいい。充じゆう分ぶん間に合う。気が逸はやってるだろうけど早く寝るんだよ。戦せん闘とう技術がないうちは体力だけが物を言うからね」

「はい。おやすみなさい」

　親鳥代わりに昼夜幼い弟てい妹まいたちと過ごしてきた嵐が自室でひとりになるのは数年ぶりのことだった。ぷぅ…ぷぅ…という可愛かわいらしい寝息が聞こえない静かな部屋は少し寂さみしい。しかしそれ以上に心が勇み立つ。

　──絶対に諦めないぞ。見習いなんかで終わるもんか。おれは軍いくさ鳥どりに、いや、大将鳥になるんだ。

　幾いく度どとなく軍場の風景を想像した。夜ごと鍛たん練れんし、体力をつけてきた。

　役立たずなどとは言わせない。軍鳥になるために[image: ]己神将を守る。そして必ず認めさせてみせる。

　鎧は磨くところが残っていないほどぴかぴかに輝いているが、嵐は布地でひと磨きし、枕まくら元もとに置いて眠ねむった。










　夢を見ないままぱちっと目を覚ますと、青みがかった薄うす闇やみが広がっていた。

　瑞郷天の朝は早い。多くの禽鳥が夜明け前から活動して昼下がりには仕事を終え、茜あかね空ぞらを飛んで巣へ帰る。青楼街に棲すむ遊君たちや、夜行性の梟ふくろうや木菟みみずくが宵よいを待って動きだす。

　嵐は普ふ段だんと同じように起き床しようし、身体からだを大きく伸のばした。

　自室の窓を開けて、白みつつある東の空を眺ながめる。

「出しゆつ陣じん、だ──」

　巨きよ大だいな瑞獣同士がぶつかり合い猛もう禽きんと猛もう獣じゆうが嚙かみつき合う血戦の只ただ中なかに何日もいては身が持たないため、軍いくさ鳥どりたちは交代で帰き還かんと出陣を繰くり返していた。

　仙将、瑞将、天将、神将──瑞獣は階級が上がるほど軍いくさ場ばに留とどまる日数が長くなる。[image: ]己神将は最高位だから十日ほどだろうか。今日から一時的な側仕えになる嵐も同じだけ留まることになるだろう。

「おれだって何日でも戦える……よしっ、やるぞ」

　心身を清め気合いを入れるために水浴びをおこなった。初うい陣じんを迎むかえるときに着ようと、大事に取っておいた真新しい袍ほう服ふくと下衣を身につけ、脛すねに厚地の布を巻く。

　緊きん張ちようしはじめているが食しよく欲よくはある。斬の『体力だけが物を言うからね』という言葉を思い出して獣肉と果実をもりもり食べた。

　亜あ麻ま色いろの髪かみを後頭部の高い位置で束ね、鎧よろいを持って庭園へ出た嵐は、美しい朝焼けに目を細めた。

「眩まぶしい──」

　今まさに昇のぼりはじめた日輪の光と、髪や頰ほおを撫なでていく凜りんとした空気が、初陣を祝してくれているように感じられた。

　庭園には軍場へ向かう叔母おばや兄たちが集まり、彼らの仔こが幼児や雛ひな鳥どりの姿でじゃれ合っている。嵐はいつも雛鳥と一いつ緒しよに見送る側がわに立っていたが、今日は違ちがう。朝あさ陽ひを受けて輝く鎧を纏まとうと、じっと見てきている姪めいたちに両手を広げて訊たずねた。

「どう？　似合ってる？　格好いい？」

「ウン、かっこいいー！」

「でも、父上や母上のよろいは、きれいな銀と青よ。兄上はちがうの？」

「見習いだから銅製なんだって。でも、鎧を着られただけでもすごく嬉うれしいよ。人に変化したり鷲わしに戻もどったりしたら身体に合わせて鎧の大きさも変わるらしいけど、本当かな？　こんな硬かたいのに？」

　鎧や武器の製造・洗せん浄じよう・修理を行う鎧がい甲こう衙が門もん。そこで作られた正規の鎧には神しん仙せんの力が宿り、変形自在を可能にするという。

　そう聞いてもあまり実感がない。こんこん、と鎧を叩たたいたとき、嵐の脛に弟と甥おいがしがみついて泣きだした。

「あにうえ……いかないで……」

「びゃっこ、こわいよ。あにうえ、しんじゃう……」

「ははっ、死なないよ、大だい丈じよう夫ぶ」

　しゃがんだ嵐は慣れた手つきで弟たちの涙なみだと洟はなを拭ぬぐう。

「父上や母上みたいに屋敷と軍場を行ったり来たりするんだ。絶対に帰ってくるよ。また遊びに行く約束しただろ？」

「ウン。やくそく、した！」

「駆かけっこするの！　わすれないでね」

「もちろん。帰ってきたら遊ぼうな！」

　くっついてくる弟と甥を抱だきしめると、ほかの雛たちも「ずるーい！」と駆け寄ってきて、もみくちゃになって抱き合う。

　そうして皆みなで天空を見上げた。隊列を組んで飛行しているのは出陣団だ。

　出陣団に合流するため、叔母や兄たちが飛ひ翔しようする。銀に青色の装そう飾しよくが施ほどこされている鎧を着た斬が言う。

「出発だ、ついてきな」

「はいっ」

　変容すると、銅製の鎧が鷲の身体に合わせて収縮し形を変えた。

「行ってくる！　みんないい仔にしてろよ！」

「ははうえ、あにうえっ、早くかえってきてね！」

「白びやつ虎こに負けないで！」

　ぴょんぴょん跳はねながら手を振ふってくる雛鳥たちに、嵐はくるんと一回転して応こたえ、出陣団の最さい後こう尾びに加わった。

　清らかな朝陽に包まれた瑞郷天は溜ため息が出るほど幻げん想そう的で美しい。

　雲海は流れ去り、薄うす桃もも色いろの霞かすみの中で銀砂が煌きらめいている。

　嵐は、鳳ほう凰おうの城や衙門や青せい楼ろう街がある瑞郷天の中ちゆう枢すうに興味が湧わかず、温かな日輪の光を浴びながら石柱群を飛び巡めぐるのが好きだった。四千も五千もあると言われる石柱、その天てつ辺ぺんの様子はじつにさまざまで、見ていて飽あきることがない。

　連なる瓦かわら屋根を越こえて中枢を離はなれると甘い香かおりが漂ただよってくる。

　桃ももや柘榴ざくろ、杏あんず、無花果いちじくに枇び杷わ、梨なし、李すもも、山やま葡ぶ萄どう──石柱ごとに異なる花実をつけている果樹林は天然のものではない。獣肉を忌き避ひし仙果しか口にしない鳳凰の一族のために、鶯うぐいすや雲雀ひばりたち小鳥が栽さい培ばいしているものだった。

　鳳凰になくてはならない梧桐あおぎりだけが繁はん茂もする石柱も数多く点在し、専門の禽きん鳥ちようたちが欠かさず手入れをしている。

　瑞郷天の階級構造は幼鳥でもわかるほど明確だった。鳳凰の一族を頂点に、鶴つるや孔く雀じやくや錦きん鶏けいなどの公く卿ぎよう鳥、軍鳥や番兵鳥を担になう猛もう禽きん類るいがおり、その下に白しら鷺さぎや白銀の烏からすなどの美鳥、大衆鳥と呼ばれる多種多様の鳥がいる。

　瑞郷天に棲むすべての禽鳥が鳳凰のために働き、鳳凰の一族は禽鳥たちのために瑞郷天を守護し、縄なわ張ばりを広げていく。同じ営みが数万年ものあいだ連綿とつづけられてきた。

「あっ、……おぉーい！」

　軍鳥たちが次々と出陣団に合流する。その中に狩かり仲間の鳶とびや鷹たかを見つけた嵐は、ばさばさと翼つばさを大きく振った。

「よぉ！　嵐じゃねえか」

「ついに初陣か？」

「そうなんだ！　父上に頼たのみつづけて、やっとだよ！」

　嵐と同どう年ねん輩ぱいの彼らはすでに銀の鎧を纏い、香烟たばこをくわえている者もいる。

「よかったな、……って、なんだよその鎧の色は？」

「じつは見習いの身分でさ。でもすぐみんなと同じ銀の鎧を着るようになるからな！」

「おう、死ぬなよ！」

「狩り仲間が初陣で戦死なんか情けなくて誰だれにも言えねえぜ」

「わかってるって！」

　久しぶりに会った狩り仲間と雑談を交かわしながら飛行する。

　このあたりは白しら滝たきや碧へき渓けいの流れる石柱が多い。水浴びが不可欠な禽鳥にとって水源はなにより大切なものだった。ここから南西へ飛べば、嵐たちの狩りの穴場がある。

　瑞郷天が〝極楽のごとく美しい〟と謳うたわれるのは、一年の半分以上が春で時季を問わず彩いろどり豊かな花々が咲さき、さまざまな仙果が結実するからだろう。夏と秋も穏おだやかだった。

　しかし、冬は短くも非常に厳しい。

　雪風が吹ふき荒すさび草花が枯かれ果てる約二十日間は、過ごしかたを誤れば命を落とす危険もあった。ほとんどの禽鳥が巣に籠こもって冬とう眠みんし、鷲や梟、白鳥や鷺さぎなど、寒さに強い極一部の禽鳥だけが温水の湧く泉を頼たよりに厳冬を乗り越える。

　父親の一門は雪に覆おおわれた瑞郷天の巡じゆん邏らを担っていた。嵐も幼鳥のころは冬眠していたが、近年は起きて越えつ冬とうすることが多い。

　──そういえば……おれ、冬にも[image: ]己神将を見たような……。

　二年前の冬、ほんのわずかの晴れ間に外へ出た。

　そのとき遥はるか遠方に金の砂子を舞まわせながら飛翔する白金鳳凰を見た。瑞ずい獣じゆうが冬眠していないことにひどく驚おどろいたが、あれは[image: ]己神将だったかもしれない。

　鳳凰はひときわ寒さが苦手で、官かん吏り鳥たちに休みなく火か炉ろに薪まきを焼くべさせ、熱の籠もった部屋で過ごすと聞く。

　冬の蒼そう空くうを翔かける白金鳳凰が本当に[image: ]己神将だったなら、いよいよ変わり者の印象が強くなる。与あたえられた玉座を即そく座ざに辞したことも、青楼街に巣があるという噂うわさも然しかり──彼は、嵐たち大衆鳥が抱いだいている鳳凰像から外れているように感じられた。

　嵐は狩り仲間に挨あい拶さつして離れ、前のほうを飛んでいる斬に追いついて訊ねた。

「姉上。……[image: ]己神将って、どんな御お方かた？　怖こわい？　父上や兄上みたいによく怒おこる？」

「いいや。怖くないし怒らないよ、いつも笑ってる。私よりひとつ歳若だから二十六か。つかみどころのない御方だが、とにかく強い」

「姉上が言うなら相当だね……矢を外したことがないって、本当？」

「私は矢を外したところを見たことがない。瑞郷天一って言われてるあの美しさに惹ひかれる大衆鳥は多いだろうけど、軍いくさ鳥どりはみんな、[image: ]己神将が残ざん虐ぎやくなくらいの強さを持ってるから付いていってる。神仙界に君臨し万ばん物ぶつの元素を司つかさどるんだ、どの禽きん獣じゆうよりも大きくて屈くつ強きようじゃなきゃ、瑞獣に生まれた意味ないね」

　斬の話に、嵐は深くうなずく。

　瑞郷天で必要とされるのは美び麗れいで清せい廉れんな鳳凰ではない、気き性しようの荒あらい猛禽類を率いて戦せん闘とうの先さき駆がけを担える冷れい徹てつ且かつ豪ごう勇ゆうな武将鳳凰だ。

　鳳凰同士で番つがえば〝朱しゆ真じん鳳ほう凰おう〟と呼ばれる純血の雛が生まれる。

　しかし雌めすの鳳凰の数が少ないうえ、卵の中で雛が形成される前に外がい殻かくが割れたり腐ふ敗はいしたりする悲運があとを絶たない。

　瑞郷天を守護し縄張りを広げられる優等な一族を増やすため、雄おすの鳳凰は猛もう禽きんや渉しよう禽きんの雌めん鳥どりと交こう尾びし、朱しゆ色いろの卵を産ませる。孵ふ化かした雛は鳳凰であることが自然だが、極稀まれに瑞獣の力を持たない雛が生まれることもあるという。

　一族には、純血と朱色の羽う衣いを持つ朱真鳳凰のほか、禽鳥とのあいだに生まれた金鳳凰、白金鳳凰や白鳳凰、淡たん青せい鳳凰、銀鳳凰がいる。そして千年に一度、黒鳳凰が生まれ落ちて瑞郷天を滅めつ亡ぼうさせるという不ふ吉きつな伝承があった。

『極楽ごくらくのごとく美しい瑞郷天を妬ねたんだ玄げん武ぶや白虎が広めた虚きよ言げんだ』と、禽鳥たちのあいだで笑い種ぐさと化していた黒鳳凰の伝承は現実に──半分だけ現実になったと嵐は思う。

　朱色の卵を集めて孵化させ、鳳凰の雛を育てる育いく雛すう衙が門もん。そこで孵かえった黒い雛ひな鳥どりは、即座に殺あやめられるところを一羽の美しい小鳥の手で逃にがされ、密ひそかに育てられた。突とつ如じよ、巨きよ大だいな純黒の鳳凰となって瑞郷天を恐きよう怖ふに陥おとしいれたものの、現在は天将の地位を得て縄張り争いの最前線を翔けている。

　その黒鳳凰・烈れつの処しよ遇ぐうに、[image: ]己が深く関かかわったという噂も聞くが──。

「戦闘が小休止になって陣じん営えいに戻もどったら、できるだけ人の姿を維い持じするんだよ」

「どうして？」

　嵐は自身に関係のない噂を忘ぼう却きやくして斬の話に聞き入る。

「疲つかれた武将鳳凰が肩かたに止まってくる場合があるからだ。まぁ、疲れてるのは私たちも同じなんだけどね、瑞獣さま相手に文句は言いにくい」

　鶴、孔雀など公卿鳥や、猛禽と渉禽は変容する力を有し、雀すずめや鶯、燕つばめ、鴨かもを始めとする数多あまたの小鳥や大衆鳥は人の姿を持たない。

　鳳凰だけが、本来の巨大な瑞獣の姿、誰かの肩に乗るための小獣、人の姿と、〝三形貌〟を自在に使い分ける。

　そして、俗ぞく気けの強い鳳凰にも逃のがれられない瑞獣の習性があった。

　趾あしが地につき穢けがれることを忌いみ嫌きらう彼らは梧桐にしか止まらず、特定の者の肩に乗ることを好む。誤って土に触ふれた趾をみずから切り落とした鳳凰もいると聞く。裸足はだしで過ごすことが多い嵐には到とう底てい理解できないことだった。

「軍鳥が武将鳳凰の止まり木になるの？　ま、まさか〝仙せん華が一いつ枝し〟っていうのじゃないよね……？」

「違ちがうよ、ただ疲れてるから止まるだけだ、特別でもなんでもない」

〝仙華一枝〟とは鳳凰たちの特別な止まり木のことをさす。

『我の止まり木となれ』──鳳凰に選ばれた禽鳥は、地の穢れを嫌う彼らのために人の姿を維持する必要があった。そうして轎かご代わりとなり、求めに応じて閨ねやをともにする。一羽の鳳凰が仙華一枝を独どく占せんすることも稀にあるが、三、四羽で共有するのが通常だった。

　瑞郷天の禽鳥にとって仙華一枝になることは最上の名めい誉よとされる──嵐にはまったく縁えんのない話だが。

「[image: ]己神将が誰かの肩に止まってるところなんか見たことないけどね。ほかの武将鳳凰が止まってきても慄おののくなよ、それは無礼になる。嵐は『うわーっ』とか叫さけんであたふたしそうだからね、先に言っておく」

「叫んだりしないよ……気をつける。姉上は肩に止まられたことあるの？」

「ある。そういうときは慌あわてずに、どこへ行きたいかを鳳凰に訊きくんだ。だいたい水浴び場か自分の天幕って答えるから、ゆっくり歩いて連れて行けば問題ない」

「うん……わかった」

「ここから休みなしで長く飛ぶ。帰りも同じ行程だ、体力を残しておくんだよ」

「はい」

　出陣団の飛行速度が上がる。

　銀砂を含ふくむ薄うす桃もも色いろの霞かすみが早々に消え、花実の黄色や紫むらさき、草木の緑や茶色が減っていく。

「………」

　朝からわずかに緊きん張ちようしていたが食しよく欲よくはあり、獣じゆう肉にくや果実を多く食べた。久しぶりに会った狩り仲間とも楽しく話した。さっきまで平気だったのに。色しき彩さいが乏とぼしくなる様子を金の瞳ひとみに映した嵐は心こころ許もとなさを覚えた。

「間もなく陣営！」

　先頭を飛ぶ隼はやぶさがよく通る鳴き声とともに報告する。

　二時間近く飛びつづけると風景が完全に変わり、やがて濃のう淡たんの異なる墨すみで描えがいたような世界になった。

　大規模な陣営は手前側に広場があり、奥に大小さまざまの天幕が並んでいる。人の姿になって降り立つ武将鳳凰や軍鳥もいれば、禽鳥のまま羽ばたいて持ち場へ向かう者もいた。斬と嵐は人に変容しながら着地する。

「[image: ]己神将は軍議用の大天幕におられるはずだ」

　斬は慣れた足取りでどんどん進んでいく。嵐は落ち着きなくあたりを見まわしてしまい、慌てて追いかけた。

　庫くらから武器が運び出される金属音、飛び交かう大声、舞まい上がる砂さ塵じん──開戦直前の張りつめた雰ふん囲い気きに嵐は吞のみ込まれた。

「嵐？　どうした？」

　斬がわざわざ振ふり返って訊たずねるほど、己おのれの表情が強こわ張ばっているのがわかる。憧あこがれつづけた軍いくさ場ばに辿たどり着いた喜びよりも不安が膨ふくらんでいく。

「なんでも、ない」

　答えた声が震ふるえていた。斬は束ねた長い髪かみと羽を揺ゆらし、ニッと笑う。

「そんな暗い顔してたら天てん魔ま王おうに魂たましい持ってかれるよ。戦闘が始まったら鬨ときの声や雄お叫たけびに合わせて大声を張り上げろ、それで恐怖の半分くらいは吹き飛ぶ。初うい陣じんは死ななきゃそれで勝ちだ、まわりの軍鳥たちも認めてくれる。負けんじゃないよ、嵐」

「……はいっ」

　斬の力強い言葉に励はげまされ、嵐はさっそく腹から大きな声を出した。

　すれ違う金鳳凰や淡青鳳凰に向かって斬は軽く一礼し、畏おそれ多くて直視しづらい嵐は深く頭を下げる。陣営に朱真鳳凰が一羽もいないのは、鳳凰の一族内にも明確な地位の差があるからだった。

　朱真鳳凰は天てん帝ていや神々に祈いのりを捧ささげ、宮きゆう殿でんで政務を執とり、禽鳥を母親に持つ鳳凰たちが軍場へ向かう。瑞ずい獣じゆうには二百年から三百年の寿じゆ命みようが与あたえられているが、縄なわ張ばりを巡めぐる激げき闘とうの最中に若くして落命する者も少なくない。

「失礼いたします」

　斬は出入り口に吊つられた鈴すずをリンと鳴らして大天幕へ入り、嵐も緊張しながらあとにつづいた。

　大天幕を支える中央の太柱は驚おどろくほど高く、中は開放感を覚えるくらいの空間があった。

　机に広げられた地図に駒こまが幾いくつも載のっている。紫し煙えんが漂ただよい、それは天てん井じようへ行くほど濃こくなる。軍議は終しゆう了りようしたようで、軍鳥が慌ただしく出入りし、黄金の鎧よろいを着た武将鳳凰たちは香烟たばこを喫のんで話していた。

　緊張が増していく。どく、どく、と胸が鳴る。

　人の姿をとったとき髪と一体化する翼よく羽うは、長さや質量が個体の品位と優等をあらわすとされるが、四人の武将鳳凰は皆みなが長い五色の羽を持っていた。中でも最も目を引く白金色の髪の鳳凰に斬が声をかける。

「[image: ]己神将。失礼します、斬です」

「うん？」

　呼びかけに武将鳳凰が振り向く。

　その想像を遥はるかに上まわる絢けん爛らんさに嵐は息を吞んだ。

　肩や腰こしへ流れ落ちる白金、薄うす紅べに、黄、紫、碧みどりの羽は美しく豊かで、同じ五色を有するまつげは恐おそろしく長い。

　降り積もった白雪に佇たたずむ水鳥を思わせる美び貌ぼう。柘ざく榴ろ石いしのような鮮あざやかな赤い瞳。

　そして、額には翼を広げた鳳凰にも大輪の蓮はすにも見える〝蓮れん花か印いん〟が──瑞獣の証あかしがあった。

　長なが煙管ギセルをくわえる白金鳳凰・[image: ]己神将は、煙けむりがかった大天幕の中でひときわ強きよう烈れつな煌きらめきを放っていた。

　瑞郷天で最も絢爛美び麗れいと謳うたわれるのがよくわかる。黄金の鎧の下に着ているのは戦せん闘とう装束だろうか、無地で簡素な衣服だが彼の麗うるわしさは損そこなわれることなく、むしろ際きわ立だっていた。

　緊張で鼓こ動どうが速くなっているのに、正体不明の胸の高鳴りが上乗せされる。

　頰ほおを熱くして固まる嵐の隣となりで斬が冷静に一礼した。

「件くだんの見習いを連れて参りました。愚ぐ弟ていにございます」

「なぁんだ、斬の弟かぁ」

　[image: ]己神将は頓とん狂きような声を出し、悪戯いたずらっぽく笑う。

「おかしいと思ったんだ、南斗后輝がいきなり『若い猛もう禽きんを見習いとして預かってくれ』なんて言いだすからさ。きみ、僕が南斗后輝の言いつけを断れないと知っていて、かの美君に頼たのんだな？」　>>>♥

「恐れながら。我が美君は快く聞き入れてくださいました」

「そりゃそうだろう、南斗后輝は昔から斬に甘すぎる」

　笑い声とともに交かわされた会話から、[image: ]己神将と斬が軍場での顔かお馴な染じみであることが窺うかがい知れた。

　最初が肝かん心じんで、今日の働きによって将来軍いくさ鳥どりになれるか否いなかが決まる。

　目標は初陣で軍功を挙げること、そして[image: ]己神将に「役立たず」と言わせないこと──嵐は緊張を吹ふき飛ばすように大きな声を出した。

「はじめまして！　おれは──」

「お初に御お目めにかかります、私わたくしは」

「わっ、私は雷厳が第三十五仔し……」

「三十八仔」

　言ったそばから斬に訂てい正せいされて、瞬またたく間に気まずい雰囲気になる。

　しかし[image: ]己は「あはは！」と軽快に笑った。

「それだけ多けりゃ誰だれだってまちがうよ、三十五も三十八も変わらないな」

「厄やつ介かいごとを引き受けていただき、ありがとうございます。[image: ]己神将が無用と判断されたときは軍場の真ん中でもかまいませんのでお捨て置きください。愚弟の死し骸がいはのちほど私が回収します」

「相わかったー」

　まったく身が入っていない適当な返事に愕がく然ぜんとする。

　先ほどの、嵐を鼓こ舞ぶしてくれた斬は幻まぼろしだったのだろうか。血を分けた姉とは思えない非情な言葉を残して大天幕を去ってしまった。

　[image: ]己は駒が載った地図に視線を落とす。

　長煙管から糸のような煙が立ち、白びやく檀だんに似た不思議な薫かおりが漂ってくる。

「………」

　嵐のほうから話しかけられるはずもなく、できることも見つけられず、ぽつんと置き去りにされた心細さを覚えた。軍鳥たちの会話や出陣直前の騒さわがしさが遠のき、居い心地ごこちの悪い沈ちん黙もくがおりてくる。

　足と土のあいだに少しでも多くの隔へだたりを確保したいからだろうか、[image: ]己はただでさえ長身なのに長ちよう靴かの踵かかともかなり高く、小こ柄がらな嵐は彼を見上げなくてはならなかった。

　最後の武将鳳ほう凰おうと軍鳥が大天幕を出て行くと、[image: ]己は火皿に残った灰をトントンと落として長煙管を仕し舞まう。大型の矢や筒づつを背負い、装そう飾しよくが施ほどこされた黄金の弓を持った。

「じゃあ僕らもそろそろ行こうか」

　軽々しい言いかたに嵐は訝いぶかしむ。まるで物見遊ゆ山さんへ向かうかのようだ。

　白金鳳凰と鷲わしに変容して陣じん営えいを飛び立ったあとも、[image: ]己は金の砂子を舞まわせながら悠ゆう々ゆうと羽ばたく。大勢の軍鳥と兵獣が対たい峙じし、幾本もの細い煙が立ち上る戦線が見えてきたのに急ごうとしない。

　しかし戦線から、ドォン……という爆ばく裂れつ音と開戦の鬨の声が聞こえた瞬しゆん間かん、のんびり飛んでいた[image: ]己が消えた。

「えっ……？」

　前にも左右にもいない。嵐は驚いて真上を見る。そこにも白金鳳凰の姿はなく、金の砂子だけがきらきらと舞い落ちてくる。

　突とつ如じよ、敵方から絶ぜつ叫きようと怒ど号ごうが聞こえた。

「うわぁあっ！　[image: ]己だ……っ！」

「白金鳳凰、上空より奇き襲しゆう！　盾たてを上へ！」

　にっと嗤わらう[image: ]己が急降下しながら次々と矢を放っているのが見えた。矢は盾の隙すき間まをすり抜ぬけて兵獣たちの鎧を正確に貫つらぬき、敵方の陣じん列れつが乱れる。

　わずか十数秒前までのらりくらりと飛んでいたのに。嵐は慌あわてて[image: ]己を追った。

「はははっ、盾など無む駄だだ、命が惜おしければ退ひけ！　──烈っ、左方を崩くずせ！」

「おうよ！」

　遅おくれて戦線へ突とつ入にゆうした嵐の目の前が、一瞬、金と黒の二色だけになる。

「烈、天将──」

　嵐は、金の鎧を纏まとう黒鳳凰・烈を初めて間近で見た。金緑色を帯びる黒い翼羽で覆おおわれた体たい軀くはほかの武将鳳凰より大きい。

　凶きよう禍かを喚よぶ黒鳳凰の伝承は神しん仙せん界かいじゅうに知れ渡わたっている。その気き迫はくと猛たけ々だけしさに敵方がざわめく。烈は鋭するどい嘴くちばしで狼おおかみや豹ひように嚙かみついては投げ、黒翼で凄すさまじい風を起こして兵獣たちを追い散らした。

「オラアッ！　小獣は引っ込んでろ！　白びやつ虎こども出てきやがれ！」

「烈が左方の隊列を崩したぞ！　皆でなだれ込めっ！」

　[image: ]己の号令に軍鳥たちが「おう!!」と雄お叫たけびをあげたとき、敵方の陣列が規則正しく割れ、黄金の塊かたまりがあらわれた。

「出たっ！　潘ばん荼だ羅らだ！」

「散れ！　上空へ！　潘荼羅が出たぞっ！」

　キイッ、キイッ！　という猛禽たちの警けい戒かいの鳴き声が連なり、広い軍いくさ場ばじゅうに伝でん播ぱしていく。

「なに、あれ──」

　皆が潘荼羅と呼ぶのは、黄金の鎧よろいを纏った巨きよ大だいな白虎だった。鳳凰以外の瑞獣を目まの当たりにした嵐は激しく怖おぞ気け立つ。潘荼羅は巌いわおのような巨きよ軀くの背に、二頭の兵獣と人の姿をした白虎を乗せていた。

「[image: ]己！　今日こそきさまの翼つばさへし折ってくれるわ！」

「久しいな潘荼羅！　冬でもないのに冬とう眠みんしていたのか？　はははっ！」

　安易な挑ちよう発はつに引っかかった潘荼羅が牙きばを剝むき、巨体からは想像できないほどの速さで駆かけて禽鳥たちの陣列に突つっ込んでくる。

　武将鳳凰も軍鳥も、嵐も上空へ逃のがれる。そのとき、潘荼羅の背に乗った兵獣があり得ないほどの高さまで飛び跳はね、嵐の眼前で軍鳥を嚙み殺した。

「うわぁっ……！」

「もっと上空へ飛べ！」

　身軽な豹が次々と潘荼羅の背に立ち、高く跳ちよう躍やくして軍鳥に食いつく。潘荼羅の背に乗った男が矢を放って猛禽を射殺していく。

　乱れ舞う夥おびただしい羽根、雨のような鮮せん血けつ、墜つい落らくする軍鳥たち──縄なわ張ばり争いの最前線は瞬く間に大混乱に陥おちいった。

　潘荼羅が呵か々か大たい笑しようする。

「まるで蜉蝣かげろうのようだな！　尊そん若じやくっ、一羽残らず射落とせ！」

「おもしろいほどよく当たりますよ！　目を閉じていても当たりそうだ、ふふっ……」

　人の姿で潘荼羅の背に乗り、矢を放っているのは、尊若という名の白虎だった。嵐は恐きよう怖ふに震ふるえる翼を必死に動かして[image: ]己に近づこうとした。

　尊若と目が合ってしまう。尊若が嵐の心臓めがけて矢を放つ。迫せまりくる死に身を強こわ張ばらせたとき、横から黄金の矢が飛んできた。二本の矢は、キンッ！　と高い音を立てて衝しよう突とつし、諸もろ共ともに落下した。

「[image: ]己神将っ……！」

　矢に貫かれることを免まぬかれた心臓がドクンドクンと激しく鼓こ動どうする。

　黄金の矢は[image: ]己が放ってくれたものだった。潘荼羅と尊若と豹たちの攻こう撃げきによって軍鳥の動きが鈍にぶくなる中、朗々と響ひびく声で言う。

「翼なき者、恐おそるるに足らず！　まずは僕が尊若を討うとう！」

　不敵な笑えみ、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの高笑い──騒そう乱らんと極限の最中にあってもよく笑う[image: ]己は圧あつ倒とう的な存在感をと輝かがやきを放っていた。

　赤眼をかっと見開き、弓をきりきりと引き絞しぼる。

　美しくも残ざん虐ぎやくさを帯びた横顔に、嵐は見入る。

　潘荼羅は素す早ばやく動いたが無駄だった。黄金の矢は眩まばゆい光を放ちながら尊若の喉のど元もとを貫いた。

「[image: ]己神将、尊若天将を討ち取ったり！」

「おのれ[image: ]己ッ──」

　雨あま燕つばめが戦せん況きようを告げ、潘荼羅や白虎たちがグアァッと咆ほう哮こうし、数多あまたの軍いくさ鳥どりがウオォ──と歓かん声せいをあげる。

「さぁ、潘荼羅は誰だれがやる!?　このままだと僕の勲いさおになるぞっ、皆みなそれでいいのか!?」

　[image: ]己は巧たくみに鼓舞し、士気を高める。武将鳳凰と猛もう禽きんたちはふたたび鬨ときの声をあげ、武器を掲かかげて「我こそは！」と口々に叫さけんだ。

　鳳凰と白虎、軍鳥と兵獣が真っ向からぶつかり合う。

　そこからはもう、なにが起きているのかわからなかった。[image: ]己を守るという御お役やくを務めたいが、近づけたと思ったらまた離はなれてしまう。

「ぅ、う……[image: ]己神将……っ」

　砂さ塵じんが舞い、絶え間なく矢が飛び交かう軍場を右往左往するばかりになった。どこを飛んでもどこへ逃れても死が纏わりついてくる。必死で近づいているつもりなのに[image: ]己はいつの間にか遠くにいて、烈とともに潘荼羅と戦っていた。

　どれだけ時間が経過しただろう。翼が動かせなくなり、切れ切れの呼吸で岩の上に着地したとき、ドォン……！　と爆ばく音おんが鳴って巨大な煙けむりの柱が立った。

　濃こい煙えん幕まくに包まれてなにも見えない中、雨燕たちが繰くり返し囀さえずる。

「小休止!!」

「白虎主隊、後方へ退きました！　小休止！」

　雨燕の声を合図にして大量の矢が敵てき陣じんへ放たれ、同時にバタバタバタッ……という夥しい羽音が響いた。

「……っ、なに、が……どうなっ、て」

　目が霞かすんで、連なって飛んでいく軍鳥たちの中に[image: ]己を見つけることができない。岩の上でよろめく嵐に、銀の鎧を纏った鷹たかが飛行しながら大声をあげる。

「なにしてるっ？　小休止だぞ、陣営へ戻もどるんだ。もたもたするな！　まだ敵方も矢を飛ばしてきてる！」

「[image: ]己、神将は……どちら、にっ……？」

「とっくに陣営へ向かったぞ、おまえも怪け我がしてないなら早く飛ひ翔しようしろ！」

　急せき立てられ、嵐は鉛なまりのように重くなった翼を広げた。

　陣営が果てしなく遠く感じる。途と中ちゆう、何度も羽ばたけなくなって急降下し、なかば落下するように広場に着地した。

「はあっ、は、ぁっ……！」

　安全な場所に戻ると、死と隣となり合わせの恐怖がより一層鮮せん明めいになり、震える嘴がガチガチと音を立てた。これが明日も明後日あさつてもつづくのだろうか。身が持たない。

　──出陣の経験はなくても、縄張り争いの最前線が苛か烈れつを極きわめた場所であることは充じゆう分ぶんに理解している──それは己おのれの慢まん心しんだと痛切に思い知った。

『おれだって何日でも戦える』と当然のように考えていた今朝の嵐はあまりにも浅せん薄ぱくだ。

　ほんの一いつ時ときすら[image: ]己を守れず、それどころか助けられてしまった。黄金の矢が放たれていなければ、嵐は敵方の矢に心臓を貫かれて死んでいた。猛もう烈れつな情けなさと恥はずかしさに打ちのめされる。

「救護鳥っ、早く！　出血が多い！」

「こっちは翼が折れてるぞ！」

　負傷した軍鳥を運ぶ者と駆けまわる救護鳥たち、壊こわれた武器が積まれていく金属音、到とう着ちやくしたばかりの者と帰き還かんの準備を始める者とが入り乱れ、陣営の広場は非常に騒さわがしく混雑していた。

「うぅ……」

　どこも怪我をしていない嵐には手伝えることが多くあるのに、人に変容することさえままならない。ひどい吐はき気を催もよおす。翼の付け根が痙けい攣れんし、心臓が激しい痛みを覚えるほどバクバクと鼓動していた。

　せめて邪じや魔まにならないよう、誰も通らない隅すみへ這はって移動する。回復を待っていると、踵かかとの高い長ちよう靴かがまっすぐ近づいてきた。

「ごめん、ちゃんと見てたんだけど最後の煙幕で見失った」

　見上げれば、顔と鎧に返り血や泥どろを付けたままの[image: ]己が立っている。

　あの恐ろしい激げき闘とうの直後にもかかわらず、朱しゆ塗ぬりの大たい盃はいで酒をがぶ飲みし、仙せん桃とうをもぐもぐと頰ほお張ばっていた。

「死ななくてなにより。斬に死し骸がいを回収させるのはさすがに忍しのびないからね。怪我は？」

「怪我……してない、です。……[image: ]己神将、矢を、本当に、ありがとうございました……」

　他者が放った矢を自身の矢で射落とすという超ちよう絶ぜつ的な弓術は、[image: ]己にとっては普ふ通つうのことなのだろうか。嵐の謝意をあっさり無視して言った。

「僕、今から瑞郷天へ帰るけど、きみはどうするんだっけ？」

　斬が『体力を残しておくんだよ』と助言してくれたのに。あの長い行程を飛ぶ力がなくて嵐は泣きそうになる。

　でも、与あたえてもらった御役に忠実でありたい。嵐はまだ一度も[image: ]己を守れていない。軍鳥になるために、いま取るべき行動を考え、息を切らしながら嘴くちばしを動かした。

「……神将、を、お守り……します」

「あははー、そういうの要いらないんだよね、僕強いから。それより飛べる？　背に乗せてあげようか」

　にこっと笑う[image: ]己は本当に嵐を乗せて帰るつもりのようだが、そんな無礼を働けば二度と軍いくさ場ばに来られなくなり屋や敷しきからも出られなくなる。意地で体力を絞り出し、立ち上がって翼つばさを羽ばたかせた。

　[image: ]己神将と烈天将と青せい牙が瑞ずい将しようを中心とした帰還団が陣営を発たつ。

　たくさんの雀すずめや雲雀ひばりが武将鳳ほう凰おうや大おお鷲わしの背に乗り、ふわふわの小さな身体からだを寄せ合っているのが見えた。

「おーい、見習い、もうちょっと急げ。これ以上離れると危ないぞ」

「はいっ……すみません」

　殿しんがりを担になう少将が振ふり返り、声をかけてくれる。嵐は帰還団の殿の、そのさらにうしろを必死に飛んで帰った。

　日輪が傾かたむいていく。淡あわい橙だいだい色いろの光に照らされた石柱群が見えるころには、吐き気も翼の痙攣も、心臓の痛みも治まっていた。今日の早朝に発ったばかりの瑞郷天が懐なつかしく感じられ、胸に安あん堵どが広がる。

　猛禽たちが軍務衙が門もんや青せい楼ろう街の方向へ飛び、雀や雲雀は巣へ帰っていき、帰還団はおのずと解散した。瑞郷天の中ちゆう枢すうに建つ鳳凰の城・玉ぎよつ煌こう朱しゆ宮ぐうに近づくと、[image: ]己は人に変容して降り立ち、嵐もそれに倣ならう。

　幾いく重えにも連なる瓦かわら屋根や、それらを支える数多の太柱も、至るところに施ほどこされた美しい彫ちよう刻こくも、なにもかもが朱あかい。人の姿で見上げる玉煌朱宮は溜ため息がでるほど壮そう麗れいだった。

　[image: ]己は血と泥で汚よごれた鎧よろいを着たまま歩く。「帰れ」とも「ついてこい」とも言わず、大楼門をくぐって石造りの階段を上る。嵐は、遠目でしか見たことがなかった玉煌朱宮に踏ふみ入ってしまった。

　宮中を行き来する高官鳥や命みよう婦ぶ鳥の視線を感じる。これ以上進むのはさすがに憚はばかられた。

「[image: ]己神将、あの……どこで控ひかえていればいいですか？」

「九尊の間まで来たら？」

「おれみたいなのが九尊の間には入れません」

「南斗后輝もいるはずだよ。美君の一声できみは軍場に出られたんだ、早いうちに謁えつ見けんを賜たまわって九拝しておくといい。僕が許可する。──ま、言うほど大した場所じゃあない」

　嵐のほうを見ずに話し、足早に歩く[image: ]己は、軍場にいるときと雰ふん囲い気きが少し違ちがうように見えた。

　長靴の踵をかつかつと鳴らして九尊の間へ入っていく。

　軍場とは種類の異なる強い緊きん張ちように見み舞まわれる。誰にも聞こえないような掠かすれ声で「失礼いたします……」と言い、[image: ]己のあとについて入室した嵐は、荘そう厳ごんと絢けん爛らんを極めた空間に目を瞠みはった。

　九つの玉座が、大きな醴れい泉せんの水面みなもに並んでいる。

　そのうしろに梧桐あおぎりの大樹が九本立ち、鮮あざやかな緑葉を広げていた。

　醴泉の中ほどまで延びた、朱い辰しん砂しやの床ゆか。床の両側に一本ずつ配された槐えんじゆと榊さかきの木。

　壁かべ一面に施された黄金の浮うき彫ぼり。そのすべてが、円えん蓋がいからこぼれてくる光を受けて輝かがやいている。

　そして九つの玉座の中央に、鳳凰の一族の長──丹たん天てん老ろう君くんが座していた。

　朱しゆ色いろの皇こう袍ほう服ふくに包まれた体格も、鋭するどく光る金の眼めや精せい悍かんな顔つきも、老ろう齢れいのものとは到とう底てい思えない。百年近くにわたって瑞郷天に君臨しつづける瑞ずい獣じゆうに、嵐は激しく畏い縮しゆくし、辰砂の床に片かた膝ひざをついた。

　玉座を有する鳳凰は〝九く尊そん鳳ほう凰おう〟と呼ばれ、九つの玉座の中央に座することができるのは純血の朱しゆ真じん鳳凰だけだった。数万年とつづく歴史の中で、金鳳凰や白金鳳凰や淡たん青せい鳳凰が中央の玉座に着座したことは一度もない。

「………」

　九尊の間には四人の若い朱真鳳凰が立っているが、なぜかその口くち許もとに薄うす笑わらいがある。彼らの視線の先に[image: ]己がいるのが、嵐は気にかかった。

　磨みがき上げられた鎧を纏まとうふたりの武将鳳凰はこのあと軍場へ向かうようだった。醴泉の周囲に止まり木が二十ほどあり、鶴つるや錦きん鶏けいなど十二、三羽の公く卿ぎよう鳥が止まっている。

　[image: ]己は辰砂の床に立ち、短く告げた。

「戦せん況きよう報告に上がりました」

　血と泥を付着させた鎧が気に入らないのか、丹天老君が眉み間けんに深い皺しわを刻んだ。

　第八と第九の席が空いているのは、[image: ]己と烈が与えられた玉座を揃そろって辞したのち、まだ後こう継けい者しやが決まっていないからだろう。

　そして嵐は、第二の玉座に──丹天老君の隣となりに座る雌めすの朱真鳳凰に目を奪うばわれる。

　ほかの玉座に座る鳳凰は雄おすばかりだから、彼女が南斗后輝に違いない。

　あまりの美しさと神こう々ごうしさに固まっていると、[image: ]己が「南斗后輝さまに御ご挨あい拶さつしなさい」と促うながしてくれた。

「お初に、御お目めにかかります。雷厳が第三十八仔しで斬の弟、嵐と申します」

　まともに言えたのはそれだけだった。初うい陣じんが叶かなった礼をきちんと伝えたいのに、緊張のあまり声が詰つまってしまい、嵐はぺこりと頭を下げた。

　南斗后輝は悠ゆう々ゆうと揺ゆらしていた扇おうぎを口許に添そえて微笑ほほえむ。

「ほほ。たしかに斬に似ておるな。しかし斬よりずいぶん愛ういのう。して[image: ]己よ、嵐の働きぶりは如何いかがか？」

「預かって半日ですしなんとも言えませんが、初陣で死ななかったのでそれなりに見込みはあるのではないでしょうか」

「太タイ好ハオ了ラ、叶うなら長くそなたの許で──」

「戦況を告げよ」

　丹天老君が腹に響ひびく声で南斗后輝の言葉を遮さえぎった。

「穢けがれを玉座に持ち込むなと何度言えばわかる？　戦況を告げ、速すみやかに立ち去れ」

　表情を曇くもらせる南斗后輝と、戸と惑まどう九尊鳳凰。若い朱真鳳凰たちは嘲ちよう笑しようを浮かべ、公卿鳥は澄すまし顔を崩くずさない。

　嵐は、どく、どく、と高鳴る胸を押さえる。この、得体の知れない奇き妙みような緊張感はなんだろう。

　なにも気にならないのか、[image: ]己はにっこり笑った。

「これはこれは失礼いたしました。此こ度たびの戦せん闘とうでは潘荼羅が出現し──」

　誰だれもが見み惚とれるほどの綺き麗れいな笑え顔がおだ。実際に、丹天老君以外の九尊鳳凰は目め尻じりを下げて戦況報告を聞き、澄まし顔を崩さなかった公卿鳥でさえうっとりしたまなざしを向ける。

　しかし、[image: ]己の美しい笑みに、嵐は違い和わ感かんを覚えた。

　たしかに笑っているが、どうしてか嵐にはまったく笑っていないように見える。極限状態の軍場ですら何度も笑っていたというのに。

　作り物のような笑顔に気を取られているうちに戦況報告が終わってしまった。

「──以上です。ではこれにて」

「待て」

　丹天老君たちに背を向けた[image: ]己を呼び止めたのは、若い朱真鳳凰だった。

　[image: ]己は立ち止まらない。嵐の腕うでを取って立たせる。そうして辰砂の床を歩きながら吐はき捨てるように言った。

「丹天老君さまの御命令通り速やかに辞する。僕に用があるなら青楼街へ来い、炎えん琉りゆう。──来られるものならな」

「[image: ]己っ、きさま……！」

「なんだあの態度はっ」

　炎琉と呼ばれた鳳凰だけでなく、ほかの朱真鳳凰まで声を荒あららげる。嵐は焦あせって深く辞じ儀ぎし、[image: ]己を追いかけた。

　九尊の間をあとにした[image: ]己は長い廊ろう下かを黙だまって進む。玉煌朱宮を出て階段をおり、大楼門を抜ぬけると、そこで鎧を脱ぬいだ。

「渡わたしてもいいかな？　重いなら自分で持つよ」

「大だい丈じよう夫ぶです、お預かりします」

　九尊の間へ入る前に汚れた鎧を脱いで嵐に持たせれば、丹天老君の不興を買うこともなかったのに、そうしなかったのはなぜだろう。

　ほかにも疑問がぼんやりと浮かぶ。若い朱真鳳凰との諍いさかいのようなやりとりにはどんな意味があったのか、誰をも魅み了りようする[image: ]己の綺麗な笑顔にどうして嵐は違和感を覚えたのか──九尊の間は荘厳と絢爛を極きわめていて、鳳凰同士の奇妙な応おう酬しゆうが交かわされる、嵐にとっては非現実的な空間だった。

　[image: ]己が長なが煙管ギセルをくわえて、白びやく檀だんに似た不思議な薫かおりが漂ただよってくる。

　答えを見つけられない曖あい昧まいな疑問たちは、紫し煙えんに攫さらわれていった。

　銀朱色の日輪が石柱群の彼方かなたへ姿を消し、瞬またたく間に宵よいの色が広がる。松明たいまつを持つ梟ふくろうや木菟みみずくが瑞郷天の中ちゆう枢すうを飛びまわり、篝かがり籠かごと釣つり灯どう籠ろうに火を入れていくのが見えた。

　[image: ]己はまた「帰れ」とも「ついてこい」とも言わず、黙って歩きだす。

　今日の商あきないを終えた市場は静かで薄暗い。踵かかとの高い長ちよう靴かと平たい靴くつが通りに敷しかれた砂じや利りをざくざくと踏む音だけが聞こえる。

　[image: ]己は通りの果てに着くと右に曲がり、あとをついて曲がった嵐は、立ち止まって息を吞のんだ。

「青せい楼ろう、街──」

　極太の柱や、美しい水鳥の浮うき彫ぼりが施ほどこされた扉とびら、屋や根ね瓦がわらも釣り灯籠までも、すべてが瑠る璃り色いろの巨きよ大だいな門が宵の空に妖あやしく浮かぶ。嵐の目には、朱色ばかりの玉ぎよつ煌こう朱しゆ宮ぐうと対極をなしているように見えた。

　瑠璃色の大門を恐おそる恐る抜けて──嵐は、異界に足を踏み入れた錯さつ覚かくに陥おちいった。

　煙けむって見えるほどの強きよう烈れつな花か香こうは青楼からあふれてくるものだろうか。砂糖菓が子しの甘い匂においや、きつい酒の匂いもしていて、たちまち嗅きゆう覚かくがおかしくなる。

　大路の両側に軒のきを連ねた仙果店、小料理屋、菓子屋、湯屋、髪かみ結ゆい店は、壁も屋根も優美な青せい漆しつで統一されていた。

「[image: ]己さまぁ。おかえりなさいませ」

「今すぐいらして。もう待ちきれませんの」

「ねえ、早く跨またがらせてくださいな」

　頭上から降ってくる色めいた声に[image: ]己が片手を上げて応こたえる。

　青楼を見上げれば、髪を複雑に結い幾いく本ほんもの簪かんざしを挿さした遊君たちが白い肩かたを剝むき出しにした格好で欄らん干かんにもたれていた。嵐と目が合うとにっこり微笑んで、細い指を揺らして手招きをする。

　どこからともなく流れてくる音楽と歌い声、笑い声、客引きの声──優ゆう雅がさと猥わい雑ざつさが混在した摩ま訶か不ふ思し議ぎな空間に、嵐は一いつ瞬しゆんの眩暈めまいを覚えた。

「さあ久方ぶりの休みだ。遊君らをだいぶ待たせてしまっているからね、今宵も忙いそがしくなりそうだ」

　ここまで黙って歩いてきた[image: ]己が、瑠璃色の大門をくぐった途と端たんに生き生きしだした。軽快な足取りで雑ざつ踏とうに溶とけ込んでいく。見失いそうになり、焦って追いかけた。

「[image: ]己、神将っ……あの」

「まずは湯屋へ行くよ、早く沐もく浴よくしたい。軍いくさ場ばだとそこまで気にならないんだけどね、瑞郷天に帰ると急に汚きたないのが嫌いやになる」

　気き後おくれしてしまい、湯屋へついて入ることができなかった嵐は、黄金の鎧よろいを抱かかえて突つっ立っていた。

　そして、四半時ほどが経たって湯屋から出てきた[image: ]己の装いに目を瞠みはる。

　彼しか着こなせないような、華はなやかな柄がらの袍ほう服ふく。襟えりと袖そで口ぐちに金銀の刺し繡しゆうがたっぷり施されている上着を、片かた袖そでを抜いて着ているその様子はとても洒落しやれていた。輝かがやく黄金の瓔よう珞らくと、重ねてつけた腕うで輪わ。錦にしきの帯を巻いた腰こしに、意い匠しようを凝こらした印いん籠ろうや、翡ひ翠すいの佩はい玉ぎよくや紫むらさき色いろの房ふさ飾かざりを下げている。

　長ちよう軀くから香かおりが漂ってくる香油は湯屋の従事者に塗ぬらせたものだろうか。いま[image: ]己に会った大衆鳥は、軍場から戻もどった直後とは気づかないだろう。嵐でさえ、あの血と泥でい砂さにまみれた激げき闘とうは幻げん影えいだったかもしれないと思ってしまう。雄の色いろ香かを放つ艶えん美びな白金鳳凰は青楼街の住民そのものだった。

　[image: ]己が銅製の鎧を指さして、瓔珞や腕輪がじゃらじゃらと鳴る。

「なんでまだそれ着てるの？」

「[image: ]己神将をお守りするためです！」

　張り切って言うと、五色のまつげが揺れてまぶたが半開きになった。

「僕強いからそういうの要いらないんだよね。それに、青楼街で鎧を着てるのも汚い格好でいるのも御ご法はつ度とでしょ」

「知りませんでした……初めて来ましたので」

「初めて？　きみ歳としいくつだっけ？　聞いたけど忘れちゃったな。十三、四だった？」

「十七歳です」

「噓うそだぁ！」

　答えるなり、[image: ]己は驚きよう愕がくして奇き異いなものを見る目を寄よ越こしてきた。

「十七で青楼街に来たことない猛もう禽きん類るいが瑞郷天にいるのか？　なんという希少種だ、信じられない」

　捲まくし立てながら、指先まで隠かくれる長い袖を頻しきりに湯屋のほうへ向け、沐浴してこいと促うながしてくる。

「汚いままでいる仔こを連れて歩く気は更さら々さらないよ。きみ、禄ろくを持ってないだろ？　払はらっておいたから」

「すっ、すみません！」

「いいからさっさと行く」

　走って湯屋へ入った嵐は鎧を脱いで、脱だつ衣い所にいる禽鳥たちの様子を窺うかがい、真似まねをして汚よごれた衣服を籠に入れた。裸はだかになって大きな引き戸をガラガラと開く。

「なに、ここ……」

　乳白色の湯気が立ち込める広大な空間に大小さまざまの湯船が設しつらえられている。足元には柔やわらかな苔こけが敷かれており、梧桐あおぎりの葉も広がっていた。梧桐や榊さかきの木々が巧たくみに配され、奥には岩の狭はざ間まを流れ落ちる白しら滝たきまである。

　まるで温泉を有する石柱を丸ごと運び込んだかのようだった。

「軍いくさ鳥どりさま。お背中お流しいたします」

　うしろから腕を取られて、ばっと振ふり返ると、同どう年ねん輩ぱいとおぼしき白銀の烏からすが石せつ鹼けんや香油や手しゆ巾きんの入った小こ桶おけを抱えて微笑ほほえんでいた。銀ぎん髪ぱつを結い上げて目め許もとと唇くちびるに朱を差した烏に見み惚とれ、頰ほおが熱くなる。

「うぅ」

　混浴なんてあまりにも刺し激げきが強すぎて耐たえられない。彼女が[image: ]己の裸ら体たいに香油を塗ったのだろうか。

　しかしよく見れば、腕に触ふれてきている烏の裸の胸は平らで、唯ゆい一いつ身につけている下帯は雄おん鳥どりのものだった。嵐はますます顔を赤くする。

「ありがとうございますっ、でも大丈夫です！」

　とびきり綺き麗れいな彼を傷つけたくないから深々と辞儀をして丁てい寧ねいに断り、鷲わしに変容して最も近い湯船にざぶんと飛び込む。バババッと湯を浴び、逃にげるように浴室をあとにした。

「げっ、なんだこれ？」

　人の姿になって脱衣所へ戻ると、籠の中に汚れた衣服はなく、目がちかちかする派手な袍服が入っていた。嵐は腰に布地を巻き、番台に座っている青あお鷺さぎに訊たずねる。

「初めてこちらにお邪じや魔ましたので、よくわからなくて……おれの服はどこにありますか？」

「おや、左様でございましたか。軍鳥さまの御お召めし物は当店で洗い、後日ご返へん却きやく。青楼街では当店が用意する衣服でお過ごしいただきます。大きさも色も柄も多数取り揃そろえておりますよ。これらはお貸しするのではなくご提供するものですので、着用なさったまま青楼街を出ていただいてもまったく問題ございません」

「ありがとうございます、よくわかりました。……あの。柄の入ってない服ってありますか」

「へっ？」

　番台係の青鷺はたいそう気がよく、「こちらが当店で最も地味な衣服ですよ！」とほぼ無地の袍服を探し出してくれた。背に大輪の白しろ牡ぼ丹たんが刺繡されているけれど、これ以上わがままは言いにくい。

　青鷺に礼を述べて身なりを整え、ふたたび走って湯屋を出る。

　[image: ]己は当然のように姿を消していた。

「どこっ……？」

　ふたつの鎧を抱え、焦あせって捜さがす。白金鳳凰の匂いを嗅かぎ分けたくても、瑠璃色の大門をくぐったときから嗅覚が麻ま痺ひしていて叶かなわない。

　大路を隔へだてた斜はす向むかいにひときわ豪ごう奢しやな青楼が建っている。嵐は往来する禽鳥たちのあいだをすり抜ぬけて、客引き中の鸛こうのとりをつかまえた。

「すみません、おれは嵐と言います、[image: ]己神将の配下の者です。こちらのお店に[image: ]己神将がいるか、わかりますか？」

「[image: ]己神将さまは先ほど入店されましたよ！　軍鳥さまもいかがです？　うちは可愛かわいらしい雄鳥から妖よう艶えんな雌めん鳥どりまで取り揃えておりま──」

「お邪魔します！」

　嵐は青楼に駆かけ込み、ぽかんと口を開けて店内を仰あおぎ見た。

　瑠る璃り色いろの大門といい、湯屋といい、青楼街にあるものはどうしてこうも派手で大規模なのだろう。

　店内は六層の吹ふき抜けになっていて、一階には桃ももや花か梨りんの木があり、造形された川に群ぐん青じよう色いろの太たい鼓こ橋ばしまで架かかっている。上方では桃色や黄色の美鳥が尾お羽ばねをひらひらと揺ゆらしながら舞まっていた。

　階段を一階ずつ上がって捜していては時間が幾らあっても足りない。嵐は鷲に変容すると、絶対に落とさないよう、ふたつの鎧に鉤かぎ爪づめをしっかり引っかけて飛ひ翔しようした。

　二階と三階にはいない。奥の部屋に入ってしまったのだろうか。

「あっ……いた！」

　絢けん爛らん美び麗れいで派手な装いの白金鳳ほう凰おうは非常に目立つ。[image: ]己を見つけることができた嵐は、ほっと安あん堵どし、四階の廊ろう下かに降り立って人の姿になった。鎧を抱え、大広間へ入ろうとして──衝つい立たてを過ぎたところで足を止めた。

　大勢の軍鳥の笑い声や遊君たちのはしゃぎ声が響ひびく大広間は、強きよう烈れつな花か香こうと、酒と香烟たばこの匂においで煙けむっている。

　武将鳳凰が数人いるからか、それとも酒さえあればいいからか、少量の果実があるだけで獣じゆう肉にくはなく、大広間に運ばれてくるのは酒さか壺つぼばかりだった。

　雄鳥も雌鳥も、遊君が纏まとっているのは透すけた着物一枚で、陰いん茎けいや乳ち房ぶさの揺れる様子まであらわになっている。[image: ]己や猛禽たちが裸同然の遊君を胡坐あぐらの上に座らせて酒を飲んでいることに、嵐は衝しよう撃げきを受けた。

　この場所が、思うまま酒を食くらい遊君を抱だく青楼街であることをあらためて認にん識しきする。ひどく苦手で、猥みだりがわしい光景に思いきり引いてしまった。

　立ち尽つくしていると、兄と従兄いとこに気づかれた。

「嵐じゃねえか！　あいつ今日が初うい陣じんだったはずだぞ、生きて戻ってきたのか！」

「[image: ]己神将がいてくださったからだろ、でなきゃ死んでる」

「どんな手を使ったって、誰だれに縋すがったってかまわねえ、初陣は死ななきゃそれで勝ちよ！」

「おいっ、ちび、入ってこい！　初陣祝いだ、酒と遊君を奢おごってやる！」

　酔よった軍鳥たちは大声を張り上げ、[image: ]己も酒を呷あおって大たい笑しようした。

「青楼街に来たのも初めてらしいぞ、たっぷり奉ほう仕ししてやってくれ！　ははは！」

　彼らの品のない会話を聞いた遊君たちが「きゃあ、かわいい」「ぼく御ご奉ほう仕ししたぁい」などと口々に言う。

「けっこう……です……」

　引きつった笑え顔がおを作って後ずさりをし、衝立に肩かたをぶつけながら大広間を離はなれた。

　御お役やくを務めたいが今は不要なことくらい嵐でもわかる。居場所が把は握あくできていれば充じゆう分ぶんだろう。客や配はい膳ぜん係の行き来が少なそうなところへ移動した。

「なんだよ……」

　ふいに、強い苛いら立だちが沸わき上がってくる。

　嵐は廊下に鎧よろいを置き、どすっと胡坐をかいた。

「なんだあれ、遊君を奢るってなんだよっ、ひどい言いかたするな！　[image: ]己神将もめちゃくちゃだらしない！」

　軍いくさ場ばでの勇姿との落差があまりにも激しすぎる。

　鮮あざやかな奇き襲しゆう、超ちよう絶ぜつ的な弓術、極限状態の最中にあっても圧あつ倒とう的な存在感と輝かがやきを放ち、軍鳥たちの士気を高める白金鳳凰──彼に、憧あこがれを抱いだきはじめていたのに。

　今のような怠たい惰だな姿は見たくなかった。

　噂うわさは本当だった。[image: ]己は淫いん蕩とうで変わり者の鳳凰だ。

「……、──」

　むかむかと気が立っているのに、喧けん騒そうが遠のいていく。

　大広間より幾いく分ぶん静かな廊下でひとりになると、忘れていた肉体的な疲ひ労ろうがどっと押し寄せてきた。まぶたがひどく重くて、開けていられない。嵐は座ったまま意識を失うように眠ねむりに落ちた。










　白びやく檀だんに似た不思議な薫かおりが鼻先をくすぐってくる。

　嵐はこの薫りを陣じん営えいの大天幕で初めて知った。慌あわてふためいただけの初陣を終えてどうにか瑞郷天へ帰ってきたはずだが、あれは幻まぼろしでまだ軍場にいるのだろうか。

　夢と現実の境が曖あい昧まいになっているのが嫌いやで、まぶたをこじ開けた。

「おや、起きた」

「うわーっ！」

　蒲ふ団とんを敷しいた憶おぼえはない。しかし嵐は寝ね床どこの中にいて、瑞郷天一と謳うたわれる美び貌ぼうが間近にある。寝床についた片かた肘ひじで頭を支えている[image: ]己は、嵐の絶ぜつ叫きようをものともせず、長なが煙管ギセルの吸い口から唇くちびるを離して紫し煙えんを吐はいた。

「ほっぺたを何回つついても口をむにゃむにゃさせるばかりだから、朝まで起きないだろうなって残念に思ってたんだけど。──やあ、よかった」

　目が覚めてすぐの、且かつ混乱した頭では、なにが『やあ、よかった』なのかさっぱりわからない。[image: ]己が着ている桃色の寝しん衣いは遊君のものだろうか、可か憐れんな花紋もん様ようが入っている。また長煙管を吸い、にこっと笑う。

「きみ、廊下でぐうぐう鼾いびきかいて寝てたよ。風邪かぜひくといけないからって、遊君らが部屋と寝床を用意してくれたんだ」

　ならば明朝、遊君たちに礼を伝えたい。考えられたのはそれだけだった。

　仰ぎよう臥がしている嵐は両手で掛かけ蒲団の端はしを握にぎりしめたまま、ふたたび叫さけんでしまう。

「なっ、な、なんで一いつ緒しよに寝てるんです!?」

「青楼じゃ寝床はひとつと決まっている」

　笑みを崩くずさない[image: ]己が急に声こわ色いろを変えた。

　コト、と長煙管が盆ぼんに置かれた音が聞こえる。嵐の身体からだに影かげがかかり、五色の長い羽が流れ落ちてくる。

「──っ？」

「することもひとつと決まってるよね……」

　耳みみ許もとでささやかれた声と言葉の妖あやしさに、ぞくりと肌はだが粟あわ立だった。

「[image: ]己神将っ、すみません、──」

　無礼になると思いながらも、覆おおい被かぶさってきた長ちよう軀くを力いっぱい突つき飛ばし──嵐は目を瞠みはる。

　[image: ]己は小こ揺ゆるぎもしなかった。

「……！」

　麗うるわしい顔立ちから、派手な衣服の下には細くてしなやかな肢し体たいがあると勝手に思い込んでいた。でも違ちがう。今になって気づく。軍場を翔かけまわり敵方を次々と射い貫ぬいていた武将鳳凰が嫋たおやかであるはずがない。

　触ふれた体軀には鍛たん練れんによる硬かたさがあり、寝衣の懐ふところからのぞく胸には隆りゆう起きした筋肉が付いていた。

「……なにするんです！」

　[image: ]己が体重をかけてくる。赤眼を細め、身動きが取れなくなった嵐の帯をほどく。

「眠ってる仔ことの性交は僕の主義に大いに反するんだ。お互たがい快楽を欲しがって、どちらも気持ちよくならないと意味ないだろう？　今から遊君らを呼ぶのは面めん倒どうだし、きみが目を覚まして本当によかったよ」

　混乱していても、嫌でもわかる。[image: ]己が嵐の頰ほおに何度も触れて起こそうとしたのは、肉にく欲よくを満たす行こう為いの相手をさせるためだった。

　先ほどの『やあ、よかった』の意味を理解した嵐は戦せん慄りつを覚え、まぶたをこじ開けたことを激しく後こう悔かいした。

「おっ、おれ、すぐ部屋を出ます！　遊君を呼んでくださいっ、いや、方法を教えてください、呼んできます！」

「もう夜よ更ふけだ、今から呼ぶのは難しい。この時間だと遊君をほかの雄おすと共有しなきゃならない。僕、共有が大っ嫌きらいなんだよね。自じ慰いのほうがまだまし」

「自っ……？　どうして……[image: ]己神将は、遊君たちを待たせてしまってる、って……言ってました」

「そうだよ、遊君らはいつも通り跨またがってこようとした。でもきみがいたからみんな断った。きみが埋うめ合わせすべきだ」

「そんな……！　待って、くださ──」

　赤い瞳ひとみが、焦しよう点てんが合わないほど近くに迫せまる。長いまつげの先が頰を掠かすめる。唇を、形の綺き麗れいな唇で塞ふさがれた。

「んん、っ」

　唇をねっとりと舐なめた舌が中へ入ってきて、口内を搔かきまわされる。初めて知る粘ねん膜まく同士の絡からみ合う感かん触しよくにぞくりと肌が粟立った。

　唇が離れて、後頭部に手が宛あてがわれ、下か肢しへ視線が向くよう首の角度を変えられる。

「此こ度たびの出しゆつ陣じんはやや長かったからね。十日ほど射精してないんだ。ほら見て、もうはち切れそうだよ」

　[image: ]己は下帯をつけていない。桃もも色いろの寝衣が捲まくられ、勃ぼつ起きが弾はずみ出る。

「うぅっ……」

　これほどの至近距きよ離りで自分以外の雄の生せい殖しよく器を見る日が来ようとは思いもしなかった。

　美しい貌かおと飄ひよう々ひようとした風ふう采さいからは到とう底てい連想できない、凶きよう暴ぼうなまでに熱いきり立つ陰いん茎けいに嵐は怖おぞ気け立った。

「とにかく一度出したい。そのあといっぱい交こう尾びしよう。僕の性器は太くて長いけど、大だい丈じよう夫ぶ、痛くないよ。僕ときみの精液でぐしょぐしょに濡ぬらしてほぐすからね」

「ひ、──」

　甘く優やさしい声で次々と発せられる信じられないほど卑ひ猥わいな言葉に嵐はいちいち慄おののいた。

　渾こん身しんの力を込めて手足を動かしても、筋肉質の長軀の下から抜ぬけ出せない。

　体格差と、歴然とした力の差を見せつけられる。

　瑞郷天一の絢けん爛らん美び麗れいを誇ほこる[image: ]己神将は、鳳ほう凰おうで──大酒を食くらい香烟たばこを喫のみ、そして色を好む瑞ずい獣じゆうであることを思い知らされる。

「ああっ……、や……」

　下衣がおろされて下帯をほどかれる。嫌だと叫んだはずが、また唇を塞がれていた。

　怖こわいのに、直接刺し激げきされると駄だ目めだった。ちゅう、と舌を吸われながら性器をいじられて、[image: ]己の手の中で硬く立ち上がっていく。

　うっすらと汗あせを纏まとう額に、蓮れん花か印いんの浮うかぶ額が重なってくる。

「くっつく瞬しゆん間かんが気持ちいいんだよ。見てて」

　額を触れ合わせたまま、また下肢のほうを向かされた。まぶたを閉じればいいのに、どうしてか閉じることができない。[image: ]己の荒あらくなった呼吸が聞こえる。震ふるえる嵐の茎くきに、長く質量のある生殖器が重なってくる。

「ぅ、あ、──」

　触れた瞬間にどちらも先走りを放って、下半身が重たく濡れた。

　[image: ]己が体重をかけて腰こしを大きくまわす。きつく密着した下肢のあいだで性器同士がこりこりと擦こすれ合い、ぬるんと弾はじき合う。望まない快感に、嵐は激しく翻ほん弄ろうされた。

「……あっ、あっ」

「ああ。この感触、悦いいね……すごくいやらしくてさ……」

　恍こう惚こつの声を漏もらしながら、執しつ拗ように腰をまわす。くちっ、くちっ、と粘ねばついた音が鳴る。

　[image: ]己は自身の陰茎と嵐の屹きつ立りつをつかみ、腰を前後に振ふりはじめた。[image: ]己の形がより一層生々しく伝わってくる。強きよう[image: 靭]じんな雄の生殖器の、大きく張り出した部分や括くびれた部分を感じるたび、腰が勝手にビクンと跳はねた。

「あぁ、……うっ」　>>>♥

「可愛かわいい腰使いだね。すごく上手だよ」

　満足げに微笑ほほえむ[image: ]己に褒ほめそやされ、堪こらえられないほどの羞しゆう恥ちに駆かられた。

　嵐は十七歳の雄おん鳥どりで、肉体は繁はん殖しよく行動が適かなうものになっている。ただ、想おもいもないのに強ごう引いんにさせられるのが嫌いやでたまらなかった。

「ぃ……、や」

　腰の揺れかたが変わる。絶頂へ向かうための動きになる。[image: ]己の手に包まれた二本の陰茎は先走りに塗まみれ、したたかに濡れて、ぐしゅぐしゅと激しい水音を立てた。

「ハァ……ッ、気持ちいい」

　[image: ]己は性的興奮を隠かくさない。誰だれもが見み蕩とれる美しい貌を快感に歪ゆがめ、息を乱しながら口早にささやいてくる。

「僕を拒こばむ禽鳥は瑞郷天に一羽もいないよ、みんな自分から跨がるし尻しりを向ける。きみも早く乗れるようになって。こんなふうに押し潰つぶすのも悪くないけど、僕、跨がってくる可愛い仔を突き上げるほうが好きだからさ」

「く、ぅっ……。もう、い──」

「うん、もう達いきそうだね。あぁ、僕も出る、っ……」

　吐精などできるはずがないしそんなことは望んでいない。嵐は怒ど鳴なるように言い放った。

「もう、いやだ！　したくない!!」

「──」

　ふいに、いやらしい表情をしていた[image: ]己が真顔になり、ぴたりと動きを止めた。

　嵐は一瞬の隙すきを逃のがさずごろごろ転がって寝ね床どこから脱だつする。帯を拾い、必死で服装を整え、ぶるぶる震える脚あしを殴なぐって立ち上がった。

　未知の快感を無理やり覚えさせられた羞恥に、頭がかっとなる。悔くやしさと憤いきどおりが抑おさえられないまま声を荒らげた。

「こういう、ことはっ、軽々しくやってはだめなんです！　ふざけてすることではありません！　[image: ]己神将がそんなだから変な噂うわさばっかり──」

　きょとんとする[image: ]己を見て、はっとなる。無礼千せん万ばんで父親や長ちよう兄けいに知られたら終わりだ。

　嵐は動どう揺ようして固まり、[image: ]己はやけに嬉うれしそうに言った。

「叱しかられてしまった」

「………」

　十近く歳としの離はなれた、身分もずっと下の者に咎とがめられて、なぜ怒おこりもせず喜ぶのだろう。

　もしかしたら「変な噂ばっかり」を聞き落としたかもしれない。どうか聞いていませんようにと嵐は天てん帝ていに願った。

「あーぁ、せっかく達きかけてたのに……。寸止めなんかしたことないよ、気持ちよくないなあ。でも嫌と言うならしかたない」

　[image: ]己は唇くちびるを尖とがらせてつぶやき、勃起したままのものをしぶしぶ寝しん衣いに仕し舞まう。片かた肘ひじをついて頭を支え、嵐が滅め茶ちや苦く茶ちやにした掛かけ蒲ぶ団とんを整えた。胸まで被かぶり、蒲団をポンと軽く叩たたく。

　そうして、にこっと笑いかけてきた。

「ねえ、変な噂ってどんな噂？」

　天帝は嵐の願いを聞き届けてくれなかった。最悪の事態に憤りも羞恥も霧む散さんする。

「……申し訳ございません。噂なんてないです」

「怒らないから教えてよ」

「なにもありません」

「じゃあ命令にしちゃおう。きみが耳にした[image: ]己神将に関する流言を直ちに報告せよ」

　わざと硬かたい口調で言い、ふふっと笑う。

　この状じよう況きようを楽しんでいる[image: ]己に「ほーら、命令だよー」と催さい促そくされて、嵐は泣きそうになりながら端たん座ざし、これまで聞いてきた噂を口にした。

「……派手な服が、好きで……、青せい楼ろう街に、入り浸びたり……」

「それ噂じゃなくてただの事実じゃないかな。ほかにあるでしょ」

「う……。[image: ]己神将からは、いつも、違ちがう美鳥の匂においがしてる、とか……。一晩で三、四羽の遊君を抱だく、──……ぜ、絶ぜつ倫りん、とか……です」

　父親と長兄だけでは済まない、まちがいなく[image: ]己にも半殺しにされる。

　しかし聞こえてきたのは感心の声だった。

「へーっ、よく知ってるね。軍いくさ場ばにも青楼街にも来たことなかったきみにまで届いてるのかー。たいしたものだ。三、四羽は少ないけど、まぁ噂だもんね」

「………」

　飄々と言うそれが冗じよう談だんなのか本気なのか、なぜ無礼なことを言われて怒らないのか、もしかしたら怒っているのか、[image: ]己のことがさっぱりわからなかった。

　だが、この一件が明日にも父親と長兄の耳に入り、怒り狂くるった彼らによって屋や敷しきに閉じ込められることはわかる。

　ようやく軍場へ出る許可が与あたえられたのに、一日も持たなかった。

「せっかくの、御お役やく目めだったのに……」

　ぐす、と悔し泣きをすると、なぜか[image: ]己が「ああっ！」と焦あせりだす。

「泣かないでっ。僕、可愛い仔こに泣かれるのがなにより参るんだ。ほら、いい仔だから寝床にお入り」

「寝ません。朝まで廊ろう下かに立って反省します」

「頑かたくなだなあ。廊下に立つのは止めやしないけど、『あぁん、気持ちいいよぅ』とか『おしりの孔あなもっと突ついてぇ』とか、あちこちから聞こえてくるよ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ひぃ」

　[image: ]己はまた卑ひ猥わい極きわまりないことをしれっと口にする。慄おののいている隙に腕うでを取られ、物もの凄すごい力で寝床の中へ引き戻もどされた。

「数々の無礼を申し訳ございません！　でも、さっきみたいなのは絶対いやなんです……！」

「もうわかったから、おとなしくしなさい。なにもしないって約束してあげるから。この僕が、ねえ、この僕がだよ、初めて拒まれた。青楼で交こう尾びお預けなんて前代未み聞もんだ」

「ぅ、……」

「これはまた噂になるね。きみの名前も青楼街にすぐ知れ渡わたるよ。噂好きおしゃべり好きは遊君らの本能だから」

　ハハハとわざとらしい笑い声を発する[image: ]己は完全に嵐をからかっている。いたたまれなくて、うつ伏ぶせになって敷き蒲団に顔面をくっつけた。

　すぐさま肩かたをつかまれ、ぐい、と横おう臥がさせられる。[image: ]己が羽に顔を埋うめてくる。

「[image: ]己神将っ、あの」

「きみの名前。思い出すから待って。ええっと……そう、嵐ランだ」

　うなじに伝わってくる声は艶つやっぽく、そして眠ねむ気けを帯びていた。

「嵐の……髪かみと羽の匂い、なんだろうね……」

「臭くさいですかっ？」

「いや、臭いんじゃなくて……、──離り宮きゆうにはなかった匂いだ。……そうか、陽光の匂い」

「[image: ]己神将？」

　──離宮、って？

　さして深い意味もないであろうその言葉が、やけに耳に強く残る。

　絡からみついてきている長い腕と脚のせいで身体からだを動かすことができず、今の嵐には振ふり向く勇気もない。

　眠そうにつぶやいていた[image: ]己はやがて寝息を立てはじめた。

　それは小さくて、とても穏おだやかなものだった。

「………」

　何度も夢見てきた初うい陣じんの日だったのに。なぜ嵐は鳳ほう凰おうと同どう衾きんなどしているのだろう。どこでなにをまちがったのだろうか。

　[image: ]己と出会った大天幕のあたりから順番に思い起こしたいけれど、ふたたび疲ひ労ろうがやってくる。嵐は追つい憶おくを諦あきらめ、まぶたを閉じた。







　　　　・◇・・・







　部屋に差し込む光が眩まぶしくて眉み間けんに皺しわを寄せる。

　嵐は早起きが得意で、こんなに明るくなるまで眠ったことはほとんどない。夢うつつで腕をごそごそ動かし、なぜ近くに弟てい妹まいも甥おい姪めいも寝転がっていないのだろうと考えて──がばっと跳はね起きた。

「たっ、大変だ……っ」

　すでに[image: ]己の姿はない。梧桐あおぎりの葉が二十枚ほど敷しかれた床ゆかに、花紋もん様ようが入った桃もも色いろの寝衣が落ちていた。

　嵐は大おお慌あわてで身なりを整えて髪を縛しばり、桃色の寝衣を衝つい立たてに掛けて蒲団を畳たたむ。

「鎧よろい、どこっ？」

　ふたつの鎧は部屋を出てすぐの廊下に置かれ、布地が被かぶせられていた。

　汚よごれた鎧は青楼街に持ち込んではいけないものなのだろう。知らずにいたことを申し訳なく思いながら布地を畳んでいると、ひときわ強い花か香こうがして、はっと振り向く。

「[image: ]己さまの小こ姓しようちゃんね？」

「御お寝ね坊ぼうさん」

「おはようございます……」

　いつの間にか三人の遊君がそばに立っていた。昨夜のような透すけた着物ではないものの、煌きらびやかな寝衣は開はだけ、白い肌はだがあらわになっていて目のやり場に困る。

　適切な距きよ離りを保とうとしたが時すでに遅おそく、囲まれてしまった。[image: ]己の居場所を訊たずねるより先に遊君たちが話しだす。

「[image: ]己さまが誰だれかと一いつ緒しよにお休みになるなんて、これまでなかったことだわ」

「お相手はどんな仔かしらって、みんなあなたに興味津しん々しんなの」

「ゆうべは何回交尾したの？　軍場から戻られた夜はいつもより腰こし使づかいが強いのよね」

「でも気持ちいいことばかりで、ひどいことはされなかったでしょう？」

　嵐はまた思いきり引いてしまった。

『これはまた噂うわさになるね。きみの名前も青楼街にすぐ知れ渡るよ。噂好きおしゃべり好きは遊君らの本能だから』──[image: ]己の言葉通り、美鳥たちが「あの仔が嵐ちゃんね」とささやきながら集まってくる。そうして自由気ままにお喋しやべりをする。

「[image: ]己さまはひどいことや私たちが嫌いやがることは絶対になさらないわ。『身体がつらい仔は休んで。大丈夫な仔だけでいいよ』って、微笑ほほえんで私たちを気き遣づかってくださるの。そしたら十羽くらい並んで、いつも打ち切られちゃう」

「順番に[image: ]己さまの胡坐あぐらに跨またがって腰を振るの。『すごく気持ちいいよ、上手だね』って褒ほめてくださるし、おねだりしたら激しく突き上げてくださるわ」

「でもね、五羽ほど抱いたら、おひとりで休まれるか、眠らずにどこかへ行ってしまうのよ」

「だから誰も白金鳳凰さまの寝顔を見たことがないの」

「どんな御顔してた？　可愛かわいらしかった？」

「い……、いえ……おれは、寝てた、ので」

　どうにか返事をすると、遊君たちは「やだぁ、見てないの？」「もったいない！」と口々に言い、両手を頰ほおに当てたり、うっとりと吐と息いきをついたりする。

「馴な染じみを作らずに、みんなにとびきり優やさしくて、分け隔へだてなく一線を引いてらっしゃる……[image: ]己さまのことを愛してない娼しよう妓ぎ鳥は青せい楼ろう街に一羽もいないわ」

　やはり[image: ]己は噂通りの絶倫で淫いん蕩とうな鳳凰だった。否いな、噂以上だった。彼自身も言っていたではないか。

　昨夜、[image: ]己にいかがわしいことをされたせいか、遊君の話が鮮せん明めいに頭の中に思い浮うかんで、顔だけではなく手足の先まで真っ赤になった。

　これ以上聞かされたら頭が爆ばく発はつしてしまう。嵐は絶ぜつ叫きようするように訊ねた。

「げ、[image: ]己神将はどちらにいますかっ!?」

「あら、姿が見えないからって訊きいちゃだめよ」

「青楼の決まりごと、知らないの？」

　気づけば遊君は十人以上にまで増えていた。寸分の隙すき間まもないほどに詰つめ寄られる。

「今回だけ特別。[image: ]己さまから言こと伝づてを預かってるわ。鎧を鎧がい甲こう衙が門もんへ運ぶようにって」

「磨みがき終わったものを受け取るようにって」

「でも、時間はまだあるから、先に青楼の御作法を覚えましょうね。私たちが手取り足取り教えてあげる」

　美鳥たちの真っ白な指が纏まといついてくる。ひんやりした手で腕や腿ももを撫なでられて、うなじの羽がぶわっと膨ふくらんだ。

「伝言ありがとうございますっ。寝ね床どこも用意してくれてありがとうございました！」

　持っていた布地を遊君に手て渡わたして鷲わしに変容し、ふたつの鎧をつかんで飛ひ翔しようする。

　遊君たちの「まぁ、小さな鷲ちゃん」「行っちゃうの？　すぐ帰ってきてね」という声が瞬またたく間に遠ざかった。

　日輪はちょうど中天にある。立ち並ぶ衙門は遠方に見えているから高度を上げる必要はないけれど、何度も羽ばたいてぐんぐん上じよう昇しようした。胸の高鳴りと奇き妙みような衝しよう動どうを天風に洗い流してもらい、瑞郷天の中ちゆう枢すうの最も北側に位置する鎧甲衙門へ向かう。

　徐じよ々じよに大きくなる、ガンッ、ガンッ、という轟ごう音おんは鎧や武器を作る音だろうか。嵐は降り立ちながら人の姿になり、鎧を抱かかえて大門を開いた。

「失礼します……」

　血の臭いは特に気にならず、陰いん湿しつで不ふ吉きつな場所だと聞いたが想像していたよりも明るい。

　うずたかく積まれた鎧を見上げていると、背後から静かな声が聞こえてきた。

「無事でなによりだった。鎧を預かろうか」

　振り返った嵐は、前まえ掛かけをした男の、場にそぐわない清美な佇たたずまいに驚おどろく。

　聡そう明めいさを宿した瞳ひとみと艶つやめく柳りゆう緑りよくの髪かみ。額に蓮れん花か印いんはないけれど、うなじから生える五色の羽が、彼が鳳凰の血を有することを示していた。片方だけの耳みみ飾かざり、そこに嵌はめ込まれた貴石が虹にじ色いろの輝かがやきを放つ。

「──玻は璃り、さん……？」

　鶯うぐいす色いろの美しい小鳥・玻璃は稀け有うな出自から、もともと目立つ存在だったが、黒鳳凰の件で瑞郷天じゅうの噂になったため嵐もよく知っていた。

　黒い雛ひな鳥どりを密ひそかに育てるという大罪を犯おかした彼は、斬ざん罪ざいは免まぬかれたものの、常に不吉がつき纏う鎧甲衙門での過か酷こくな労働を強しいられた。のちに烈と玻璃自身の功績によって赦しや免めんになったと聞いたが、なぜまだここにいるのだろう。

「嵐さまっ」

「こんにちは！」

　見知った雀すずめたちが肩かたに止まってくる。嵐は、同じように数羽の雀を肩に乗せた玻璃へ向かってぺこりと辞じ儀ぎをした。

「玻璃さん、はじめまして、おれは嵐と言います。鎧を鎧甲衙門へ運べとの命を受けてこちらに来ました」

「はじめまして。これは[image: ]己の鎧だね、名が刻まれている。銅の鎧は嵐の？」

「はい、磨き終わったものを受け取るように、との命もあります」

「わかった。大きな破損もなさそうだし、さっそく磨くよ」

　作業用の前掛けが似合っていて、汚れた鎧を丁てい寧ねいに扱あつかう玻璃は、もしかすると自身の意志で鎧甲衙門に留とどまっているのかもしれない。声も所作も落ち着いている彼からは銀ぎん桂けい花かの清らかな匂においがする。

　ふいに、鼻の奥がツンとした。

　目を瞠みはって驚き、嵐を見てくる玻璃の、その美び貌ぼうがぼやけていく。

「どうした？　どこか怪け我がでも？　手当てを受けたか？」

「いえ……。怪我は、してないです」

　わずかに首を横に振ふるだけで大おお粒つぶの涙なみだがぽとりと落ちた。

　緊きん迫ぱくと恐きよう怖ふを極きわめた軍いくさ場ば、鳳ほう凰おうと公く卿ぎよう鳥ばかりの九尊の間、勝手がまったくわからない青楼街、好色なさまを隠かくさない[image: ]己、彼に無理やり性感を呼び起こされ──状じよう況きようを受け入れられないうちから、また新たな混乱がやってくる。このような経験は生まれて初めてだった。

　物静かな玻璃を前に、張り詰めっ放しだった緊きん張ちようの糸が緩ゆるんで、安あん堵どと悔くやしさの綯ない交ぜになった涙があふれてくる。

「おれ……昨日が初うい陣じんで」

　出会ってすぐの相手が急に泣きだしたら誰でも困るに決まっている。しかし堪こらえられず、嵐は思いを吐と露ろしてしまった。

「[image: ]己神将の一時的な側そば仕づかえにしてもらったんですけど……なにもできないまま帰ってきてしまって、それで……」

「そうだったのか。初陣おめでとう。初陣では戦死しないことがなによりの誉ほまれだと言うよ。これから瑞郷天のために戦ってくれる嵐のことを誇ほこりに思う」

「でも、もう御お役やく御ご免めんなんです」

「なぜ？　[image: ]己は鎧よろいを運べと嵐に命じたのだろう？　磨き終わったものを受け取るように、とも。御役はまだ残っている」

「あ……」

　冷静な声に導かれて気づく。ぐす、と鼻を鳴らした嵐は、綺き麗れいに微笑んでくれている玻璃に縋すがってしまった。

「[image: ]己神将のことがぜんぜんわかりません。もう、どうしたらいいか……」　>>>♥

　雀たちが「嵐さま、泣かないで」と励はげましてくれたのに、情けなくも泣きやむことができず、それがまた悔しくて涙が出る。

　ゴトゴトと音がして顔を上げると、玻璃が木製の小さな長なが椅い子すを運んできていた。

「ここに座って少しだけ待っていて。師し匠しよう衆に許可をもらってくるから」

　玻璃は奥へ駆かけていき、鎧を磨いている老ろう齢れいの梟ふくろうに話しかけた。

　鎧甲衙門の洗い場で働く七人の梟は、老鳥とは思えないほどがっしりした体たい軀くをしていて腕うでも太い。嵐の憧あこがれる、屈くつ強きような肉体だ。どのような鍛きたえかたをしているのだろう。

　梟と目が合ったのでぺこりと頭を下げると、彼は玻璃と短い言葉を交かわし、「がははっ」と豪ごう快かいに笑った。

　盆ぼんを持って戻もどった玻璃は嵐の隣となりに腰こしかけて、雪中花が描えがかれた茶器を手渡してくれる。

「花茶だよ。嵐の気持ちが落ち着いたら話をしよう」

「ありがとうございます。……わ、いい匂い。いただきます」

　思えば起きてからなにも口にしていなかった。温かな花茶が身体からだと心にゆっくりと染み渡わたっていく。

　玻璃が二枚の小皿を並べて稗ひえを入れると雀たちは嬉うれしそうについばみはじめた。その愛らしい様子を、ようやく涙の乾かわいた瞳に映す。

　瑞郷天に棲すむ猛もう禽きん類るいが狩かるのは野牛や大型の猪いのししが多く、嵐は獣じゆう肉にくと同等に果実も好物で、大衆鳥に捕ほ食しよく本能が働くことはない。

「はあー……」

　しかし、稗を食べる雀たちを可愛らしく思っても、口から出るのは大きな溜ため息ばかりで、玻璃の苦く笑しようを誘さそってしまった。

「思いつめなくて大だい丈じよう夫ぶだよ。嵐だけじゃない、[image: ]己のことを……彼の本心を知る者はいないんじゃないかな」

「玻璃さんも、ですか？」

　深くうなずく彼の美しさは、やはりどこか[image: ]己に相通ずるものがある。

　雄おすの鳳凰は複数で一羽の雌めん鳥どりと交こう尾びする場合が多いため、生まれた雛ひなの父親が不明なのは当然のことで、[image: ]己と玻璃が異母兄弟である可能性はまったくないとは言いきれない。

　水鳥を母に持つ[image: ]己の美び麗れいな容よう貌ぼうは瑞郷天一と名高く、双そう璧へきをなせるのは玻璃だけ──それは嵐でも耳にしたことがあるくらい広く行き渡っている風評だった。

　[image: ]己と近しい間あいだ柄がらの玻璃に、訊たずねてみたくなる。

「玻璃さんから見た[image: ]己神将は、どのような御方ですか？　その、なにか、手がかりみたいなものがあれば、教えていただけませんか……」

「うん。そうだね……」

　訊ねてはいけなかっただろうか。玻璃はなにかを言いかけてためらい、花茶を啜すする。

　そのとき、稗を食べていた雀たちが「はっ」と一いつ斉せいに顔を上げ、トットットッと跳はねて、丸い身体を、もふ、と玻璃の布ぬの靴ぐつにくっつけた。

「玻璃さまっ、ごちそうさまでした！」

「わたしたち、おうちに帰りますっ」

「明日、鎧を磨みがきにきます！」

「大丈夫、次の出しゆつ陣じんまでには磨いておくからね。二十日間ゆっくり休んで」

「えっと、えっと、やっぱりまた来ますっ」

「ふふ……、じゃあ待ってるよ」

「玻璃さま、嵐さま、失礼します！」

「またね、気をつけて帰るんだよ」

　チュンッ、チュンッと元気よく鳴いて飛んでいく雀たちへ手を振る。

　ふわふわの丸い姿が見えなくなったとき、嵐は、彼らが心を配ってふたりきりにしてくれたことに気づいた。

　玻璃を見ると、「聡さとくて優やさしい仔こたちだね」と微笑ほほえむ。そうして両手で包んだ茶器に視線を落とし、言葉を慎しん重ちように選びながら話してくれた。

「私が[image: ]己と初めて会ったとき、彼は七歳だった。本当に見み目め麗うるわしい少年でね、私はまだ五歳だったけれど、[image: ]己がずいぶんとおとなびた口調をしていたのをよく憶おぼえている。玉ぎよつ煌こう朱しゆ宮ぐうの最さい奥おうにある……、──離り宮きゆう、で……私たちは二年間をともに過ごした。そのあと[image: ]己の力によって、私だけが離宮を脱だつすることになった」

「……！」

　思いもよらず、気にかかっていた「離宮」という言葉が玻璃の口から出てきて、嵐は驚きよう愕がくのあまり茶器を落としそうになった。

　離宮は鳳凰の城の最奥にある。ならば嵐だけではなくほとんどの大衆鳥が存在を知らないのではないだろうか。

　知りたいことが次々と浮うかんでくる。

　鳳凰の雛は育いく雛すう衙が門もんで育てられるのに、なぜ[image: ]己と玻璃は違ちがったのだろう。[image: ]己は離宮でどのような少年時代を過ごしたのだろうか。ほかにも鳳凰の幼鳥はいたのか。そして玻璃が言った離宮を〝脱する〟とは──。

　しかし玻璃がひどく逡しゆん巡じゆんした末に「離宮」と口にしたのがわかって、嵐は踏ふみ込んで訊ねることができなかった。

「[image: ]己は十二歳の初陣で敵将を討うち、彼の名は瑞郷天じゅうに知れ渡った。私たちが再会したとき[image: ]己は十四歳だった。すでに今のような美しさと強きよう[image: 靭]じんさを持つ武将鳳凰になり──考えの読めない飄ひよう々ひようとした彼になっていた」

「たった十二歳で、初陣……敵将を討ったんですか」

「そう。稀まれに見る早さと軍功だ。私たちが離はなれるとき、[image: ]己は予言していた。『あと一、二年もすれば僕の名が瑞郷天じゅうに知れ渡る。玻璃の耳にも届くよ』と──。……[image: ]己は本当につかみどころがない。彼は誰だれにもなにも悟さとらせない。私も探さぐったり訊ねたりしたことがあるけれど、いつものあの綺麗な笑え顔がおで躱かわされてしまった」

　玻璃は困ったように笑ったあと、凜りんとしたまなざしを嵐に向けて言った。

「つかみどころはないが、瑞郷天と禽鳥たちのために戦うという思いは誰よりも強いはず。出陣の回数も多く、大きな危険が伴ともなう。[image: ]己はなんでもひとりでできてしまうけれど、私は心配だったから、嵐が側仕えになったと聞いて嬉しかった。側仕えが一時的なものでも、そのあいだだけでも[image: ]己を守ってやってほしい。──嵐に覚かく悟ごがあるのなら」

　玻璃の言葉は優しさだけではなく、少しの厳しさも含ふくめてくれていて、嵐は背筋が伸のびる思いだった。

　昨日からの数々の混乱を遠くへ追いやる。そうして、与あたえてもらった御役の大切さと、自身が取るべき行動を今一度よく考えた。

　軍いくさ鳥どりを目指し、側仕えとして白金鳳ほう凰おうを守る──。

「おれ、御役をしっかり務めます。[image: ]己神将をお守りします」

「うん。この先も大変なことがあるだろうけれど、挫くじけずにね。なにかあったら、いつでも話をしに来て」

「はいっ！　ありがとうございます！」

　玻璃と笑い合ったとき、空気が震ふるえるような剛ごう強きような気配を感じた。

　嵐は急いで茶器を盆に置き、びしっと立ち上がった。

　大門がゆっくりと開く。コツ…コツ…と長ちよう靴かの踵かかとを鳴らして悠ゆう々ゆうと歩いてくるのは、金緑色を帯びた豊かな黒羽を持つ鳳凰──。

「烈れつ天将っ。はじめまし、て」

「あん？　誰だおまえ」

　近づきがたい気き迫はくと猛たけ々だけしさは人の姿のときも等しく存在していて、感激のあまり声が詰つまってしまった。〝瑞郷天を滅めつ亡ぼうさせる黒い凶きよう禍か鳥〟の伝承によって、黒鳳凰のことを恐おそれている大衆鳥はまだいるだろうが、若い猛禽たちは憧れのほうがずっと強い。

　玻璃は「烈、お疲つかれさま」と綺き麗れいに微笑み、がちがちに緊きん張ちようしている嵐のために取りなしてくれた。

「彼は嵐だよ。[image: ]己の側そば仕づかえをしている」

「側仕え？　そういや昨日、[image: ]己の近くでちびっこい鷲わしが飛んでるのを見た気がする。おまえだったのか」

「[image: ]己は今どこにいる？」

「軍議が終わったばっかりだから宮きゆう殿でんにいるんじゃねえか」

「ありがとうございますっ」

　嵐が自分のほうを見て答えてくれた烈に礼を言うと、玻璃は空の茶器と小皿が載のった盆を持って立ち上がった。

「[image: ]己と嵐の鎧よろいは今から磨くよ、夕方には仕上がっている。【仕上げ済み】の大おお棚だなに置いておくからね。明日の早朝でもいつでも大丈夫だから取りに来て」

「はいっ、必ず来ます！　玻璃さん、本当にありがとうございます。花茶ごちそうさまでした。烈天将、失礼します！」

　烈と玻璃に元気よく挨あい拶さつし、力いっぱい走りながら鷲に変容して羽ばたく。

　ふっと笑う烈の「飛び道具みてえな奴やつだな」という声が聞こえた。










　玉煌朱宮の近くに降り立って人の姿になり、大楼ろう門もんの両側に立つ近この衛え鳥に一礼する。ここにいれば[image: ]己が歩いて出てきても、鳳凰になって飛ひ翔しようしても気づくことができるだろう。

　待っているあいだ、ふと、昨夜の接せつ吻ぷんや淫みだらな行こう為いが蘇よみがえってきて、顔を合わせるのが急に恥はずかしくなった。

　しかし、大楼門から出てきた[image: ]己が硬かたい表情をしていることに驚おどろき、気まずい思いはすぐに消えた。嵐に気づいた[image: ]己が、さっと笑顔になる。

「あれ。側仕えって軍いくさ場ばだけじゃなかった？」

「[image: ]己神将をお守りします！　……せ、青楼街へ行かれるならお邪じや魔まはしません」

「はは、ありがたいね」

　──あ……昨日と同じ。

　目の前にあるのはまちがいなく笑顔だが、なぜか嵐には笑っていないように見える。

　昨日、九尊の間で覚えたのと同じ違い和わ感かんに、心の中で首をかしげた。

　[image: ]己は極きわめて小さな声で「御小言が短くなるかもしれないな……」とつぶやき、五色の長いまつげを揺ゆらして見おろしてくる。

「南斗后輝に呼ばれてるんだ。旨うまい酒が手に入ったから宮殿まで取りにこいとね。けど、どうせいつもの御小言だよ。ついてくる？」

「はいっ」

　[image: ]己はのんびりした歩調で宮殿へ向かい、印いん籠ろうや翡ひ翠すいの佩はい玉ぎよくがじゃらじゃらと鳴る。嵐は少しうしろをついて歩いた。

「昨日、すごく緊張して、南斗后輝さまにちゃんと御お礼れいを伝えることができませんでした。せっかく[image: ]己神将が機会を作ってくださったのに……すみません」

「今から行くんだ、伝えればいい」

　指先まで隠かくれる長い袖そでをぶらぶら揺らす[image: ]己は戯たわむれにお喋しやべりを始めた。

「玉煌朱宮の腑ふ抜ぬけた連中を見ると信じがたいが、昔は朱しゆ真じん鳳ほう凰おうも軍場へ出ていたんだよ。南斗后輝は今でこそ嫋たおやかで昆こん虫ちゆう一いつ匹ぴきすら殺あやめるのを嫌いやがるけど、かつては軍場で勇名を馳はせていた女じよ丈じよう夫ふだ。僕らが生まれるよりずっと前のことだけどね。味方からも敵方からも〝豪ごう傑けつ美君〟と呼ばれていて、戦線を退いたあと〝豪傑〟が取れたというわけ」

「……だから〝美君〟さまなんですね。姉が使っている黄金の偃えん月げつ刀とうは南斗后輝さまからいただいたものです」

「そう、美君は長いあいだ保管していた弓を僕に、偃月刀を斬に与えてくれた。黄金の武器は戦せん闘とうを記き憶おくするからね。真新しいものより経験豊富なものを譲ゆずり受けるほうがいいんだよ」

　流れるように話す[image: ]己の、その内容はとても興味深くて、あっという間に南斗后輝の宮殿に到とう着ちやくした。

　宮殿へ入った[image: ]己は非常に慣れた足取りで広大な庭を歩き、嵐はきょろきょろしながらついていく。美しい四阿あずまやに南斗后輝が座っていた。

「美君に礼を伝える時間はあとで取るよ。そこで待ってて」

「はい。わかりました」

　他者に聞かれることに不都合はないのだろうか。心配しているのは、四阿の太い柱のそばに立つ嵐だけのようだった。四阿に入った[image: ]己が椅い子すに座るなり、ふたりは声を抑おさえることなく話しだした。

「明日、召しよう致ちがかかる。そなたにふたたび玉座を与えようとする動きがあってな」

「明日ですか」

「わかるであろう、忠義を示せということじゃ」

「ええ、わかります、何度でも蹴けりますよ」

「[image: ]己。──ふたたび拒こばめば丹天老君も黙だまってはいまい」

「だからこそです」

　笑っているがその声には苛いら立だちが含まれているように聞こえた。

　先ほどから、なにかが引っかかる嵐は、斬や遊君や玻璃の言葉を思い出す。

『怖こわくないし怒おこらないよ、いつも笑ってる』

『微笑ほほえんで私たちを気き遣づかってくださるの』

『いつものあの綺麗な笑え顔がおで躱かわされてしまった』

　たしかに[image: ]己はよく笑う。嵐も軍場で同じことを思った。

　しかし彼の笑みに、ほんの一いつ瞬しゆん、違和感を覚えるときがあるのは嵐だけだろうか──。

「黒鳳凰の一件より此この方、九尊の間はただならぬ空気で満ちている。今は徒いたずらに丹天老君を煽せん動どうするな」

　南斗后輝の深い溜ため息とともに烈のことが聞こえて、嵐は思し惟いをやめた。

「[image: ]己が黒鳳凰と懇こん意いにすることで、武将鳳凰や軍鳥、大衆鳥までもが黒鳳凰を受け入れた。そなたの黒鳳凰への過度の肩かた入いれも、おもしろくないのであろう」

「じつにくだらないですね」

「それだけであれば余も聞き捨てる。だがな……誰だれが言いだしたかはわからぬが、黒い雛ひなの死し骸がいが贋にせ物ものであったことを[image: ]己は知っていたのではないか──、という流言が生じ、当然のことながら丹天老君の耳にも入った」

「ほう……」

　[image: ]己が反応を示した『黒い雛の死骸』とは、なんだろう。耳当たりがいいとは言えないその言葉を、嵐は初めて聞いた。

　南斗后輝が煙管キセルを、[image: ]己は長煙管をくわえて、二種の異なる薫かおりが嵐のところにも流れてくる。

「──して、美君の見解は」

「憶おく測そくで話をしても詮せん無ないことじゃ。真実はそなたの胸裏のみに存在する。過去の真しん偽ぎがどうであれ、現在の黒鳳ほう凰おうが瑞郷天のために働いているのは周知の事実」

「ならばそれでよいではありませんか」

「余と同じ考えを持つ九尊や朱しゆ真じん鳳凰は少ないぞ。明日の召致でそなたが玉座に就つくなら流言はおのずと消える。ふたたび辞するなら、おそらく丹天老君は黒い雛の死骸の真偽を追つい及きゆうし、詳つまびらかにするだろう。大いなる叛はん逆ぎやくがあったのか、否いなか」

「………」

「玉座に就け、[image: ]己。九尊の名を冠かんしても今の暮らしが大きく変わるわけではない。そなたが望めばこれまでと同じように軍場へ出られよう」

　[image: ]己はなにも答えず、そこで会話は途と切ぎれた。

　これは御小言などではない。玉座のことも黒鳳凰のことも、安易に他者に聞かれてはいけない話だと思う。

　なぜ[image: ]己と南斗后輝は立ち会いを許したのだろう。身分も立場も大きく懸かけ離はなれている嵐が口外したところで噂うわさ程度にしかならないと判断したのだろうか。

　嵐はここで聞いた会話を家族や狩かり仲間に伝えたいとはまったく思わなかった。なにについて話しているのかわからない部分もある。──〝離り宮きゆう〟という言葉が一度も出てこなかったのは確かだった。

　南斗后輝は煙管を吸い終えたようで、白びやく檀だんに似た不思議な薫りだけが漂ただよってくる。

　やがて、しんと静まり返った広い庭に、グウゥゥ──……という大きな音が響ひびいた。

　硬い表情だった南斗后輝と[image: ]己が揃そろって目を丸くする。

　地鳴りのようなそれが自身の腹の音だと気づいて、顔が一気に熱くなる。南斗后輝が声をかけてくれていなかったら、走って逃にげていたかもしれない。

「嵐や。此方こちらへ来やれ」

「こういうときは速すみやかに動くものだよ。礼を伝えたいんだろう？」

　[image: ]己に促うながされて四阿の中へ入ると、南斗后輝は嬉うれしそうに微笑んでくれた。

「近くで見ると、より斬と似ておるな」

　優やさしく触ふれてくる手はかつて黄金の武器を持っていたとは思えないほど華きや奢しやで、白い肌はだと真しん紅くに染められた爪つめが互たがいの美しさを際きわ立だたせていた。

　嵐は勇気を振ふり絞しぼり、南斗后輝の手を両手で包んで片かた膝ひざをつく。白い手の甲こうに己の額を近づけた。

「南斗后輝さま。お礼が遅おそくなって申し訳ございません。南斗后輝さまのお力で、おれは軍いくさ場ばへ出ることができました。ありがとうございます！」

「好ハオ、好ハオ。なんとも素す直なおで愛らしい仔こじゃ」

「斬と嵐、顔つきはどことなく似ていますが性格は違ちがいますね。姉の気き性しようの荒あらさは猛もう禽きんそのもの。昨今は敵方に〝豪傑美君の再来〟と呼ばれ恐おそれられていますよ。僕から見ても怖い」

　[image: ]己と南斗后輝は笑顔を交かわす。言えていなかった礼をきちんと伝えることができたし、穏おだやかな雰ふん囲い気きになったのに、グゥー、と腹がまた締しまりのない音を立てた。嵐の顔はいよいよ真っ赤になる。

「ここにお座り、すぐ食事を用意させよう。果実ばかりだが、かまわないか？」

「……申し、訳──」

「そうそう、僕は酒を取りにきたのでした。肴さかなは菊きつ花かと春しゆん蘭らんの塩しお漬づけなんてどうです？」

　恥はずかしくていたたまれない嵐を放ほうって、にこにこ笑う[image: ]己はここぞとばかりに盃さかずきを傾かたむける仕草を繰くり返した。

　緊きん張ちようしてなにも喉のどを通らないと思ったが、仙果は嵐の知らない甘さと瑞みず々みずしさだった。

　空っぽの胃が「もっとよこせ」と訴うつたえてきて、もりもり食べてしまう。

「やぁ、すごいねえ、見てて気持ちのいい食べっぷりだ。なんで小さいんだろうね？　そんなに食べるなら縦にも横にも大きくなりそうなものだけど」

「本当に、すみません……」

「かまわぬぞ。よく食べよく鍛きたえ、よく戦ってこその猛禽じゃ。さ、此方もお食べ」

「玄孫やしやごを見る目になっていますよ、美君」

　南斗后輝の宮きゆう殿でんを出た[image: ]己は上じよう機き嫌げんで長煙管をくわえ、美酒が入った瓢ひよう簞たんをぶらぶら揺ゆらして歩いた。

「きみを連れて行って正解だったよ。美君はたいそう喜んでいたし、御小言はいつもより短かった。旨うまい酒ももらえた」

　日輪が、[image: ]己の瞳ひとみと同じ色に染まっていく。まもなく宵よいが訪おとずれる。

　昨日の今ごろは青せい楼ろう街へつづく道を黙って歩いていた。今日も同じ道程を進むと思ったが、[image: ]己は反対の方向へ長ちよう靴かの先を向けた。

　またしばらく黙って歩き、清流のせせらぎが聞こえる草くさ原はらで立ち止まる。

　暮れなずむ空を睨にらみつけ、腕うでを組む。黄金の瓔よう珞らくや重ねてつけた腕うで輪わがしゃらしゃらと音を立てた。

「大いなる叛逆、ね……。御お爺じじめ、ようやっと気づいたか。いいかげん待ちくたびれたわ」

　独り言ごちる[image: ]己は笑う。先ほどまで上機嫌だったのに、今の声には明らかな苛立ちが含ふくまれている。

「どうやって詳らかにするつもりだ？　僕しか知らぬ真偽を」

　なぜ苛立っているのに笑うのか、その言葉の真意も、嵐にはわからない。

「──機は熟したな」

　昨日と今日だけで整理できないくらいの出来事を見聞きした。

　[image: ]己神将の噂通りのところと、噂と異なるところ。

　頭から離れなくなってしまった、〝離宮〟の存在。

　[image: ]己が朱しゆ真じん鳳ほう凰おうたちを『玉ぎよつ煌こう朱しゆ宮ぐうの腑ふ抜ぬけた連中』と言っていたことに、今さらながら気づき、驚おどろく。

　九尊の間に立っていた炎琉という名の朱真鳳凰。彼と[image: ]己のあいだで生じた、刹せつ那なの諍いさかい。あれはなんだったのだろう。鳳凰の一族の関係は、堅けん固ごではないのだろうか。昨日まで遠い存在だったから、わからない。

「さて。いつまできみを預かろうか」

　今はっきりとわかるのは、嵐に微笑みかけてくる[image: ]己がまた笑っていないことだけだった。

「……[image: ]己さまは、どうして」

「うん？」

　これは仮かり初そめの主従関係だから、嵐は玻璃と話した通り、許されるあいだだけ全力で[image: ]己を守る。そうすべきだ。深入りすることはきっと無礼になる。

　頭では理解しているのに、作り物の笑え顔がおばかり見せられて無性に心がざわめいた。

「[image: ]己さまはどうして面めん倒どうでもいらいらしてても笑うんです？」

「──」

　力の抜ぬけた流し目ばかりする白金鳳凰が、赤い瞳を限界まで見開く。

「生まれつきの癖くせなんかじゃないですよね？　[image: ]己さまに作り笑いをさせるなにかがあるんですか？　そんなのはいやだ。すみません、おれは[image: ]己さまのこと、ぜんぜんなにも知らないのに」

　美び貌ぼうから笑みを消した[image: ]己はなおも瞠どう目もくし、ひどく驚きよう愕がくしている。その姿を見ても止められずに、嵐は捲まくし立ててしまった。

「おれの弟や妹や、甥おいや姪めいは、とにかくすごいです。喧けん嘩かしたらめちゃくちゃ怒おこるし、びーびー泣くし、いらいらして雄お叫たけびあげたり。でも抱だき上げてやったら笑って、おれがでかい猪いのししを狩ったら喜んで仲よく食べます。[image: ]己さまは違うんですか？　笑うのって、楽しいときとか嬉しいときじゃないんですか？　いらいらしてても笑うのは、無理やり笑顔を作るのは苦しくないですか」

　言い終わるなり、嵐も目を見開いて硬こう直ちよくする。

　非礼を極きわめた発言で、激げき怒どした[image: ]己に今ここで側そば仕づかえの御役を解かれてもおかしくない。

　しかし[image: ]己は怒りもせず作り笑いもしなかった。

　蒼あおざめて、「僕に獣じゆう肉にくの話をするな」と言っただけだった。

「も、申し訳ありません……。やっぱり[image: ]己さまも獣肉が苦手ですか？　その、軍場で兵獣をつかんだり、血を浴びたりしても平気そうにされていたので……」

「目的がまったく違うだろ。僕のは瑞郷天を守護するための行動であって、……──じゅ、獣肉、を、……食べる、などと」

　獣肉という言葉すら駄だ目めなようで、[image: ]己は話の途と中ちゆうで「うぇ」とえずき、綺き麗れいな貌かおをくしゃりと歪ゆがませた。

「最悪だ、僕に二度も聞かせて言わせるとは」

「ああっ！　すみません！」

　両手で口を覆おおい、「気をつけます……」ともごもご言うと、げんなりしていた[image: ]己が、ふっと笑った。

「きみ、おもしろい仔だな」

　苛いら立だっているのに作り笑いをしたり、ひどく驚愕したり蒼ざめたりと、[image: ]己の表情は忙せわしなく変わる。今はまた機嫌をよくして蓮れん華げ草そうの上にごろりと寝ね転ころがり「嵐、ほら、脚あし、脚」と膝ひざ枕まくらを求めてくる。

「な、なんでです？」

「僕、側仕えの仔に膝枕してもらうのが長年の夢だったんだ」

「ぐ……」

　しれっと発せられたそれは誰だれが聞いてもわかる噓うそだ。しかし今の嵐にとって〝側仕え〟という言葉ほど魅み力りよく的なものはなく、しぶしぶ[image: ]己の頭の近くに座った。

「あはは、硬かたい太ふと腿ももだねえ。嵐は小こ柄がらだけど引き締まってるよね」

「おれ、家族に内ない緒しよで鍛たん練れんしてますから」

「みんなには内緒で？」

「はい。猪……じゃない、果実とかほかにもいろいろ、とにかくたくさん食べて、家族みんなが寝ねたころに起きて身体からだを鍛えてるんです」

「そうか。みんなに黙だまってね……。そういうの好きだな」

「軍いくさ鳥どりになるために鍛えてきました。今はまだ見習いですけど必ず軍鳥になってみせます！」

　真しん剣けんに聞いてもらえて嬉うれしかったのに、「僕、こっち鍛えてあげるよ」と、いきなり股こ間かんをまさぐられた。鮮あざやかなほどに手がするする入ってきて、下衣越ごしに茎くきをぐにぐにと揉もみしだかれる。

「ぎゃあ……！」

　あはは！　と声を出す[image: ]己の笑顔は真物ほんもののようなので、思いきり拒きよ否ひできなかった。

「明日、召しよう致ちか」

　[image: ]己が短くつぶやき、上体を起こす。

　嵐の目の前で、長く豊かな白金、薄うす紅べに、黄、紫むらさき、碧みどりの羽が揺れ、煌きらめく。溜ため息をついてしまいそうなほど美しい様子に見入っていると、[image: ]己が振ふり向いた。

「あと一日休めるけど、夜明けが来たら軍いくさ場ばへ飛ぼうか。嵐は疲つかれてない？」

「はいっ、大だい丈じよう夫ぶです！」

　まだ[image: ]己の側仕えとして軍場に出られることがわかり、喜びでいっぱいになる。嵐は元気よく返事をして立ち上がった。

「鎧よろいは夕方には磨みがき終わってるって玻璃さんが教えてくれました。おれ、今から取りに行きます」

「うん。じゃあ僕は先に青楼街へ戻もどっておくよ。嵐がわかりやすいように、昨日と同じ店の同じ大広間で飲んでるからね」

「えっ」

　あの独特の雰ふん囲い気きが不得意な嵐は思わず低い声を出してしまった。

　そして、自分が一日中、派手な白しろ牡ぼ丹たんの刺し繡しゆうを背負って行動していたことに気づく。

　真しん偽ぎが明らかになっていない噂うわさはまだ残っていた。〝[image: ]己神将の巣は青楼街にある〟という噂は本当なのだろうか。

　急にうろたえだす嵐を見た[image: ]己は悪戯いたずらっぽく笑う。そうして白金鳳ほう凰おうに変容すると、金の砂子をきらきらと舞まわせながら青せい楼ろう街へ飛んでいった。







　　　　・◇・・・







　武器や鎧のぶつかり合う音が響ひびき、怒ど号ごうが飛び交かう縄なわ張ばり争いの最前線は、常に極度の緊きん張ちよう感に支配されている。

「右斜ななめ前方より山やま狗いぬ中鎧団、来らい襲しゆう！」

「斬ザン大将の偃えん月げつ刀とう大隊、迎げい撃げき開始しています！」

「宗そう熙き天将および猛もう禽きん銀鎧団、敵方の盾たて兵団を突とつ破ぱ!!」

　雨あま燕つばめたちが高速で飛びまわり、目まぐるしく変わる戦せん況きようを囀さえずりつづける。斬が振るう偃月刀の黄金の閃ひらめきが嵐のところまで届いた。

　しかし今の嵐に[image: ]己以外を見る余よ裕ゆうはない。

　ありがたいのは、不安や恐きよう怖ふよりも、初うい陣じんのときのような失態はしないという思いが遥はるかに勝まさっていることだった。盾を両りよう趾あしで持ち、軍場を自在に飛ひ翔しようする[image: ]己に懸けん命めいについていき、八方から飛んでくる矢を叩たたき落とす。

「さすがは宗熙！　このまま戦線を動かす！　行くぞっ、宗熙につづけ！　皆みなで押せ！」

　五色の翼つばさと長い尾お羽ばねを煌きらめかせる[image: ]己が次々と矢を放ちながら号令する。

　直後に発生した、ウオォ───という地鳴りに似た轟ごう音おんは、武将鳳凰と、父親や兄弟を含ふくむ数多あまたの軍鳥があげた声だった。

　嵐も負けじと大声を出す。戦せん闘とうの本能が目覚め、血が沸わき立つ。初めて知る武む者しや震ぶるいは心地ここちよささえあった。

　ゴゴ……という大地が揺ゆれるような感覚とともに、禽鳥たちの陣じん列れつが前進する。淡たん青せい鳳凰や金鳳凰が猛もう然ぜんと攻こう撃げきをしかけていく。

「いいぞ、もう一度押せっ！」

「敵方の天地を我らの翼で覆い尽つくせ！　ははは！」

　血と泥どろと死ばかりの軍場にあっても絢けん爛らん美び麗れいを失わず、高笑いによって不ふ吉きつを払はらい、みずからも敵将を斃たおしていく白金鳳凰──戦闘の経験が皆かい無むの嵐でもよくわかる、[image: ]己神将がいる限り、瑞郷天の軍鳥の士気が落ちることは絶対にない。

「きゃっ！」

　敵方の矢が途と絶だえた一いつ瞬しゆん、小さな悲鳴が耳に届いた。

　思いもよらない場所から大型の豹ひようが躍おどり出る。嵐の眼前で、雀すずめの弓きゆう箭せん隊が豹に押し潰つぶされていく。

「なにをする!!」

　猛もう烈れつな怒りが瞬時に湧いて身体が勝手に動いた。力いっぱい投げつけた盾が豹の兜かぶとに当たり、脱ぬげ落ちる。嵐は激怒した勢いのまま兵獣に飛びかかった。

「チッ──」

　グアッ！　と威い嚇かくの声をあげ、豹の顔面で、バサッ、バサッと翼を大きく羽ばたかせながら叫さけぶ。

「みんな逃にげろ！　早く飛ぶんだ！」

「嵐さま……っ」

「ありがとうございますっ！」

　雀たちは上空へ逃のがれることができたが、どれほど蹴けっても大型の兵獣は倒たおれない。

　嚙かみつかれそうになって距きよ離りを取る。恐怖に陥おちいりかけたとき、「嵐！　ここは軍場だぞ！」という[image: ]己のよく通る声が聞こえた。

「きみの鋭するどい嘴くちばしと鉤かぎ爪づめはなんのためにある？　容よう赦しや無用！　眉み間けんと眼球を狙ねらえ！」

「はいっ……！」

　軽快な声が恐怖を払ふつ拭しよくしてくれる。小さく旋せん回かいした嵐は速度を限界まで上げ、兵獣めがけて飛んだ。嘴で豹の眉間を穿うがち、鉤爪で瞳ひとみを引っ搔かく。

「ぐあぁ……ッ」

　豹が咆ほう哮こうをあげてのたうつ。もう一度攻撃したいが叶かなわず、均きん衡こうを失った嵐はザザッ……と砂すな埃ぼこりを立てながら地面を滑すべった。

「小柄な見習いが大型の兵獣と渡わたり合っているぞ！　勇ましいことよ！　援えん護ごする者はいないか!?」

「おうっ！　参る！」

　[image: ]己の一声で鷲わし木菟みみずくの中将が駆かけつけ、刀とう剣けんを振りおろして止とどめを刺さしてくれた。

「見習いだったのか。よくやったな！」

「ありが、とう……ござ──」

　心臓がどくどくと鼓こ動どうしている。地面にへたり込み、ハアッ、ハアッと荒あらい呼吸をする嵐の頭上を、ふたつの大きな影かげが通り抜ぬけた。

「白金鳳凰っ、今日こそ討ち取る！」

　鎧を纏まとった白びやつ虎こと狼おおかみが牙きばを剝むき、[image: ]己に向かって高く跳ちよう躍やくする。

　守りたいのに盾がない、間に合わない。

「[image: ]己さま!!」

　嵐が叫んだとき、呀ヤーッ！　という可愛かわいらしい鬨ときの声がした。

　豹から逃れた雀たちが隊列を整え、一いつ斉せいに矢を放った。小さくも夥おびただしい数の鏃やじりに覆おおわれた白虎と狼が地を転がる。

「はははっ、見事な連携じゃないか！」

　愉ゆ快かいげに笑う[image: ]己がすらりと矢をつがえ、「そりゃ」と放つ。

　黄金の矢は、その軽い掛かけ声からは想像できないほどの凄すさまじい威い力りよくで白虎と狼を諸もろ共ともに貫つらぬいた──。

　昼から始まった激げき闘とうは徐じよ々じよに勢いを落としていき、夕ゆう陽ひが空を染めるころ、鳳凰が戦線を白虎側へ押して小休止となった。

　初陣のときと違ちがうことは多くある。不安よりも戦闘の本能が働いていた自覚があったし、大型の豹にも立ち向かうことができた。陣じん営えいまで飛ぶ体力も残っている。だが嵐は激しく落らく胆たんしていた。

　──最低だ……[image: ]己さまをお守りするって決めたばっかりなのに。

　陣営へ向かう[image: ]己と嵐のあいだには十数羽の軍いくさ鳥どりが飛んでいるため、表情を窺うかがうことはできない。先ほどは『眉間と眼球を狙え！』と指示してくれたが、本当は勝手に動いた嵐のことを怒おこっているかもしれなかった。

　幾いくつもの篝かがり火びが揺れる陣営に着くと、[image: ]己は人の姿になって降り立った。嵐もすぐに変容して駆け寄る。

「うぅん……。だるいし、重いなあ」

　機き嫌げんが悪いのか、だるいのかはわからない。あるいは両方だろうか。物もの憂うげな表情の[image: ]己は黄金の鎧よろいを脱ぎ、弓矢とまとめて渡してくる。

「[image: ]己さまっ、あの──」

　黙だまって見おろしてくる赤い瞳は半分ほど伏ふせられたまぶたで隠かくれている。

　[image: ]己は一瞬だけなにかを思案するようにまばたき、長いまつげを揺らした。そうして小型の白金鳳ほう凰おうに変容すると、嵐の右みぎ肩かたに止まった。

　どきっと胸が高鳴る。

『[image: ]己神将が誰だれかの肩に止まってるところなんか見たことないけどね』──斬の話を聞いて完全に油断していた。あたふたしたり慄おののいたりするのは無礼になることも思い出し、かちかちに固まって突つっ立つ。

「こんなにだるくなること、滅めつ多たにないんだけどなぁ……」

　べったりと寄りかかられて、動どう悸きが一層速くなった。

　頰ほおや首筋に触ふれる鳳凰の柔やわらかな羽う毛もう。嵐の左肩を流れ落ちる美しい五色の尾羽。目の前を金の砂子が煌きらめきながら消えていく。

「水浴びしたい」

「わかり、ました。それでは、水浴び場、へ」

　普ふ通つうにしなければと思うほど、ぎこちない言動になってしまう。右手と右足が一いつ緒しよに出そうな勢いで歩きかけたとき、聞き慣れた声が背にぶつかってきた。

「嵐！　待て！」

　びくりとして恐おそる恐る振ふり返ると、父親の雷厳と長ちよう兄けいの剛が怒いかりで顔を真っ赤にしていた。

　ふたりは汚よごれた顔や鎧もそのままに、そばに来るなり怒ど声せいを放つ。

「あの勝手な動きはなんだ!?　おまえの役目は[image: ]己神将をお守りすることだろう！」

「雀ごときに気を取られ[image: ]己神将の御おん身みを危険にさらすとは言語道断！」

　雷厳と剛は各おの々おのの持ち場から嵐の行動を見ていたようだった。「雀ごとき」という言葉が嫌いやでたまらないが、父親たちの怒りはもっともで言い返すことができない。

「[image: ]己神将が兵獣どもの奇き襲しゆうを受けたのはおまえが守護を怠おこたったからだ！」

「いざというときは己おのれの身を盾たてにしろ！　その覚かく悟ごがないなら今すぐ軍いくさ場ばを去れ！」

「僕が命じたんだよ」

「えっ……」

　思いがけない言葉に、雷厳と剛と嵐は揃そろって驚おどろく。[image: ]己は気だるげに嘴を動かした。

「雀弓箭隊を救えと、僕が嵐に命じたんだ」

「[image: ]己神将、しかしながら愚ぐ息そくの動きはどう見ても……」

「今こ宵よいは身体からだが重い。話は明朝にしよう。──嵐、水浴び場へ」

「は、はい……父上、兄上、本当に申し訳ありません。今日の行いを猛もう省せいし、明日より命いのち懸がけで[image: ]己さまをお守りします！　失礼しますっ」

　勢いよく頭を下げすぎて、肩に乗る[image: ]己をよろけさせてしまった。

　水浴び場は汗あせや泥どろを落としたい軍鳥たちで混雑していた。[image: ]己は空いたところに入って水を浴び、羽づくろいをしたり大将鳥と短く会話したりする。

　嵐は、どう行動すればいいか考えた。鎧を脱いで鷲になり、邪じや魔まにならないよう隅すみのほうで手早く水浴びを済ませる。バババッと水を払はらってまた人に変容し、ふたつの鎧を持って[image: ]己を待った。

　行動に不備はなかったようで、小型の白金鳳凰がふたたび肩に乗ってくる。

「鳳凰の天幕は奥にあるよ」

「はい、わかりました」

　見習いも下級軍鳥が雑ざ居こ寝ねする大天幕を利用できるそうだが、やめておく。深夜まで[image: ]己の天幕を警固し、そのあとは周辺の木の枝に止まって眠ねむると決めて、嵐は鳳凰たちの天幕が集まる場所へ向かった。

「わ……、立派な梧桐あおぎりですね」

　初うい陣じんのときは気づく余よ裕ゆうが皆かい無むだった、陣営の中央に立つ五本の梧桐の木を見上げる。

　軍場に長く留とどまる武将鳳凰のために瑞郷天から運ばれたのだろう。

「この葉っぱは採っても大だい丈じよう夫ぶなものですか？　[image: ]己さまの寝ね床どこに敷しきますか？」

「うん、採っていいよ。ありがたいな」

　なんとなく多めに採ったほうがいい気がして、ふたつの鎧と弓矢と大量の梧桐の葉を抱かかえて[image: ]己の天幕へ入った。

　灯あかりを得るために持っているものをすべて出入り口の横に置く。

「篝から火を取ってくることもできるけど……、そのへんに瑪め瑙のうが転がってない？」

「えっと……あっ、ありました」

　手て探さぐりで見つけた瑪瑙と鋼を打ち合わせ、火種を作って蠟ろう燭そくに火を移し、水すい晶しようでできた覆いを被かぶせた。

　炎ほのおの光が水晶によって八方へ放たれる。明るく照らされた武将鳳凰の天幕は一羽で過ごすには充じゆう分ぶん広い。しかし汚れた衣服が脱ぬぎ捨てられ、幾つもの空の瓢ひよう簞たんや、仙果が入っていたとおぼしき籠かごが転がっていて、思いのほか雑然としている。

　寝床にあるのは萎しなびたり枯かれたりした葉ばかりだった。

「梧桐の葉っぱ、今まではどうされてたんですか？」

「必要なぶんだけ自分で敷いてたよ」

　億おつ劫くうそうな返事を聞いた嵐は、父親の『[image: ]己神将はこれまで側そば仕づかえを置かれたことがない』という言葉を思い出す。

　なんでもおひとりでされるのかな、でも片づけは得意じゃなさそうだな。多めに採ってきてよかった──そのようなことを考えながら、小さな白金鳳凰を肩に乗せたまま、せっせと古い葉を取り除いて瑞みず々みずしい梧桐の葉を敷いた。

「やあ、ふかふかの寝床は久しぶりだ。ありがとう」

　できたての寝床に降り立った[image: ]己は人の姿になり、ごろりと横たわって、長なが煙管ギセルや火打ち道具が載のった盆ぼんを引き寄せる。

「身体はだるいけど気分はすごくいい」

　父親と長兄はあれほど激げき怒どしたのに、[image: ]己が怒らず上機嫌なのはなぜだろう。

　許しを乞こう機会を見み出いだせないまま訊たずねる。

「陣営には仙果とかお酒もあるんですか？　もらってきましょうか？」

「あるけど僕はいいよ。明日起きたら食べる。嵐のぶんだけ取っておいで」

「おれも大丈夫です。では天幕の外をお守りします！」

「そういうの要いらないんだよね、僕強いから……」

　同じ台詞せりふを告げられるのはこれで三度目だった。耳にするたび、冷たく突き放されたような心持ちになってしまう。

　[image: ]己は梧桐の葉を手に取り、くる、くる、とまわす。

「それより、言いたいことがあるんじゃないの。陣営に戻もどってからどことなく上の空だ」

「………」

　天幕の出入り口へ向かいかけていた嵐は、寝床のすぐ近くまで戻って端たん座ざした。固い土の床ゆかに両手をつき、額を打ちつける。

「先ほどは勝手な行動をしてしまい申し訳ありませんっ。小さな雀すずめたちが傷つくのは弟や妹や甥おい姪めいが傷つくのと同じで、どうしても許せなかったんです」

「かまわないよ。額ぬかずくようなことじゃない、顔を上げなさい」

　強い語調で促うながされて顔を上げると、[image: ]己は「土、ついてるよ」と長煙管で蓮れん花か印いんに触れた。嵐は額をごしごし擦こする。

「趾あしが地面につくのは絶対に嫌だけど、額も嫌だなぁ。そう簡単に額ずくものではないよ」

　苦笑いをしながら器用に片手だけで火打ち道具を操あやつり、長煙管に火をつけた。

　香烟たばこを喫のむところを何度か見たけれど、いま初めて知る。長煙管は年季が入っていて、牡ぼ丹たんの鎗そう金きんが施ほどこされた、とても美しいものだった。

　天幕が白びやく檀だんに似た不思議な薫かおりで満たされていく。[image: ]己は形の綺き麗れいな唇くちびるを開き、紫し煙えんに短い言葉を乗せた。

「僕は此こ度たびの嵐の働きを評価する」

「え……」

「嵐の動きに問題はなかったということだ。軍場では戦術通りに事が運ぶなど滅多になく、一いつ瞬しゆん一瞬の判断が要求される。もし嵐が型通り僕の盾になっていたら、二匹ひきの兵へい獣じゆうによって殺され、雀弓きゆう箭せん隊は全ぜん滅めつしていたかもしれない。しかし嵐は雀弓箭隊を救い、救われた彼らが二匹の兵獣の動きを封ふうじ、僕が止とどめを刺さした。素す晴ばらしい戦果と思わないか？　きみの父兄は頑がん固こだな。鳳ほう凰おうの盾になって死にたがるのは猛もう禽きんの悪い癖くせだ」

　驚いた嵐は、五色の長いまつげを伏ふせて長煙管を吸う[image: ]己を見た。

　あの身勝手な行いが許されるなんて、それだけでも信じがたい喜びなのに、身に余る言葉に心が震ふるえる。

　額ずいたことを注意されたばかりだから「ありがとうございます」と顔を深く伏せ、さっと上げた。

「でも、やっぱり勝手な行動はしたくないのですが……頭が真っ白になるくらい怒おこったのは生まれて初めてで、怒りで身体が勝手に動くなんて、自分じゃないみたいでした。またあんなふうになってしまったらと思うと、怖こわいです」

　恐きよう怖ふを口にするのは情けないが、自身で制せい御ぎよできない正体不明の激情は怖い。

　[image: ]己は揶や揄ゆせずにいてくれた。「ふむ」と、ふたたび長い紫煙をくゆらせる。

「軍いくさ場ばにおける怒りや激怒は戦せん闘とうの本能に因よるもので、僕ら軍いくさ鳥どりには不可欠だ。怒りによって恐怖が消え、出せる力が増ぞう幅ふくされる。先ほどの嵐の激怒は軍場において正常なものだった。嵐は朗ほがらかな性格をしているからね、戸と惑まどっただろうけど気に病やまなくていいよ。ただ、怒りだけに頼たよっていてはいずれ必ず戦死する。時として制御することも必要だ。その方法は誰だれからも学べない、各おの々おのが軍場で感覚をつかんでいくしかない」

「……はいっ。ありがとうございます！」

　正体不明だった激怒の本質を学び、対応のしかたを教わると、胸の閊つかえと恐怖が消えた。

　暗く沈しずんだ声と表情を一瞬で明るくしたのが可笑おかしかったのだろうか、[image: ]己は肩かたをわずかに揺ゆらして笑う。

「大型の兵獣に雀や雲雀ひばりらを傷つけられるのは僕も癪しやくに障さわる。嵐は幼い家族に見えるならなおのことだろう。弟てい妹まいは何羽いる？」

「弟と妹と甥姪を合わせて十一羽です！　あと、もうすぐ孵ふ化かする卵がみっつあります。今からとても楽しみです」

「下の仔こもたくさんいるんだねえ。名前を呼びまちがったりしないの？　僕は憶おぼえられる自信ないな」

「父上や兄上はまちがいますが、おれは卵のときからずっと見てきてますし毎日遊び相手してるのでまちがえません。ちびたちはみんな丸くてふわふわで可愛かわいいです。でも羽の模様や瞳ひとみの色も少しずつ違ちがいますし、性格はばらばらですから」

『獣じゆう肉にく』という言葉を出さないよう気をつけながら弟妹たちの話をすると、[image: ]己はにこにこ笑って聞いてくれた。

「嵐の弟妹らの話は興味深いね。これで酒が飲めたらよかったのになぁ。僕、あんなふうに、ばたーん！　って倒たおれるところ初めて見たよ」

「すみません……」

　昨夜、鎧がい甲こう衙が門もんで鎧よろいを受け取って青せい楼ろう街へ行った嵐は、[image: ]己や猛禽たちに勧すすめられた酒を飲んで卒そつ倒とうし、後頭部を強打した。患かん部ぶを冷やして寝ねるだけだから、[image: ]己は遊君たちと過ごせばいいのに、なぜか『介かい抱ほうしてあげる』と言って聞かない。不覚にも二夜連続で同どう衾きんすることになり、また猥わい言げんを聞かされ下か肢しをいじられた。

　一昨夜と同じで『いやだ』と拒こばむと、手はすぐ離はなれていったが──。

「猛禽は酒に強いはずなんだけど。香烟は？」

「喫まないです」

「交こう尾びもしたことないんだっけ？」

「ぅ、……は、い。求愛行動にぴんとこないんです。雄おす同士で集まるときは『あの仔すごく綺麗だね』とか、話すんですけど……。弟や妹や甥姪が本当に可愛くて、自分が番つがうより、ちびたちや卵を守りたいって思います」

「えぇ。酒も香烟も性交もしないって……きみ本当に猛禽なの？」

　赤い瞳を半開きにした[image: ]己が、コト、と長煙管を置く。

「せめて房ぼう事じだけでも上手うまくなってないと、この先困るのは嵐だよ？」

「まったく困らないです。──わっ」

　寝ね床どこのすぐそばに座っているのに、油断してしまっていた。腕うでを取られた次の瞬間には梧桐あおぎりの上に寝かされた。長ちよう軀くが覆おおい被さってくる。

「[image: ]己さま、陣じん営えいに戻ったときからずっと『疲つかれてる』って……寝てください」

「僕、疲れたなんて一度も言ってないけど？　身体からだがだるくて重いんだ、ずっと射精してないからね。二、三回抜ぬいたら少しは身軽になる」

「ひぃー……」

　一昨夜と昨夜につづき今日も慄おののく羽目になった。見み惚とれるほどの綺麗な貌かおとは結びつかない卑ひ猥わいなことをすらすら言わないでほしい。

　そして思い出す。たしかに[image: ]己は『だるいし、重いなあ』や『今こ宵よいは身体が重い』と言っただけで、「疲れた」は一度も口にしていなかった。

「うわぁっ」

　[image: ]己は恐おそろしいほどの手さばきで下衣を剝はぎ取る。前を守るためにうつ伏ぶせになったが無む駄だで、腿もものあいだに熱くて硬かたいものがぬるりと差し込まれた。

「なんでっ？　……そんな、一瞬で……!?」

「そりゃ一瞬で勃ぼつ起きするよ。嵐に入れたくてたまらないもの」

「ひ……、あぁっ？　なに、するんですっ」

　尻しりの丸みを揉もみしだかれる。うしろに手をまわし、必死で[image: ]己の手をつかむ。

「小さくて弾だん力りよくがある、可愛い尻だね。僕、きちきちの狭せまい孔あなに入れて、ぎゅうって締しめつけられるのが好きなんだ。嵐は鍛きたえてるし、上手にできるよ。してほしい」

　強きよう烈れつすぎて受け止められない。

　今すぐ両耳を塞ふさぎたいが、それをすれば下半身をさらに好き勝手されてしまう。熱くなった耳じ殻かくに[image: ]己が唇を押し当て、甘い声でささやいてくる。

「ねえ、嵐ラン。いいって言ってよ。嵐がそのひとことさえ言ってくれたら交尾できる」

「い……」

「いいだろ？　いいよね？　怖いことは絶対しないよ、すぐ気持ちよくするから──」

「いやです！」

　言いきると同時に両手が離れ、耳に触ふれていた唇も、下肢の熱も離れていった。

　すぐさま身なりを整えて、ほっと安あん堵どしたのも束つかの間、赤い眼めをかっと見開いた[image: ]己が物もの凄すごい剣けん幕まくでわぁわぁ文句を言いはじめる。

「僕を何度拒むつもりなんだ！　もう十日以上も射精してない！　一昨夜も昨夜も青楼へ行ったのに射精できなかったのは嵐のせいなんだぞっ」

「すみ、ませ……」

「十日以上も！　かつてない苦行だ、いや重じゆう罰ばつだ、僕が罪を犯おかしたかっ？」

「あ、あの、[image: ]己、さ」

「勃起した陰いん茎けいを衣服の中に仕し舞まったことなど、いまだかつて一度もなかった。それが一昨夜と昨夜につづいて今夜まで……！　勃起した陰茎を衣服の中に仕舞うことがどれほどの虚むなしさと苦く悶もんを生むか、きみも雄ならわかるだろ!?」

「うぅ……二回も、言わなくても」

「罹り病びようしたらどうしてくれるんだ、莫ば迦かっ、嵐の莫迦！」

「あっ、その点はご安心ください、[image: ]己さまは病気になりません。なぜかと言いますと、おれは経験がないですし、その……自分、でも……、ほとんど……、──ですけど、病気になってませんし風邪かぜだって一度も引いたことない健康体ですから」

　嵐は真ま面じ目めに言っているのに、[image: ]己は堪こらえきれぬとばかりにプッと噴ふき出し、「ははは」と笑った。

「嵐は自じ慰いもほとんどしないのかぁ。なるほどねえ。でもそういう仔ほど情事の快楽を知ればそれに嵌はまるものだ。抜け出せないくらい、僕がずぶずぶに嵌めてあげる」

　笑いながら、聞くに堪たえない猥言をまた連発した。完全に閉口した嵐の身体を解放し、梧桐の葉の寝床に肘ひじ枕まくらをする。

　大おお仰ぎように目を剝むいたのも怒ど濤とうの文句も、芝しば居いじみた戯ざれ事だった。そうと気づけず、私的な事情を打ち明けてしまった嵐は涙なみだ目めになって訴うつたえる。

「ひどいです、あんまりです」

「ごめん、顔を赤くする嵐が可愛いものだから。──あっ、言っておくけど拒まれて苛いら立だったのは本当だからね。僕けっこう根に持つよ、嵐が拒むのをやめて僕と交尾するまでずっと根に持つ」

「………」

　執しゆう念ねん深いことを飄ひよう々ひようと言われて、どれが真実でどれが戯たわむれなのか、わからなかった。言葉の返しようがなくて口角をぐうっと下げると、[image: ]己はまたにこにこ笑う。

「嵐は本当におもしろくて可愛いな。雷厳たちが嵐の出しゆつ陣じんを限界まで渋しぶったわけがよくわかるよ。さっきの『今すぐ軍場を去れ』という言葉からして、雷厳はまだ諦あきらめてないようだね。可愛い息子むすこを失いたくない親心だ」

　父親の気持ちは嬉うれしい。でも過か酷こくな軍場に出て、己の小ささと非力を知り、軍いくさ鳥どりになりたいという思いが一層止められなくなった。

　うつ伏せに寝ている嵐は身体を動かして仰あお向むけになり、両手を胸に乗せて、斑まだら模様の光を映す天幕を見上げた。

「おもしろいとか可愛いとか、そんなんじゃだめなんです。おれはもっと鍛えて戦せん闘とうの経験を積んで、強い軍鳥になりたいんです」

「なぜ軍鳥にこだわる？　瑞郷天を警けい邏らする番兵鳥や、玉ぎよつ煌こう朱しゆ宮ぐうの近この衛え鳥──猛もう禽きん類るいの御お役やくはほかにもあるよ。どれも重要な務めだ」

「はい。……でも」

　[image: ]己の言う通りで、番兵鳥、近衛鳥、軍鳥、どの御役になっても、きっと猛禽類特有の戦闘の本能は満たされる。

　雀すずめの弓きゆう箭せん隊を助けられて嬉しかった。しかし、[image: ]己の『嵐の働きを評価する』というなにより得がたい言葉よりも、激げき怒どした父親たちの厳しい言葉が胸に残っている。

「番兵鳥も近衛鳥も大事な御役目です。でも、おれは」

　雀たちを助けたことは絶対にまちがっていないが、自分に納なつ得とくがいかない。そう感じたとき、目指すものが見えた。

　嵐は、初うい陣じん前夜に決めた『軍鳥になるために[image: ]己神将を守る』という考えを改める。

　側そば仕づかえは一時的なものということを理解したうえで、はっきり口にした。

「[image: ]己さまをお守りするために、おれは軍鳥になります。盾たてになって死ぬんじゃなくて、自分の力で守れるようになりたいです」

「──。そうか」

　また『僕強いからそういうの要いらないんだよね』とあしらわれるのは少しつらい。そう思っていたけれど、[image: ]己は言わずにいてくれて、嵐は安堵したし嬉しくなった。

「じゃあさ、僕に背中を向けて寝てよ。それくらいできるだろ？」

「………」

『じゃあさ』の意味が今ひとつわからない。嵐はそろそろ起きて天幕の外を警固しようと思っているのに。

「僕に背中を向けて寝ねなさい」「おれは天幕の外を……」と、やりとりを繰くり広げた末に横おう臥がさせられた。[image: ]己が嵐の羽に顔を埋うめ、すうっと息を深く吸う。

「素す晴ばらしいね……血と埃ほこりだらけの軍いくさ場ばにいても、嵐の髪かみと羽には陽光の匂においがある」

「そう、ですか？　自分ではわからないです」

　羽には届かないので服や腕うでをすんすんと嗅かいでみる。[image: ]己は本当に身体がだるくて重く、そしてやはり疲れてもいるのだろう。声がすぐに眠ねむ気けを帯びた。

「わからないの……？　陽光の……あたたかい、匂いだよ」

　今にも眠りに落ちそうになっている。

　次につぶやいたそれは、もう寝言だったかもしれない。

「……離り宮きゆうは、暗くて……湿しつ気けが酷ひどくて、さ……。劣れつ悪あく、だ……った……」　>>>♥

　どくん、と心臓が跳はねる。

　また出てきた、〝離宮〟──。

　聞くたび不ふ穏おんさが増すように感じられた。

『[image: ]己の力によって、私だけが離宮を脱だつすることになった』──玻璃の言葉を思い出し、嵐はわずかな寒気を覚える。

　脱するとは、逃にげるということではないだろうか。

　離宮にどれだけの数の雛ひな鳥どりがいたかは、わからない。もしかしたら多くいたかもしれない。

　──でも……仮に、[image: ]己さまと玻璃さんだけだったとしたら……。

　玻璃を逃がしたのち、[image: ]己は『暗くて湿気が酷くて劣悪』な離宮で、たった独りで過ごしたことになる。

　想像するだけで胸が締しめつけられ、怖こわくなった。

　嵐の羽に顔を埋めている[image: ]己の寝息は一昨夜や昨夜と同じで、とても穏おだやかだ。

　よくないほうに考えすぎだろうか──眠れなくなった嵐は、[image: ]己の寝息にいつまでも耳を傾かたむけていた。










　翌日は早朝から積極的に行動した。

　飲食物を扱あつかう天幕へ行って大量の果実を受け取り、[image: ]己の天幕へ運んで、ふたりとも満腹になるまで食べる。

　玻璃たちのように上手うまくできないけれど、ふたつの鎧よろいに付着した血や泥どろを布地で拭ぬぐった。

　武将鳳ほう凰おうと大将鳥が短い軍議を行うあいだに庫くらへ行き、新しくて頑がん丈じような盾を選び、入るだけの矢を矢や筒づつに詰つめ込んだ。

　軍議が終わり、軍鳥は各おの々おの戦線へ向かう。

　[image: ]己が矢筒を背負って弓を持ち、嵐も盾を抱かかえたとき、天幕の入り口をぽすぽす叩たたく音が聞こえて泣きそうな声がした。

「[image: ]己神将っ、おられますかっ……？」

　嵐は急いで入り口を開け、足元に視線を落とす。陣営の留守番役を務める小さな鷸しぎが羽う毛もうをもこもこに膨ふくらませて震ふるえていた。

「出陣前に申し訳ございませんっ。先ほど孔く雀じやくさまが陣営に来られまして、『[image: ]己神将はどこか？』と……」

「孔雀ぅー？」

　頓とん狂きような声をあげた[image: ]己と、きょとんとした嵐は、目を合わせて首をかしげる。公く卿ぎよう鳥が軍場に来るなど聞いたことがない。

「なにしに来たの？」

「申し訳ございません、わかりません……。『[image: ]己神将はどこか？』としか仰おつしやらず……。わたくし、どうしたらいいか……」

「なんだかよくわからないけど、きみの手を煩わずらわせるのは嫌いやだなぁ。今から会うよ、きみは持ち場へお戻もどり」

「はいっ。ありがとうございます！　孔雀さまは広場におられます。失礼いたします！」

　ぺこりと頭を下げてタタッ……と走っていく鷸のあとにつづいて、[image: ]己と嵐は天幕を出た。

　皆みなが出陣して静かになった広場に宮きゆう廷てい服を着た孔雀が立っている。

　そばには彼が乗ってきた轎かごがあり、四羽の担かつぎ役が片かた膝ひざをついていた。

　白粉おしろいを厚く塗ぬった顔と丸い眉まゆ、頰ほおに描えがかれた不思議な模様、上うわ唇くちびるだけにさされた紅──公卿鳥特有の化け粧しようをした孔雀は、軍場の臭においが気になるのだろうか、装そう飾しよくが施ほどこされた袖そでで鼻と口を覆おおっていた。

　長ちよう軀くの[image: ]己は孔雀を見おろして訊たずねる。

「こんなところまでよく来たねえ。嫌じゃなかったの？」

「至急の御通達でございますので、致いたし方なく」

「ふぅん。じゃあいつものごとく御役の擦なすりつけ合いをして、最後にきみが貧びん乏ぼう籤くじを引いたわけだ」

　話を聞き流した孔雀は、こほこほと小さな咳せき払ばらいをしたのち、恭うやうやしく一礼して令状をはらりと開いた。

「炎琉さまより御通達でございます。急ぎ玉煌朱宮へ戻るように、と」

「あははは！」

　高笑いが広場に響ひびき、嵐は孔雀と一いつ緒しよになって驚おどろいた。笑い声には愉ゆ快かいさと強い皮肉が混在しているように聞こえる。

　炎琉という名は記き憶おくに新しい。九く尊そんの間で[image: ]己と刹せつ那なの諍いさかいをした若い朱しゆ真じん鳳ほう凰おうの名だ。

「………」

　嵐は、嗤わらう[image: ]己の横顔を見つめながら考えを巡めぐらせる。

　南斗后輝の宮きゆう殿でんを訪ねたとき、彼女は[image: ]己に『明日、召しよう致ちがかかる』と伝えていた。

　[image: ]己はそののち『あと一日休めるけど、夜明けが来たら軍場へ飛ぼうか』と言ってきた。

　嵐はまだ側仕えとして軍場へ出られることに浮うかれて、[image: ]己が休息日まで戦せん闘とうに充あてるその理由を考えようとしなかった。

　今になって気づく。一連の行動は〝召致に応じない〟という意思表示ではないだろうか。

　もしそうなら、丹天老君や九尊鳳凰たちは快く思わない。

　なぜ令状の主が炎琉なのか、それがわからなかった。丹天老君が指示したのか、炎琉が願い出たのか──。

「遠路はるばるご苦労だった」

　[image: ]己は五色のまつげを揺ゆらし、にっこり微笑ほほえむ。

「きみにここの汚お濁だくした空気はつらかろう。今すぐ帰れ」

「……は。それでは[image: ]己神将、帰き還かんの御お支し度たくを──」

　白金鳳凰は、背を流れる長い羽を膨らませ、赤い瞳ひとみを見開いて言った。

「今すぐ帰って炎琉に伝えろ。寝言は寝てから言え、とな」

「なん、と……!?」

　孔雀が身を強こわ張ばらせて令状を取り落とす。

　嵐もふたたび孔雀と一緒になって驚きよう愕がくした。

　普ふ段だん、飄ひよう々ひようとしている[image: ]己は、煌きらめく羽の下に瑞ずい獣じゆうの強きよう烈れつな威い光こうを隠かくし持っている。

　恐おそろしくも美しい姿に嵐の胸はどきどきと高鳴った。

　孔雀が白塗りの顔を真っ赤にしたのは、主あるじの令状を足あし蹴げにされた羞しゆう恥ちのせいもあるだろうが、嵐と同じように、瑞郷天で最も美び麗れいな鳳凰の真の姿を垣かい間ま見みたからだろう。

　沈ちん黙もくが降りてくるよりも先に、遠くから、ドォン……という爆ばく裂れつ音と鬨ときの声が聞こえて、[image: ]己はぱっと表情を変え、いつもの口調に戻ってつぶやいた。

「おっとこれはいけない。嵐、急ぐよ」

「は、はい」

　また物見遊ゆ山さんへ向かうような言いかたをして鳳凰に変容し、飛んでいく。

　今の短いやりとりが、あとになって[image: ]己さまを追い詰めたりしませんように。きっと杞き憂ゆうに終わる──嵐は、硬こう直ちよくしたままの孔雀に深く辞じ儀ぎし、鷲わしになって白金鳳凰を追いかけた。




　翌日からは軍議を見学することが許された。嵐は大天幕の隅すみに立ち、貴重な機会をもらえたことに胸を弾はずませる。

　武将鳳凰と大将鳥や中将鳥たちが机を囲み、[image: ]己が火のついていない長なが煙管ギセルで地図をトントンと叩たたいた。

「ここ。そろそろ切り崩くずしたいところだがねえ」

「申し訳ございません、大おお鷲わし重鎧団が連日攻せめ入っているのですが、敵方の陣じんも強固でありまして……」

「今日は烈も鸚おう涼りようも休息中か。じゃあ僕が出る」

「しかし[image: ]己神将っ、該がい当とう地点の戦せん況きようは極きわめて混こん沌とんとしており、大きな危険が伴ともないます」

「大だい丈じよう夫ぶだよ僕強いから。大鷲重鎧団の攻こう撃げきは継けい続ぞくさせろ、奇き襲しゆうには隼はやぶさを二十羽と、雀すずめは百十ほどいれば充じゆう分ぶんかな」

　その日、[image: ]己は、嵐を含ふくむ総勢百三十羽の軍いくさ鳥どりを率いて大規模な奇襲をかけ、膠こう着ちやく状じよう態たいだった戦線を動かした。

　巨きよ大だいな両りよう翼よくと身体からだより長い尾お羽ばね、頭頂部を飾かざる冠かん羽うに、白金、薄うす紅べに、黄、紫むらさき、碧みどりを有する、絢けん爛らんを極めた白金鳳凰。

　血ち腥なまぐさい軍いくさ場ばにあっても絢爛美び麗れいを失うことなく、超ちよう絶ぜつ的な弓きゆう術じゆつで敵将を討うち、軍鳥たちの士気を高める──あの勇姿を見たら、誰だれでも憧あこがれずにはいられない。

　しかし嵐が抱きはじめたのは憧どう憬けいだけではなく、惹ひかれていることを隠かくしたくなるような、知られると恥ずかしいような、上手うまく言葉にできない感情だった。

　そして側そば仕づかえの日々は思いがけず、時間を追うごとに濃のう密みつなものになっていく。

　激げき闘とうを終えて陣営に戻もどり、水浴びをして天幕で食事を済ませると、[image: ]己が手を伸ばしてくるようになった。

　想像していた側仕えとは違ってきているけれど、御役をやめたいとは思わない。軍場で輝かしい英姿を目にするたび、天幕で触れられるたびに、瑞獣の威光を剝むき出しにした恐ろしくも美しい[image: ]己を見たときの胸の高鳴りまで蘇よみがえってしまう。

　──おれ……どうしてしまったんだろう……。

　今こ宵よいも、昨夜と同じだった。

　梧あお桐ぎりの寝ね床どこに座った[image: ]己に腕を取られ、逞たくましい脚の上に座らされる。袍ほう服ふくの裾すそから入ってきた大きな手が、丈の短い下衣をたやすく突破して下帯にまで届きそうになる。

「ぅ……。いや、ですっ」

　そう言うと手は必ず離はなれていく。[image: ]己が無む理り強じいをすることは決してない。しかし昨夜と違い、腿ももの内側を人差し指でツッ……と強く押し撫なでられ、脚あしがぴくんと跳はねた。

「……っ」

「嵐は悪い仔こだな。僕を守ると言って近寄ってくるくせに、僕を拒こばんでばかりだ」

　甘ったるい声で咎とがめられて、どう受け答えすればいいのかわからずに困り果てる。嫌いやだと言ってしまうのは、急激に変わろうとする心に嵐自身がついていけていないからだった。

　[image: ]己も一夜ごとに変わっていく。最初は単なる戯たわむれに過ぎなかった。あたふたしたり赤面したりする嵐の反応が珍しくて、からかっていただけだ。

　今、嵐へ向けてくるまなざしに揶や揄ゆの色はない。搦からめ捕とるように見つめられて、怯ひるんでしまいそうになる──。







　翌夜、[image: ]己は天幕の中の肘ひじ掛かけ椅い子すに腰かけ、嵐を片方の腿に座らせた。筋肉質の腕が腰にまわってくる。

「交尾が怖いと言うならあと数日だけ我慢しよう。今宵は性器同士で愛あい撫ぶし合いたい。嵐もしたいだろう？　前にしたとき、嵐はよく感じて可愛かわいらしく腰をくねらせていた」

「うぅ」

　恥ずかしげもなく乞う様子は好色な瑞獣そのもので、嵐は一瞬で頰ほおが熱くなった。

　[image: ]己は我慢する気もあの行為だけで終わるつもりもないと思う。強烈な雄おすの色香に吞のまれそうになりながらも、腿の付け根に触れようとする手をどうにか袍服の中から追い出した。

「また僕を拒むのか。……ずいぶん強固な守りだ」

　わざと目線を下げて上うわ目め遣づかいを寄よ越こし、[image: ]己は笑う。その笑顔に、なにかが隠れている。

　なんだろう、苛いら立だちに似ているが違っていた。

「──」

　隠れているものがなんなのかを考えようとした嵐は、笑う[image: ]己の瞳の奥に孤こ独どくを見てしまった。

　強きよう[image: 靭]じんな白金鳳凰の瞳にそのようなものが存在しているとは思いもしなくて、嵐を見上げてきている[image: ]己の顔をのぞき込む。家族や遊君の言葉が蘇る。

　──[image: ]己神将はこれまで側仕えを置かれたことがない。

　──誰かの肩かたに止まってるところなんか見たことないけどね。

　──おひとりで休まれるか、眠ねむらずにどこかへ行ってしまうのよ。

「………」

　青せい楼ろうで遊君たちを抱だいても、眠るときは独ひとり。

　軍場でも陣営でも数多あまたの軍鳥に囲まれているけれど、側仕えを置かず誰の肩にも止まらず、散らかった天幕で独り眠っていた[image: ]己。

　赤い瞳は柘ざく榴ろ石いしのように美しい。そして、とても寂さみしい。

　[image: ]己は暗くて湿しつ気けが酷ひどい離り宮きゆうで、たった独りで過ごしていたかもしれない──根拠のない余計なことまで思い起こされる。

　孤独や寂しさばかりは嫌だった。ほかのなにかを見つけ出したくなって、嵐は[image: ]己の目め許もとに触れてしまった。

　その瞬間、赤い瞳が孤独を消して熱を宿す。蓮れん花か印いんが額に触れてくる。[image: ]己の吐と息いきが唇くちびるにかかり、嵐はびくっと身を揺ゆらした。

「接せつ吻ぷんだけでも気持ちよくなれる。嵐も知っているだろう？」

「……[image: ]己、さま」

「ほら。嫌って言わないと、してしまうよ」

「──」

　言えば、[image: ]己の瞳から消えた孤独がまた戻ってくるかもしれない。そう思うと、極めて短いその言葉が出せなかった。

　形の綺き麗れいな唇が、嵐の唇に重なる。

「嵐……」

　腰こしを抱く腕うでに、ぐっと力が込められる。舌が急せくように入ってくる。何度も顔の角度を変えて深く口づけてくる[image: ]己の袍服を、嵐はぎゅっと握りしめた。







　夜明け前の陣営に変事が起こったのは、炎琉の令状を持った孔く雀じやくを帰してから五日目のことだった。

　騒ぎを聞いた嵐は跳ね起きて天幕の外へ飛び出す。間もなく天空の端はしが白くなりそうだが、地上にはまだ夜陰が淀よどんでいた。松明たいまつを持った長兄の剛が、慌あわてた様子で走ってくる。

「嵐っ、[image: ]己神将は眠っておられるのかっ？」

「起きてるよ、なにごとだ」

　天幕から出てきた[image: ]己に、剛は辞じ儀ぎするのも忘れて告げた。

「太師さまがっ……、仙せん鶴かくさまがおいでになられました……！　ひ、広場に」

「なんだと」

　[image: ]己が駆けだす。剛と嵐はあとを追う。

　広場は篝かがり火びで煌こう々こうと照らされ、数多あまたの軍いくさ鳥どりが一様に膝ひざを折っていた。その中心に、ひときわ煌きらびやかな轎かごがある。剛と嵐も片膝をついた。

　[image: ]己が轎に近づく。中の椅子に座る仙鶴の白しろ髭ひげは、毛先が足乗せ台に触れるほど長い。

　太師と呼ばれる仙鶴は最高位の公く卿ぎよう鳥で、宮中の深部から出ないため、大衆鳥の前に姿を見せるのは鳳凰よりも稀まれだった。

　ざわめきも軍鳥たちの視線もまるで意に介かいさない仙鶴は、轎からおりもせず、瑞ずい獣じゆうである[image: ]己に対し一礼もせず、高い位置から告げた。

「[image: ]己どの、直ちに帰き還かんなされませ。丹天老君さまの御ご下げ知ちに御座りますれば」










　緊きん急きゆうの短い軍議を終えると、[image: ]己は帰還団の集合を待たずに嵐を連れて陣営を発たった。

　しかし、瑞郷天に帰り着いても玉ぎよつ煌こう朱しゆ宮ぐうへ向かう様子を見せない。

「鎧よろいを預けておいで。僕は市場で服を買ってから大衆浴場へ行くよ。大衆浴場の場所は知ってる？」

「はい、知ってます。すぐ向かいます」

　急いで鎧がい甲こう衙が門もんへ行って玻璃と梟ふくろうの師し匠しよう衆に鎧を預け、大衆浴場へ飛ぶ。

　[image: ]己は嵐の衣服まで買い揃そろえてくれていた。血と泥どろを洗い流して着き替がえたあとはまた市場へ戻り、今度は仙果を買って食べ歩く。果実が入った紙包みを手て渡わたしてくる。

「あとは嵐がお食べ」

「ありがとうございます。いただきます……」

　食しよく欲よくがあまりなく、ぽそぽそと無花果いちじくを齧かじった。

　最高位の公卿鳥・仙鶴を軍場へ寄よ越こした丹天老君の怒いかりは相当なものに違いない。

　ようやく鳳ほう凰おうの城へ足を向けた[image: ]己は今なにを思し惟いしているだろう。印いん籠ろうや翡ひ翠すいの佩はい玉ぎよくをじゃらじゃら鳴らして進む歩調はいつもと変わらず、指先まで隠れる長い袖そでをぶらぶら揺ゆらしているのも同じだった。

　大楼ろう門もんをくぐって石造りの巨大な階段を上り、玉煌朱宮へ入る。

　辞じ儀ぎをしてくる命みよう婦ぶ鳥や高官鳥に軽く応じる。

　九尊の間の入り口が見えると、[image: ]己は初めて以前と異なることを言った。

「今日はここで待とうか」

「はい」

「数分で戻るつもりだよ。だから四半時が経っても僕が戻らないときは、烈でも青牙でも誰でもいい、武将鳳凰と、軍鳥を三羽ほど連れて九尊の間に入っておいで。僕の名を出せばみんな動いてくれる。大丈夫？　できそう？」

「大丈夫です、できます。でも[image: ]己さま」

「あはは、そんな顔しなくていいよ、すぐ戻る」

　嵐を不安がらせないために笑う[image: ]己を、ひとりで行かせたくない。

　身に危険が及およぶ予感がしているならなおのこと、[image: ]己を守るために、ついて入ることを許してほしい──そう伝えようとしたとき、九尊の間から長ちよう軀くの男が出てきた。

「ここに立たせるな。連れて中に入れ」

　聞き憶おぼえのある声だった。向き直った[image: ]己が鼻先で笑う。

「炎琉。またおまえか。よくもまあ飽あきもせず」

　髪かみも羽も朱しゆ色いろをした若い朱しゆ真じん鳳凰は、折に触れて[image: ]己の前にあらわれる印象があった。孔雀に令状を持ってこさせたのも彼だった。嵐は、ずっと気にかかっていた、九尊の間での[image: ]己と炎琉の短い諍いさかいを鮮せん明めいに思い起こす。

『待て』

『丹天老君さまの御命令通り速やかに辞する。僕に用があるなら青楼街へ来い、炎琉。──来られるものならな』

『[image: ]己っ、きさま……！』

　彼らのあいだになんらかの確かく執しつがあることはもうわかる。

　だからこそ嵐は、ここで失礼な態度を取ってはならない。おそらく些さ細さいな不行き届きでさえ[image: ]己を咎とがめる理由にされるだろう。

　背筋を伸のばし、深く一礼する。

「炎琉さま。ご挨あい拶さつが遅おそくなり失礼いたしました。私わたくしは雷厳が第三十八仔し、嵐と申します」

「嵐か。憶えておこう」

　顔を上げると、炎琉が満足げに笑みを投げかけてきていた。嵐はにこっと微笑ほほえみ返して胸を撫なでおろす。

　ここでのやりとりが滞とどこおりなく済むと思ったのに、[image: ]己が急に声を低くした。

「嵐。ここで僕を待て」

「連れて入れと言ったが。なぜいちいち私の命に逆らう？」

「末まつ端たんの朱真鳳凰の命など僕が聞くと思うか？　喉のどから手が出るほど玉座が欲しいおまえのために辞じしてやったというのに、未いまだ与あたえられないとは残念極きわまりないな」

「[image: ]己っ！　無礼だぞ！」

　怒ど鳴なる炎琉を無視した[image: ]己が「ついてきなさい」と視線で伝えてくる。嵐は迷わず従った。

　荘そう厳ごんと絢けん爛らんを極めた九尊の間は、しかし以前と異なる空気に満ちている。

　丹天老君が瑞獣の姿で梧桐の大樹に止まり、爛らん々らんとした眼めで見下してきていた。翼つばさや尾お羽ばねが火か焰えんのように激しく揺らめく姿に嵐は恐きよう怖ふを覚え、片かた膝ひざをつく。

　第二の玉座に南斗后輝が座っていない。金鳳凰や淡たん青せい鳳凰も、公卿鳥すら一羽もおらず、[image: ]己と嵐は十数人の朱真鳳凰に囲まれた。

　美しいはずの鳳凰たちの朱色が、九尊の間の朱が、毒々しく見える。

　[image: ]己はゆるりと後ろ手を組み、いつも通り飄ひよう々ひようと言った。

「おやおや朱真鳳凰ばかりお揃いで。宴うたげでも？」

　ばさっ……と羽ばたく音が聞こえ、丹天老君が飛ひ翔しようする。

　人に変容しながら[image: ]己の前に降り立ち、静かに告げた。

「跪ひざまずけ」

　極めて短いその言葉に嵐は戦せん慄りつする。

　[image: ]己は微び動どうだにしない。

　数秒の沈ちん黙もくが、永えい劫ごうのように感じられた。

　ばんっ、と丹天老君が扇おうぎを鳴らして催さい促そくし、九尊の間を包む緊きん張ちようが頂点に達する。

　[image: ]己はゆっくり片膝を折った。

「昨今のおまえの言動、些いささか目に余る」

「そうですか」

「自由を得たつもりか？　浅せん慮りよなことよ。おまえが謳おう歌かしている自由はすべて余の掌しよう上じように生じたもの。所しよ詮せんおまえは離り宮きゆうにつながれた美鳥に過ぎぬ」

　嵐は恐怖を忘れて丹天老君を見上げる。耳にするたび懸け念ねんしていた〝離宮〟が不ふ吉きつな存在であることを、いま確信する。

　丹天老君は扇を[image: ]己の顎あごの下に差し込み、ぐい、と上を向かせた。皺しわの刻まれた口くち許もとを歪ゆがめて嗤わらう。

「己おのれの存在理由、よもや忘れたわけではあるまい？　──のう、[image: ]げい妃ひよ」

　ドクッ、と心臓が大きく跳はねた。

　──なん、だ……？　今の……。

　聞きまちがいと思うのは難しいほどに、はっきり聞こえた。

〝げいひ〟とは、いったいなんだ。

　意味も知らないのに、心を搔かき毟むしりたくなる厭いやな言葉だった。

　炎琉が、朱真鳳凰たちが肩かたを揺らして笑いだす。

「はははっ、懐なつかしい名ですね」

「[image: ]妃と呼ぶほうがよい、己の立場を今一度思い出させるためにも」

「嵐よ、離宮出身の鳳凰に付いても一利もないぞ、我らに付け」

　炎琉たちの発言など、どうでもいい。

〝げいひ〟の意味が知りたい、否いな、それよりも今すぐここから立ち去りたい。

　嵐は目を瞠みはった。

　丹天老君を睨にらみつける[image: ]己のこめかみに血管が浮うかぶ。かたく握にぎりしめられた拳こぶしが小刻みに震ふるえ、一いつ滴てきの血が落ちる。

　それを見たとき、嵐の中で徐じよ々じよに膨ふくらんでいた不ふ穏おんと違い和わ感かんが、ぱちんと弾はじけた。

「[image: ]己さまっ！」

　立ち上がった[image: ]己が九尊の間を出て行く。嵐は朱真鳳凰らへの辞儀を忘れて追いかけた。　>>>♥

　殿でん廊ろうに出ると小型の白金鳳凰が先を飛行していた。嵐も鷲わしになって羽ばたく。

「きゃあっ……」

「すみませんっ！」

　立ち並ぶ朱色の太柱をすり抜ぬける。ぶつかりかけてしまい、命婦鳥たちが悲鳴をあげた。

　[image: ]己の飛翔は凄すさまじく速い。全力で飛んでいるのに距きよ離りがどんどん開いていく。

「そんな、っ」

　嵐が玉ぎよつ煌こう朱しゆ宮ぐうを飛び出したとき、すでに白金鳳凰の姿はどこにもなかった。

「[image: ]己さま……！」

　見失ってしまった悔くやしさと強きよう烈れつな心細さに襲おそわれて涙なみだが滲にじみそうになる。

　嵐の心をざわめかせた作り物の笑え顔がお、綺き麗れいな赤い瞳ひとみの奥に潜ひそむ孤こ独どく、側そば仕づかえになって初めて知った鳳凰の一族の確執──嵐は未熟で、すぐには気づけなかった。[image: ]己は途と方ほうもないものを抱かかえている。それはまちがいなく〝離宮〟につながっている。

　──絶対に[image: ]己さまを独りにしたくない！

　目の前から消えろと言われても、その命だけは従わない。激げき怒どされてもいい、足にしがみついてでもそばにいると決めた。

　嵐は高度を上げる。日輪にどんどん近づいていく。

　限界まで上じよう昇しようし、晴れ渡わたった瑞郷天を見おろした。数多あまた立つ石柱の群れをひとつひとつ目を凝こらして見る。

　白金鳳凰の姿はどこにもない。遠方に見つけた美しい鳥は、白しら鷺さぎだった。

　しかし諦あきらめる気など微み塵じんもなく、嵐は瑞郷天の中ちゆう枢すうから大きく離はなれ、禽きん鳥ちようたちの巣がない場所を飛び巡めぐった。

「あっ！」

　遥はるか西方の石柱に、泉がある。

　その泉に入っている彼は白金色の髪と煌きらめく五色の羽を持っていた。急降下して泉のある石柱へまっすぐ飛ぶ。降り立って人に変容し、走って泉へ近づく。

　嵐の姿を認めた[image: ]己は眉み間けんに深い皺を刻み、忌いま々いましげにつぶやいた。

「どんな目をしてるんだ」

「猛もう禽きんの視力は瑞郷天一ですから」

　[image: ]己は水面みなもを一度パシャッと叩たたいたが、「目の前から消えろ」とは言わずにいてくれた。

　うなじから背を覆おおう五色の羽は大きく膨らんでいて、まだ感情を激しく昂たかぶらせていることを知る。

　嵐は若じやく輩はいで、怒いかりを消す手立てを見み出いだせない。でも今は、そばにいられることに安あん堵どする。[image: ]己が話したくないなら、嵐もなにも訊たずねない。沈黙が何時間つづいても平気だった。

　裸はだかの[image: ]己は冷たい泉の中ほどに佇たたずんだままでいる。濡ぬれた片手で顔を覆ったり、その手を下げたりする。嵐は、脱ぬぎ散らされた袍ほう服ふくや下衣や長ちよう靴かを拾う。装そう飾しよく品をひとつずつ丁てい寧ねいに集めるうちに、[image: ]己を見失ったときの泣きそうなまでの心細さは消えていった。

　少し落ち着いた目で見渡せば、ここはとても美しい石柱だった。

　梧桐あおぎりの大樹や、桃ももや杏あんずの木が泉を囲むように立っている。伸のびた枝と大ぶりの葉が鮮あざやかな緑の天幕を作り、水面の一部を緑色に染めていた。

　[image: ]己がいつでも泉から出られるように、梧桐の葉を採って汀みぎわに敷しいていく。両りよう膝ひざをついて敷いた葉を整えていると、背に低い声が当たってきた。

「ずいぶん嬉うれしそうに笑っていたな。あの朱あかいのが好みか？」

「え……」

　あまりの語調のきつさに驚おどろいて振ふり返り、泉の中ほどに立っていたはずの[image: ]己が近くにいることにびくりとする。

　ぶつけられたのは、丹天老君や朱しゆ真じん鳳ほう凰おうではなく嵐への怒りだった。

　いつ怒おこらせてしまったのか、その理由もわからない。パシャ、と水面が揺ゆれ、[image: ]己がまた一歩近づいてくる。

「嵐。答えろ」

「朱いの、って、なんですか……？　わかりません」

　噓うそ偽いつわりなく答えたけれど、鼻先で笑われて、突つき放された心持ちになる。

　唇くちびるの片方だけを上げる[image: ]己が赤い目を眇すがめ、嵐の思考を見み透すかしてくる。

「〝[image: ]妃〟がなんなのか、気になってしかたないんだろう」

「………」

「僕の名だ。とうの昔に棄すてた」

　嵐はひどく混乱して目を瞠る。

　孵ふ化かしたときに付けてもらった名は、死んで土に還かえるまで変わらないものではないのか。

　名を棄てさせるまでに[image: ]己を追い詰つめた、途方もないもの──〝離り宮きゆう〟へとつながっているであろうそれがいったいなんなのか、どれほど懸けん命めいに考えを巡らせても想像できなかった。

「[image: ]己、さま」

　いつもの飄ひよう々ひようとした彼はいない。贋にせ物ものの笑顔さえもない。

　話したくないなら嵐もなにも訊ねず、沈黙が何時間つづいても平気だと思っていた。しかし怒りに美び貌ぼうを歪めた[image: ]己は口早に語りだす。

「玉煌朱宮の最さい奥おうには美しい鳳凰を飼育するための離宮がある。そこに運ばれた雛ひな鳥どりが辿たどる末路はふたつにひとつだ。離宮で衰すい弱じやく死しするか、十代で朱真鳳凰らの慰なぐさみ者になり身体からだが壊こわれるまで交こう尾びさせられるか」

「──！」

　眠ねむりに落ちる間ま際ぎわの呟つぶやき言ごとではなく、[image: ]己が明確な意志を持って口にした「離宮」、その姦かん邪じやを極きわめた正体に、嵐は全身の肌はだを粟あわ立だてた。

「ゲイヒとは[image: ]に妃きさきと書く。丹天老君どもは僕にいずれ妃の務めをさせると決めて〝[image: ]妃〟と名づけ、離宮に幽ゆう閉へいした。彼奴きやつ等は僕を犯おかし服従させることしか頭にない、昔も今も」

「うそ……だ……、どうして、そんなことを……」

「純血の朱真鳳凰だけが瑞郷天の君臨者であることを知らしめるためだ。色の異なる鳳凰が叛はん意いを秘ひめたところで逆らいきることはできない。なぜなら、禽鳥を母に持つ鳳凰は朱真鳳凰の駒こまであり、誰だれもが朱真鳳凰の慰み者になり得るのだと、数万年という途方もない時間をかけて精神と本能に刻み込まれてきたからだ」

　鳳凰の一族内の確かく執しつなどという軽々しいものではない、あまりにも無む慈じ悲ひで、頭が理解することを拒こばむ。恐きよう怖ふに涙が滲にじんだ。動きを止めない綺麗な唇を、嵐は涙を纏まとう金の瞳に映しつづける。

「僕が離宮へ運ばれたとき、入れ違ちがいに離宮を出た美しい雄おすの白鳳凰は二度と戻もどってこなかった。世話係は情を移さないよう洗脳されている。雛鳥らは莫ば迦かみたいに豪ごう奢しやな御み子こ衣い裳しようを着せられる。そうしていつかは着き飾かざったまま朱真鳳凰どもの閨けい房ぼうへ行くのだと植えつけられる。陽ひも差さず湿しつ気けの淀よどむ劣れつ悪あくな環かん境きようでまともな成育など叶かなうはずがない。でもそれでかまわないんだ、朱真鳳凰は色白の華きや奢しやな禽鳥が好みだからな。──彼奴等の下げ卑びた慣習に翻ほん弄ろうされてたまるか。僕は必ず離宮を脱だつし、名を変えると決めた」

　バシャッと水面が揺れる。[image: ]己がさらに迫せまってくる。嵐は両膝をついて座っていられなくなり、敷いた梧桐の葉にへたり込んだ。

「……──夢を、見るんだ」

「[image: ]己さま……？」

　目を眇め、捲まくし立てていた[image: ]己が、ふいに視線を彷徨さまよわせた。

「ひどく悪い夢だ。暗く冷たい離宮で、美しい雛鳥たちが鳴きながら死んでいく……。残ざん酷こくな光景ばかりで魘うなされる。だから僕は誰かの前では絶対に眠らない。眠れないんだ」

　ゆっくりと嵐の腿ももに顔を伏ふせてくる。

　遊君たちを抱だいたあと眠らずにどこかへ行ってしまう理由が、誰も[image: ]己の寝ね顔がおを見たことがない理由が、こんなに悲しいものだったなんて。

　膨ふくらんでいる羽にそっと触ふれると、[image: ]己は両りよう腕うでを嵐の腰こしにまわして、声を絞しぼり出す。

「朱真鳳凰のもとへ連れて行かれる鳳凰の悲痛な声が、夜通し鳴いて明け方に息絶える雛の最さい期ごのひと鳴きが、今も耳に残っている。僕は彼らを救えなかった。自身が生き延びることで精せい一いつ杯ぱいで……。離宮に僕しかいない時期もあった、でもそれでよかったんだ。寂さみしさに吞のみ込まれた雛鳥らが衰弱していくさまを見るくらいなら、ひとりのほうがずっとよかった──」

　嵐は懸命に[image: ]己の羽を撫なでる。

　水すい滴てきを纏って美しく煌めく白金鳳凰の羽が、涙なみだでぼやけていく。

　孤こ独どくのほうがましだと[image: ]己に言わしめた、鳳凰の一族のおぞましい習わしに、心が砕くだけそうだった。

　嵐に交尾をしかけてくる[image: ]己が決して無む理り強じいをしない理由も、嫌いやだと拒めばすぐに手を放す理由も正しく理解する。慰み者の恐怖と絶望を知っているからだ。

「御おん身みを責め立てる必要はありません。雛鳥たちの魂たましいは[image: ]己さまの思いに乗って、暖かくて明るい日輪のもとにいるはずです」

　そうあってほしいと、いま心から願う。でも嵐の言葉は拙つたなくて、[image: ]己に届いていないかもしれない。嵐にぶつけてきた怒り、丹天老君と朱真鳳凰たちへの憤ふん怒ぬの心火、そして自身への憤いきどおり──[image: ]己の羽は逆立ったままで、どれほど撫でてもおさまりを見せなかった。

　やがて[image: ]己が長ちよう軀くを起こし、顔を上げる。

　まぶたを半分開いた目で見据えてくる。

「おれ……[image: ]己さまの怒りを消したいです。どうしたら、消せますか」

　ほんの一瞬、縋すがるような瞳ひとみをした[image: ]己が、焦しよう燥そうを含ふくんだ声で言った。

「僕を拒こばむな」

　声が詰まって出せない代わりに、嵐は深くうなずいた。

「ん、っ──」

　そこからの[image: ]己はひどく性急だった。嚙かみつくように口づけて舌を捻ねじ込んでくる。腰をつかまれて汀ぎりぎりまで引き寄せられ、嵐は後ろ手をついた。

　足先が水面を打ち、パシャ……と音がする。下衣と下帯を剝はぎ取られる。大きく開脚させられて、強烈な羞しゆう恥ちに身体からだが震ふるえた。

「あ……」

　長大な陰いん茎けいは鍛きたえられた腹に貼はりつくほど反り返っている。そこから立ち上る雄おすの鳳凰の濃のう厚こうな匂においに、くらりと眩暈めまいがした。

　濡ぬれ光る先せん端たんが後こう孔こうに宛あてがわれ、脚あしがビクンッと跳はねる。[image: ]己は亀頭を何度もぶつけて押し入ろうとするけれど、性的な交わりを知らないそこはかたく閉じたままだった。

「[image: ]己、さまっ」

「……っ」

　焦じれた[image: ]己が自身の陰茎をつかむ。息を乱しながら手を上下させる。後孔に伝わってくる忙せわしない振動も、眉まゆをひそめて手しゆ淫いんするさまも、ぞくぞくするほどいやらしくて、見ては駄目だと思うのに目が離はなせなかった。

「は……、ア、──嵐っ」

　孔あなにかけられた体液の熱さに嵐はまたびくついた。[image: ]己はなおも性器をしごき、びゅるびゅると精液を放っていく。大量のそれは窄すぼまりから尾骨へとろとろと伝い落ち、粘液の溜たまりを作った。あまりに淫みだらな光景と感触が怖くなる。

「あぁっ」

　嵐が倒れないよう大きな手でうなじを支え、[image: ]己が後孔に指を埋うめてくる。濃厚な精液のぬめりによって根元まで挿そう入にゆうが叶かなうと、指はすぐ二本に増やされた。

「ぁう……、うぅ……」

「怖いか？」

　うなずいたらやめてしまうから、躍やつ起きになって首を横に振ふった。[image: ]己は繰くり返し粘液を掬すくい、内壁に塗ぬり込む。かたく閉じた孔が、ぐちっ、ぐちっ、とほぐされていく。指が三本になるとさすがにつらくて、嵐は逞たくましい腕うでに縋すがりついた。

「あっ……？」

　指が抜ぬけると同時につらさも去り、物足りなさを覚えた。

　怖いのに、[image: ]己が欲しいと窄まりがわななく。

　戸と惑まどういとまはなかった。[image: ]己が嵐のうなじを抱いたまま、亀頭を後孔に嵌はめ込んで今度こそ腰を進めてくる。

「ゃ、あ……ぁっ」

　瑞ずい獣じゆうの生殖器に窄まりを限界まで広げられる。ぐうっと腹が膨ふくらむ感覚と、凄すさまじい圧迫感に嵐は涙を滲にじませた。[image: ]己の陰茎は太くて長く、嵐はきっとまだ半分ほどしか吞のみ込めていない。それでも形の綺き麗れいな唇くちびるからは悦えつ楽らくの声が漏もれた。

「あぁ……、嵐──」

　ハァッ、ハァッと息が激しく乱れる。[image: ]己が眦まなじりの涙を舐なめとり、頰ほおや首に途切れることなく口づけてくる。

「……どう、やって……力、抜いたら……」

「このままがいい。もっと僕を締しめつけてほしい」

「あ、……[image: ]己、さまっ」

　もう離れないのではないかと思うほど粘膜同士がきつく密着しているのに、[image: ]己が腰を使いだす。つながっている嵐の身体も大きく揺ゆれる。

「あっ、あっ」

　瑞獣の交尾は力強くていやらしい。水滴が、筋肉の隆りゆう起きした胸板や腕を伝い流れていく。[image: ]己の顎あご先さきからしたたり落ちる。

　パシャッ、パシャッと水面みなもの波打つ音がだんだん速くなり──。

「──ハ、ッ」

　[image: ]己が顎を大きく反らし、五色の羽が広がった。

　体内で、腫れきった性器がビクビク跳ねるのを感じる。

　射精時特有の、下腹部の震えが見える。その震えはとても長い。[image: ]己が嵐の瞳をとらえてくる。見つめ合いながら精液を注ぎ込まれ、腹の奥に質量を感じはじめるほどだった。

「嵐……」

　長い射精を終えた[image: ]己が、嵐の股また座ぐらに視線を落とす。

　身体の奥深くで[image: ]己とつながるという喜びはあふれているけれど、快楽を得る余裕がまだなく、嵐の性器は萎なえたままだった。

「[image: ]己さま、待って、くださ──」

　嵐の中から陰茎を抜いた[image: ]己が脚あしのあいだに顔を伏ふせた。

　柔やわらかなそこに、ちゅっ、ちゅっ、と接せつ吻ぷんされ、恥ずかしいほど一瞬で立ち上がる。

「や……っ、あ」

　屹きつ立りつを口に含まれ、舌であやされて、先端の小孔をくじられる。あまりの快感に身体を起こしていられない。嵐は肘ひじをついてそのまま仰ぎよう臥がした。両手を下げて、[image: ]己の頰や白金色の髪に触れる。

「あっ、ぁあっ」

　夢中で腰をくねらせて口内に白い蜜みつを漏らしていく。喉のどを鳴らして飲み込んだ[image: ]己が顔を上げ、不安そうにのぞき込んでくる。

「怖かった……？」

「………。少し怖かった、です。──気持ち、よすぎ、て……」

　恥ずかしさを堪こらえて伝えると、[image: ]己は「よかった」と安あん堵どして微笑ほほえんだ。

　ザアッ……と音を立てて泉から出る[image: ]己の、背を流れる長い羽はいつもと同じ豊かさに戻っていて、彼を苛さいなむ怒いかりが消えたことを知る。

　涙が出るほど嬉うれしくなり、思わず抱だきついてしまう。梧あお桐ぎりの褥しとねに寝かされ、袍ほう服ふくを脱ぬがされて裸はだかになった嵐の上に、水滴を纏まとう長軀が重なる。嵐の見る世界が、美しい五色の羽と緑葉の天幕でいっぱいになった。

「嵐……」

　[image: ]己が名を呼び、顔を首くび許もとに埋めてくる。怒りをおさめているのに、その動きは先ほどより性急になっていた。

「あぁっ」　>>>♥

　初めての行為で熱を持つ後孔に、陰茎が一気に突き入れられた。

「あ、あ……。嵐……許してくれ……。酷ひどく、したくない、怖がらせたくないのに」

　酷くしたくない、と熱に浮うかされたように繰り返しながら、[image: ]己は腰を大きく前後させ、叩たたきつけてくる。白金鳳ほう凰おうの生殖器が嵌はまった腹部の圧迫感は拭ぬぐいきれなくて、抽ちゆう挿そうも力強いけれど、決して乱暴ではない。

　だから嵐は、すぐそばにある耳に唇くちびるを押し当てて、「怖くないです。[image: ]己さま」と伝えた。

　筋肉質の長ちよう軀くがぶるりと震える。体内にある雄おすの器官が、ぐうっと膨らんだ。

「あぁ……」

　大きな手が、汗あせに濡れる頰を包み込んでくる。美しい蓮れん花か印いんが目め許もとに触れた。[image: ]己はみたびの射精へ向けて陰茎を激しく抜き差しする。

「嵐……、嵐、っ──」

　嵐が怖がっていないか、そればかり気にする[image: ]己のほうが怯おびえているように感じられて、嵐は彼を守るために、広い背を滅め茶ちや苦く茶ちやに搔かき抱いた。







　　　　・◇・・・







　春の盛りの微び風ふうに頰を撫でられて嵐は目を覚ました。

　瑞郷天は薄うす闇やみ色の静せい寂じやくに包まれている。

　梧桐の葉に横たわる[image: ]己と嵐の裸ら体たいには袍ほう服ふくや上着が掛かけられていて暖かく、夜明け前特有のわずかな冷たさが清さやかに感じられた。

　[image: ]己は嵐の羽に顔を埋めて眠ねむり、嵐の頭の下と腰こしには逞たくましい腕がある。下か肢しのだるさは耐たえられる程度のものだけれど、体内に残る特別な熱と、まだ陰茎が収まっているような感覚が恥ずかしくて落ち着かない。

　昨日、汗と体液に濡れた嵐が意識を保てたのは宵よいまでだった。交こう尾びが終わらないうちに眠りに落ちてしまった嵐の身体を、[image: ]己が清めてくれたのだろう、絡からませている脚や触ふれ合う肌はだはさらさらと心地ここちよかった。

　羽に伝わってくる寝ね息いきは穏おだやかだが、昨日の彼を想おもうと心配になる。

　そっと肩かたを動かして振り返ると、長い五色のまつげが揺れた。まぶたが開き、柘ざく榴ろ石いしのように美しい瞳が煌きらめく。それだけで嵐の胸は抑おさえようのないほど高鳴った。

「嵐ラン、おはよう」

「おはようございます、[image: ]己さま。……わ、ぁ」

　[image: ]己は勢いよく起き上がって胡坐あぐらをかき、その上に嵐を座らせた。どきどきと鳴っている胸に鼻先を押し当て、すうっと息を大きく吸い込む。

「んー、いい匂におい。交尾してわかった。嵐ってさ、髪かみや羽だけじゃなくて身体の隅すみ々ずみまで陽光の匂いがするんだよね。もちろん生殖器からはいやらしい匂いもいっぱいしていた。僕、どっちの匂いも大好きだよ」

　[image: ]己は恥ずかしげもなくさらりと言い、嵐は恥ずかしくてたまらなくなる。

「し、知りません！　……おれはそんなの、わからないですっ」

「なら、僕だけが知っている匂いだ。絶対に誰だれにも教えてやらない。ねえ、嵐、今日は交尾して眠るだけの一日にしようか。ここなら好きなときに水浴びできるし、桃ももや杏あんずもある。……ごめん……昨日は乱暴にしてしまったから。だから今日は嵐が気持ちよくなって漏らしつづけるようなこと、いっぱいしたい」

「ううっ」

　顔も頭も爆ばく発はつしそうなくらい熱くなり、両手で耳をふさいだ。

　昨日の怒りや心乱れた様子が幻まぼろしのように、[image: ]己はいつも通り飄ひよう々ひようとしていて、猥わい言げんも連発する。それだけではなく、嵐がうろたえるほど甘くなっていた。

　昨日のような思いは二度としてほしくないし、上じよう機き嫌げんなほうがいいに決まっているけれど、これでは心臓が幾いくつあっても足りない。

　妙みように甘い[image: ]己の雰ふん囲い気きに惑まどわされないよう、嵐はわざと大きな声を出した。

「[image: ]己さまは軍いくさ場ばのことをちゃんと考えてるでしょう？　鎧よろい、もう磨みがいてもらえてると思います！」

「嵐に交尾だけの一日をおねだりしてほしかった……」

　唇を尖とがらせて残念がったあと、にこっと笑うそれは真物ほんものだった。

　ふたりで顔を洗い、服を着る。

　先に支し度たくを終えた嵐が桃と杏の木へ向かったとき、「待って！」と、いつにない焦あせった声で呼び止められた。振り返ると、[image: ]己が身につけたばかりの瓔よう珞らくや佩はい玉ぎよくをじゃらじゃら鳴らしながら駆かけ寄ってくる。

「僕が採るっ。採りたい」

「……？　ありがとうございます」

　なぜ必死になるのか不思議に思ったが、桃も杏も高い場所に実を多くつけていて、小こ柄がらな嵐は届くところが限られている。遠えん慮りよなく頼たよることにした。

　[image: ]己は果実を捥もいでは「はい、あげる」と嬉うれしそうに手て渡わたしてくる。ふたりとも腕うでいっぱいに桃と杏を抱かかえて草くさ原はらに座った。

「甘くて瑞みず々みずしいですね。美味おいしいなあ」

　獣じゆう肉にくが食べられなくても大量の果実で補うことができる。桃と杏をもりもり頰ほお張ばっていると、間近から視線を感じた。

「[image: ]己さま？　もう食べないんですか？」

「全部、嵐にあげる……」

　心なしか、赤い瞳ひとみがとろんとしているように見える。

　早朝から変わらず美しい白金鳳凰は、ほぅ……と吐と息いきを漏らした。

「僕、給きゆう餌じ行動したくなったの初めて。僕が採った果実を食べる嵐は可愛かわいいね。見てるだけで満たされるし、達いったときみたいにすごく気持ちいい。次からも自分で採って食べたらだめだよ、軍場でも瑞郷天でも、空腹になったら僕に言うんだよ」

　嵐は頰ほおいっぱいに詰つめ込んだ桃を噴ふき出しそうになった。

　給餌行動とは──求愛行動のひとつである。瑞郷天の大衆鳥が有する本能と認にん識しきしていたが、瑞ずい獣じゆうも例外ではないようだった。先ほど[image: ]己が焦って嵐を止めた、その思いもよらない理由に顔が熱くなり、またうろたえてしまって上手うまく返事ができない。

「嵐のためにとびきり美味しい仙果を集めるから。空腹になったらすぐ僕に言いなさい。わかったね？」

　甘い声で命じられ、念を押される。どうにか桃を飲み込み、小さくうなずいた。

　東の空が白んでくる。誰もいない鎧がい甲こう衙が門もんの大おお棚だなには輝かがやく鎧があった。[image: ]己と嵐は鎧を身につけて軍場へ飛んだ。







　棄すてた名で呼ばれたことに[image: ]己は深く傷ついているかもしれない──心配でならなかったそれが杞き憂ゆうだとわかり、嵐は心から安堵した。

　強きよう[image: 靭]じんな肉体と精神を持つ彼はこれまでと変わらず、陣じん営えいや軍議で綺き麗れいな笑え顔がおを見せ、縄なわ張ばり争いの最前線に立つと、敵方から恐おそれられ軍いくさ鳥どりの士気を最高潮へ導く武将鳳凰になる。嵐は盾たてを駆く使しして守り、[image: ]己の指示を受けて、兵獣と真っ当に戦える機会を増やしていく。

　一方で変化も起こった。連日の激げき闘とうをものともしない[image: ]己は陣営へ戻もどって水浴びをすると、嵐に「先に天幕へ入ってなさい」と言い、酒と大量の果実を抱えて嬉しそうに天幕へ帰ってくる。

　そして、情熱的に求めてくるようになった──。

　嵐にはもう拒こばむ理由がない。でも、股また座ぐらをいじられても起きていられないほど疲つかれ果てている夜もあった。

「[image: ]己さま……今日は、すみません……」

「この僕が！　また拒まれた！」

　力が有り余っている白金鳳ほう凰おうは、嵐が寝入りかけているのもおかまいなしで、おどけて文句を言うふりをする。

「拒ん、で……ない、です……。眠くて……」

「ふふ、わかってるよ。今日もいい動きをしていたものね。おやすみ、嵐」

　忘れずに褒ほめてくれることが嬉しい。嵐は身体からだにまわってきている逞しい腕に手を添そえてまぶたを閉じる。

「あした、も……お守り、します……ね」

　戦闘から戻って食事もとらずに眠り込んでしまっても、激しい性交の最さ中なかに眠りに落ちても、嵐は必ず夜明け前に目を覚まし、[image: ]己が魘うなされていないか確かめる。

　──よかった。今日も大だい丈じよう夫ぶみたいだ……。

　[image: ]己は長年そうしてきたかのように、嵐の羽に顔を埋うめて熟じゆく睡すいしていた。

『ひどく悪い夢だ。残ざん酷こくな光景ばかりで魘される。だから僕は誰かの前では絶対に眠らない。眠れないんだ』──苦しそうに吐と露ろしていた[image: ]己の、その穏やかな寝息を耳で聞き羽で感じられるひとときが嵐はなにより嬉しい。

　黄金の弓矢を自在に操あやつり、軍場を流星のごとく翔かける屈くつ強きような白金鳳凰に守護は必要ないことは充じゆう分ぶんわかっている。それでもなお[image: ]己を守りたいという想いが日を追うごとに強くなっていた。







　その日は朝に激戦が展開され、陽ひが傾かたむきはじめたころ小休止となった。陣営の天幕へ戻った[image: ]己と嵐は宵のうちから交尾に耽ふけった。

「おいで。早く乗って」

　仰ぎよう臥がする[image: ]己に腰をつかまれ、嵐は頰を熱くしながら、筋肉の隆りゆう起きした裸ら体たいに尻しりを向けて跨またがる。すでに硬かたく立っている茎くきを握にぎって先せん端たんに唇くちびるを押し当てると、後こう孔こうを広げられ舌を入れられた。

「……あぁ、──」

　最初にこれをされたときは強きよう烈れつな羞しゆう恥ちにひどく混乱し、しかしすぐに[image: ]己に気持ちよくされて、はしたない己おのれに泣きそうになった。

　孔あなの中で舌がうねうねと蠢うごめく。嵐は淫みだらな感かん触しよくに惑わされながら陰いん茎けいを頰張った。たどたどしくも懸けん命めいに舌を動かして茎を舐なめ、舌先で先端の小孔をくすぐる。

　一度舌を抜ぬいた[image: ]己が陰いん囊のうに口づけて、乱れた息をついた。

「上手だよ、嵐、もっと奥まで吞のみ込める……？」

　甘い声に誘さそわれて喉のどを開き、亀き頭とうを喉奥へ嵌はめ込む。陰茎がビクビクと跳はねて、大量の先走りが放たれた。

「ん、っ……！　んっ、ん」

　ふたたび窄すぼまりを開かれ、長い舌を抜き差しされる。嵐は太い性器に両手を添えて唇の輪を上下に動かす。くちっ、ぐちゅ、と濡ぬれた音を立てて夢中で愛あい撫ぶした。

　繁はん殖しよく行動を知らなかった身体と恋こい不知しらずの心が[image: ]己によって急速に作り変えられていく。

　怖こわくないと言えば噓うそになる。恥はずかしさもある。でも触ふれられることに恐れはなく、今は嵐のほうから[image: ]己に触れたいという想おもいがあった。

「は……ぁ、っ。[image: ]己さ、ま……」

「ん」

　ひくつく後孔をひと舐めした[image: ]己が体位を入れ替かえる。力の入らなくなった嵐の身体を優やさしく返し、覆おおい被かぶさってくる。ぐしょ濡れの孔が熱い亀頭に押し潰つぶされて、熟うれきった茎の先端からピュッと透とう明めいの蜜みつが漏もれた。

　至近距きよ離りで見つめ合う。[image: ]己の生せい殖しよく器が嵐の中へ深く入り込み、粘ねん膜まく同士がねっとりと絡からみ合っていく。

「あ、──」

「奥まで開くようになった。嵐は心も身体も素す直なおだね。じきに全部入るようになるよ」

　指で乳ち首くびをあやされ、いやらしく腰こしをまわして内ない壁へきを搔かかれると、もうたまらなかった。

　身体の奥から快感がせり上がってくる。嵐が雄おすを締しめつけた瞬しゆん間かん、[image: ]己が長ちよう軀くをぶるっと震ふるわせた。

「あぁ……気持ちいい。今のすごくいい。嵐……」

「あっ、あ、[image: ]己、さまっ。おれ……もう、っ」

「うん。僕も達いく、一いつ緒しよに出そうか──」

「おい[image: ]己」

　[image: ]己が射精をするための腰使いを始めたとき、突とつ如じよ、天幕が開いた。

　いやらしさも甘さも一瞬で吹き飛び、嵐は「うわーっ！」と叫さけぶ。

　長軀に覆い被さられていて見えなくても、声と言こと葉ば遣づかいから烈だとわかる。必死で袍ほう服ふくをつかんで[image: ]己の尻を隠かくしたが、なにをしているかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「[image: ]己さま！　止まっ……やめてくださいっ」

　じたばたする嵐を放ほうって、天将が報告を始め、彼の上官である神将は腰をゆさゆさ揺ゆらしながらそれを聞く。

「帰き還かん報告だ、おれは愛の巣へ帰る」

「好的ハオダ。ご苦労だった」

「おまえあとどのくらいいるんだっけ？」

「そうだなぁー、烈と交代で帰ることにしよう。立てつづけの出しゆつ陣じんで玻璃も心労が嵩かさんでいることだろう、少し長めに休息をとれ。また陣営に来たら報告を」

「わかった。じゃあな」

　あっさり立ち去る烈の「じゃあな」は、明らかに嵐へ向けられたものだった。

　一度も腰の動きを止めることなく烈を見送った[image: ]己はすぐさま嵐のほうへ向き直る。

　にっこり笑ってふたたび「一緒に出そう」と嬉うれしげに言い、そしてぎょっとした。

「ああっ！　泣いてる！　どうして!?」

　あまりの衝しよう撃げきと羞恥に嵐は呆ぼう然ぜんとし、まばたきを忘れた瞳ひとみから涙なみだが落ちた。『可愛かわいい仔こに泣かれるのがなにより参る』らしい[image: ]己は本気で焦あせりだす。

「今の嫌いやだったのっ？　なにがだめだった？」

「い……いやに決まってるでしょうっ！　こういうことはっ、誰だれにも見られちゃだめなんです!!」

「そうだね、うん、そうだった」

　わかったような口ぶりだが絶対わかっていない。

　夜ごと複数の遊君を抱だいてきた絶ぜつ倫りんの白金鳳凰は感覚がおそろしくずれていて、見られることなどなんとも思っていないのだろう。

「とてもつらい、です」

「ごめん……。二度としないから許して」







　烈は四日後の朝に陣営へ姿を見せた。

　まだ顔を合わせづらい嵐は、[image: ]己と烈が話すあいだに天幕の中を片づけて帰り支じ度たくをする。

「そろそろ潘荼羅が出そうだな。此こ度たびも追い返すくらいで頼たのむよ。僕どうしても仕留めたいんだ」

「へいへい。だが武将鳳凰や猛もう禽きんはみんな奴やつを狙ねらってるからな。[image: ]己がいないあいだにうっかり殺やっちまってもそのときは許せよ」

　物ぶつ騒そうな会話に出てきた「潘荼羅」は神将の位を持つ白びやつ虎この名だ。

　初うい陣じんのときに見た潘荼羅は巨きよ体たいを誇ほこる瑞ずい獣じゆうの中でもひときわ大きく、獣毛と黄金の鎧よろいに覆われた巨軀は矢が三、四本刺ささった程度ではびくともしていなかった。自由自じ在ざいに出しゆつ没ぼつし、凄すさまじい剛ごう力りきで縄なわ張ばりを奪うばい去る白虎のことを、瑞郷天の軍いくさ鳥どりたちは〝不死の潘荼羅〟と呼び、誰が仕留めるかを競きそっていた。

　[image: ]己と嵐は、縄張り争いの最前線へ向かう烈を見送り、帰還団とともに陣営を発たつ。

　岩を覆う苔こけ、名も知らない薄うす紫むらさきの花、橙だいだい色いろの小さな実をつけた木々──灰色ばかりの景色の中に少しずつ色が増えていく。

「あと四半時ほどで瑞郷天です！」

　先頭を飛ぶ隼はやぶさの報告が聞こえた。

　雀すずめや雲雀ひばりたちは武将鳳ほう凰おうや大おお鷲わしの背に乗り、ふわふわの身を寄せ合っている。初陣の帰りにも同じ様子を見たけれど、嵐は自分のことで精せい一いつ杯ぱいでなにも考えられなかった。でも今は、瑞獣の背で安心して目を細めている姿が可愛くて、小さな身で勇ゆう敢かんに戦う彼らに敬いと労ねぎらいの思いがあった。

「………」

　不安と混乱しかなかった軍いくさ場ばに、嵐はいつの間にか馴な染じんでいることに気づいた。

　もちろん極度の緊きん張ちよう感かんは常にある。怪け我がを負えば[image: ]己を守れなくなるという恐おそれもある。

　でも、立場はまだ見習いで鎧も銅製のままだけれど、鎧に包まれた身のうちには軍場で戦う猛禽の自覚が芽生えているように感じられた。

　そして、まるで入れ替わったかのように、安息の地であるはずの瑞郷天へ着くと、頭の片かた隅すみで小さくなっていた憂ゆう慮りよが膨ふくらみはじめ──嵐の心を苛さいなむ別の新たな不安も生じた。

　瑞郷天の中ちゆう枢すうに悠ゆう々ゆうと建つ玉ぎよつ煌こう朱しゆ宮ぐうが見えてくる。

　人の姿になって降り立った[image: ]己が一瞬、赤い瞳で鳳凰の城をとらえた。その表情がほんのわずか硬かたくなったように見えて、九尊の間での出来事を思い出し、憂慮が募つのる。

　近い将来、丹天老君たちと衝しよう突とつすることがあるのだろうか。でも、たとえなにが起きても嵐はひたすらに[image: ]己を守るだけだ。

「鎧を預けておいで。僕は市場の仙果店にいるからね」

「はい」

　九尊の間へ戦せん況きよう報告をしに行かない[image: ]己は、どこでなにをして過ごすのだろう。

　訊たずねたら彼はすぐ答えてくれる。でも怖くて訊きけなかった。

　──……やっぱり、青せい楼ろう……なのかな。

　新たに生じた不安を抑おさえ込んで鎧がい甲こう衙が門もんに鎧を持っていき、仙果店へ向かう。

　[image: ]己はふたりぶんの新しい衣服と食べきれないほどの果実を買い、店の隅で店主や客と酒を飲んでいた。嵐に気づいて、果実が入った布ぬの袋ぶくろを持って立ち上がる。

「おれ、持ちます」

「いいよ重いから。こっちだけ持って」

　にっこりと微笑ほほえんで、紙に包まれた衣服を渡わたしてくる[image: ]己は、大量の果実を誰に届けるのだろうか。

　大衆浴場で身体からだを洗って長めに湯に浸つかり、真新しい袍服を着る。

　浴場を出るころには抑えたはずの不安がまた膨らんでいた。

　そして嵐の不安は的中する。長なが煙管ギセルをくわえた[image: ]己は踵かかとの高い長ちよう靴かを──青楼街へ向けた。

「──」

　途と端たんに心が鉛なまりを吞のみ込んだように重くなる。

　いつもと同じ、煌きらびやかな上着の片かた袖そでだけを抜ぬいた洒落しやれた着こなし。広い背を流れ落ちる、長く豊かな五色の羽。白びやく檀だんに似た不思議な薫かおりと、瓔よう珞らくや佩はい玉ぎよくが奏かなでる澄すんだ音。

　近いのに、遠い。

　わずか一歩先を行く[image: ]己が遠い存在に思われた。

「あの仔らは寝ねているかもしれないなぁ」

　遊君たちのことをつぶやく[image: ]己と、黙だまったままの嵐は瑠る璃り色いろの大門を通り抜ける。

　昼過ぎの青楼街に夜のような妖あやしい賑にぎわいはないが、大路には変わらず花か香こうが漂ただよい、禽鳥たちが往来していた。

「………」

　ついて歩くことができたのはそこまでだった。どうしても進めなくて、足を止めてしまう。

　[image: ]己がすぐに気づいて振ふり返った。

「嵐？」

「[image: ]己さまは……遊君たちと過ごしますよね。──おれ、は……」

　そんなのは耐たえられない。生まれて初めて覚えた嫉しつ妬とという感情をどう抑えたらいいのかわからなかった。

　胸が詰つまってひどく苦しい。息を切らしながら軍場を翔かけているほうが楽だ。[image: ]己のことも彼への恋こい心ごころも知らず、幼い弟てい妹まいたちと過ごしていたときのほうがずっと楽だった。

「……、──」

　嵐は俯うつむいて唇くちびるを嚙かむ。

　強きよう[image: 靭]じんな肉体と精神を持ち、獰どう猛もうな軍鳥から絶大の信しん頼らいを得る白金鳳凰。瑞郷天一と謳うたわれるその美び貌ぼうに公く卿ぎよう鳥も頰ほおを赤く染める。小鳥たちに優やさしく、大衆鳥とも気き兼がねなく酒を飲み、青楼街に棲すむすべての遊君から恋こい慕したわれている[image: ]己。

　片や嵐は軍鳥にすらなれていない見習いに過ぎない。

　この側そば仕づかえが一時的なものであることを思い知らされる。

　ともに戦い、疲つかれ果てて眠ねむり、情事を重ねた軍場での濃のう密みつな日々が儚はかないものになる。

　でも、なにも知らなかったころに戻もどりたいと思えなかった。こんなにも苦しいのに、どうしてだろう──。

　靴くつ音おとが近づいて、踵の高い長靴が視界に入ってくる。縋すがるものがない嵐は持っている紙包みをくしゃりと抱だきしめた。

「嵐。顔を上げて」

　たまらなく優しい声だった。それでも嵐は[image: ]己の言う通りにできず、黙って首を横に振る。

　身のほどを弁わきまえないといけない、口にしてはいけないと思っているのに、もう声や表情や態度に出てしまっていた。

　走り去ることも叶かなわないまま、ぎゅっとまぶたを閉じたとき、果実を入れた布袋が地面に置かれる音がした。

　大きな手がうなじに触ふれてきて、上を向かされる。

「ぅ……んっ」

　濃のう厚こうな白檀の薫りが鼻先を掠かすめ、唇が重なってくる。

　驚おどろいてまぶたを開いた嵐の目め許もとに五色の長いまつげが触れた。[image: ]己は、かたく閉じている嵐の唇をほどくように何度も優しく食はみ、ちゅっと音を立てて唇を離はなした。

「嵐はどんどん可愛かわいくなる」

「大路ですっ……」

「ここは青楼街だ、接せつ吻ぷんしてたって誰だれも気にしないよ。──店には入らないし遊君と過ごすこともない。僕はまだそれをしないとだめか？　嵐がいるのに」

「[image: ]己さま」

　柔やわらかな声で、はっきり言いきってくれた。

　[image: ]己のひとことで、苦しくてどうすることもできなかった嫉妬が消え去るなんて、己おのれの単純さに嵐は恥はずかしくなる。初めての感情に翻ほん弄ろうされたり気持ちが忙せわしなく移ろったり、鏡を見なくても顔が赤くなっているのがよくわかった。

　長い指が亜あ麻ま色いろの髪かみを梳すき、羽を撫なでてくれる。赤面を見られたくなくて、煌びやかな上着を纏まとう胸むな板いたに、ぽすっと顔を伏ふせると、[image: ]己はなぜか大喜びした。

「今のすごく可愛い！　たまらないね。もう一度してみて」

「………」

　ついさっきまで嫉妬していたのに、今は遊君たちの心が気がかりになる。

　単純で御お調ちよう子し者ものと[image: ]己にあきれられてもしかたない。青楼街の決まりごとを破ってばかりの嵐に優しくしてくれた彼ら彼女らのことを思って訊ねた。

「あの……。遊君たちは『[image: ]己さまのことを愛してない娼しよう妓ぎ鳥は青楼街に一羽もいない』と言ってました。……みんな寂さみしがったり悲しがったりしませんか」

　胸元から顔を離し、恐る恐る長ちよう軀くを見上げる。

　[image: ]己は一いつ瞬しゆんだけ口をへの字に結んでから、ふふっと笑った。

「そうだよ、遊君らは皆みな、僕に恋い焦こがれている。最初に言っただろう？　僕を拒こばむ禽きん鳥ちようは瑞郷天に一羽もいないって。僕を拒んだのは後にも先にも嵐だけだ」

「う……」

「でもね、遊君らは武将鳳ほう凰おうや軍いくさ鳥どりや商家の旦だん那な衆にも恋しているよ。誰かと誰かが懇ねんごろになれば身を引くし、譲ゆずれないなら奪うばう。鳳凰の〝仙せん華が一いつ枝し〟になる遊君もいれば、物語みたいな恋路の果てに番つがいになる軍鳥と遊君もいる。遊君同士で求め合うことだってきっとある。さまざまな愛あい恋れんの形や愛あい憎ぞうが存在しているんだよ。それらは僕がいてもいなくても、夜ごと生まれては消えていく。青楼街とはそういう場所だ」

「よくわかりません……すごく難しいです」

「うん、わからなくていいよ、嵐にはわからないままでいてほしい。遊君らは大だい丈じよう夫ぶだ、話すときは労ねぎらいの思いを忘れずに。抱き合って挨あい拶さつするときはうんと優しくね……って、嵐は僕より上手だろうから心配してないけど」

「はいっ」

「嵐は安心して僕だけ見ていればいいよ」

　そうしてまた短い口づけをした[image: ]己は、長煙管の火を消して懐ふところへ仕し舞まい、地面に置いた布袋を持ち上げて嵐の手を取る。

「さ、邸てい宅たくへ行こう。あの仔こらが起きてるといいな、遊んでやってほしい。僕は遊び相手が下手だから」

　[image: ]己は瑠璃色の大門をくぐったときも『あの仔らは寝ているかもしれないなぁ』とつぶやいていた。遊君たちのことを言っていると思ったが、違ちがうようだ。

「あの仔たち……？　邸宅っていうのは[image: ]己さまの巣ですか？」

「そんなところかな。〝[image: ]己神将の巣は青せい楼ろう街にある〟──噂うわさは本当だったね」

　悪戯いたずらっぽく笑う[image: ]己は大路から外れ、一見では気づけないような細い道に入っていく。嵐と手をつないだまま表情をあらためた。

「邸宅に出入りしているのは僕と三羽の御お婆ばばだけだ。武将鳳凰はもちろん、青楼街の商あきない鳥や遊君らも存在を知らない。この先、嵐ひとりで邸宅へ行ってもらう日が来ると思う。飛ぶのではなく徒歩で。だから道を憶おぼえてほしい。かなり複雑なんだ」

「はい。どうして歩いて行くんですか？　……朱しゆ真じん鳳凰さまに、知られないため……ですか」

「そう。嵐は聡さといね。朱真鳳凰は遊君を自身の宮きゆう殿でんや玉ぎよつ煌こう朱しゆ宮ぐうに呼び、行こう為いが終われば帰す。青楼街には絶対に来ないし上空を飛ぶこともない。でも油断したくないんだ。邸宅の存在を知られるわけにはいかないから」

　道はどんどん入り組み、石いし塀べいが高くなる。迷めい路ろのような道程を憶えやすくしてくれているのだろう、[image: ]己は先ほどよりもゆっくり歩く。

　嵐は振り返り、天を仰あおいだ。

　高い石塀に切り取られた青空は狭せまく、そこに禽鳥の影かげはない。

「道を憶えました。必ず歩いて行くようにします」

「うん、ありがとう」

　細い道を右へ左へ曲がり、石階段を上り下りして辿たどり着いた邸宅は、青楼のような派手さはないが綺き麗れいで明るかった。

　不思議なことに、青楼街にはいないはずの幼児の可愛らしい声が聞こえてくる。

　[image: ]己が扉とびらを開けると、年配の水鳥が奥から出てきて両りよう膝ひざをついた。

「おかえりなさいませ、[image: ]己さま」

「ただいま。雛ひならは庭にいそうだね？」

「はい。早はよう御顔を見せてやってくださいませ。昨夜も[image: ]己さまはいつ来るのかと、揃そろって賑にぎやかに鳴いておりましたから」

「わかった。これ、市場で買ってきたよ」

　布ぬの袋ぶくろの中を見た水鳥は口くち許もとをほころばせる。

「まぁ立派な桃もも！　雛さまたちが喜びます。でも、ずいぶんたくさん買われたのですね、傷いたんでしまわないでしょうか……」

「大丈夫、この仔が食べるから。明日の朝にはなくなるよ」

　少し恥ずかしい紹しよう介かいのされかたに頰を熱くしつつ「はじめまして、嵐です」と挨拶をする。

　紅こう雨うという名の彼女はとても柔らかな笑え顔がおを向けてくれた。

　[image: ]己は慣れた足取りで邸宅内を進む。小さな庭は手入れが行き届いていて、そこに三人の美しい幼児が遊んでいた。

「あっ！　げいきさまだ！」

　幼児たちは笑顔で走り寄り、[image: ]己に飛びついた。彼らの額に蓮れん花か印いんがあることに、嵐は静かに驚く。

　三羽とも、鳳凰だ──。

「げいきさま！　ずーっと来なかった！」

「ずーっと待ってたんだよ！」

「長いあいだ留守にしてごめんね。今日はきみらの友達を連れてきたんだ。一いつ緒しよに遊んでもらおうよ」

『店には入らないし遊君と過ごすこともない。僕はまだそれをしないとだめか？　嵐がいるのに』──[image: ]己がくれたばかりの大切な言葉を信じているから、同じ蓮花印を持つ四羽の鳳凰は実の親子ではないと、おのずと感じられた。

　育いく雛すう衙が門もんで育てられるはずの鳳凰の雛がなぜ青楼街の最さい奥おうの邸宅にいるのか、事情はあとで教えてくれるだろう。小さな仔と遊ぶことが好きな嵐はしゃがみ、幼児たちと視線を同じ高さにして元気よく挨拶をした。

「はじめまして！　こんにちは。おれの名前は嵐と言います。みんなはどんな遊びが好きですか？」

「ぼく、駆かけっこしたい！　だって、げいきさまは、たまにしか来ないのに、たばこのんで、ごろごろしてばっかりで、いっしょに駆けっこしてくれないから」　>>>♥

「あははっ、じゃあみんなで駆けっこしましょう！」

「えぇー、今の言いかたちょっとひどくないかぁ？」

　林りん檎ごみたいな赤い頰ほおを膨ふくらませる雛の、訴うつたえてきた不満の内容が可愛かわいくて、にこにこしてしまう。いきなり告げ口をされた[image: ]己も眉まゆ尻じりを下げて笑っていた。

　最も幼い少女は、胸が高鳴るまでに美しい。ぎゅ、と嵐の袍ほう服ふくを握にぎって長いまつげを揺ゆらし、小さな声で伝えてくる。

「たかいたかい、できる？　わたし、まだとべないの……」

「もちろんです！　おれ、高い高いがすごく得意なんですよ」

　最も年長の少年は十歳を過ぎているようで、しっかりした口調をしていた。

「私は、弓矢の練習を始めたのですっ。[image: ]己さまみたいな名手になりたくて」

「それはすごいですね！　練習、見たいです。おれにも教えてください」

　仲よくなるのに時間はまったくかからなかった。嵐が捕つかまえる役になって皆でキャアキャア言いながら庭を駆けまわり、幼いふたりを交こう互ごに持ち上げて飛ぶ真似まねを手伝う。

　庭の隅すみに設しつらえられた小さな弓ゆ場ばで練習する少年鳳凰を三人で応おう援えんし、嵐も射法を教えてもらった。その様子を、[image: ]己は石造りの長なが椅い子すに腰こしかけて、長なが煙管ギセルの煙けむりをくゆらせながら見守っていた。

　一時間以上も休まず遊びつづけたからだろう。桃を食べると雛ひな鳥どりたちはすとんと眠ねむりに落ちた。嵐は紅雨を手伝って寝ね床どこを整え、三人にそっと蒲ふ団とんを被かぶせて庭先へ戻もどる。

「遊び相手をしてくれてありがとう。疲つかれてないか？」

「ぜんぜん大丈夫です。おとなしいですし、おれにすごく優やさしくしてくれました。弟や妹たちはこうはいきません」

「ふふ……、あの仔らが何度も声を立てて笑うところを初めて見たよ。一いつ瞬しゆんで雛鳥の心をつかむ……素す晴ばらしい才能だ」

　[image: ]己に促うながされて長椅子に座る。微笑ほほえみ合うふたりのあいだには、どちらが話を切り出しても自然な雰ふん囲い気きがあり、嵐のほうから口を開いた。

「[image: ]己さま、あの仔たちは……？　額に蓮花印があります……」

「うん。まだ幼いのに、少しぞくっとするくらい綺麗だろう？」

　うなずくと、[image: ]己は火皿に残った灰をトンと落として長煙管を懐に仕舞った。

「玉煌朱宮や宮殿に呼ばれて複数の朱真鳳凰と交わった遊君が、青楼街へ帰ったのちに朱しゆ色いろの卵を産むことは、珍めずらしいことではないんだ。三羽の雛は……彼らは、朱真鳳凰と遊君のあいだに生まれた仔らだ。──本来なら離り宮きゆうへ運ばれるはずだった」

「……！」

　驚おどろいたのは一瞬だった。救えなかった雛鳥たちのことを今も夢に見る[image: ]己が、なにもしないはずがない。美しい雛鳥の救済は自然なことだと嵐は思った。

「あの仔こたちが、[image: ]己さまが青楼街に棲すむ理由……」

「そう。僕が離宮から逃にがせたのは玻璃だけだ。ほかの仔は逃がせなかった。何度も機会があったのに」

　[image: ]己は嵐に長い話を聞かせようとしてくれている。語りはじめる前から、声にも言葉にも強い後こう悔かいが含ふくまれていた。

「玻璃を逃がしたとき、僕は九歳だった。そこから三年間は鍛たん錬れんに明け暮れて、十二歳のときに行動を起こした。一度でいいから軍いくさ場ばに行かせてくれと懇こん願がんしたんだ。丹天老君はそれを許した。一日で軍功を挙げることができなければ、瑞郷天へ戻って閨けい房ぼうに入り、丹天老君らの相手をするという条件付きで」

「[image: ]己さま。[image: ]己さまがつらくなるようでしたら、無理に話をしてほしくないです」

「ありがとう、大だい丈じよう夫ぶだ、ちゃんと話せる。嵐には知っていてほしい」

　嵐は伸のびてきた[image: ]己の手を取り、しっかりとつないだ。

「死なれては弄もてあそべなくなるからね、丹天老君は僕に護衛鳥を八羽も付けた。彼らの真の目的は僕に軍功を挙げさせないことだった。僕は護衛鳥を振ふり切って、弓矢で白はく鹿ろくや碧へき馬ばを殺していった。何頭屠ほふったか憶えていない。滾たぎったよ、滅め茶ちや苦く茶ちやに興奮した。これが僕のやりたかったことなのだと」

　ぐっと握りしめられた手を、嵐は強く握り返す。

「朱しゆ真じん鳳ほう凰おうどもの支配欲よくを満たすための美しさなど必要ない、血と汗あせと泥どろに塗まみれて、死と隣となり合わせの場所で瑞郷天を守るために戦うことが、額に蓮花印を戴いただいた己おのれの使命なのだと確信した。僕は四頭の武将麒き麟りんを射殺して──そのとき初めて〝[image: ]己〟を名乗った。以来、離宮には一度も近づいていない」

　突とつ如じよあらわれた十二歳の白金鳳凰が華はな々ばなしい軍功を挙げたことに、軍いくさ鳥どりの士気はかつてないほど高まったが、丹天老君たちは怒いかりに打ち震ふるえていたという。

「閨房に入らず離宮にも戻らなかった僕の代わりに、丹天老君らは数羽の雛鳥を離宮へ運んだと聞いた。僕は彼らを逃がすことができなかった。どうしても離宮に近づけずに……」

　棲み処かがない[image: ]己は青せい楼ろう街に身を寄せ、激げき怒どしていた丹天老君たちは次し第だいに態度を変えていった。

「本当にあきれたよ。怒おこっても僕が戻らないと知ったら次は機き嫌げん取とりを始めた。翌年には仙将の位と、玉ぎよつ煌こう朱しゆ宮ぐうの近くに宮きゆう殿でんが与あたえられたけど、見に行ったことすらない。軍場と青楼街を行き来する暮らしが僕にはとても合っていた。遊君が産んだ朱色の卵に初めて触ふれたのは十四歳のときだ。──鳳凰の卵に接せつ触しよくしたとき、どう行動するかは、瑞郷天に棲む禽きん鳥ちようは皆みなが幼いころから学ぶことだね」

「はい。産さん卵らんした者か発見した者が即そく座ざに朱真鳳凰さまへ献けん上じようする決まりです」

「その通りだ。朱色の卵の献上は鳳凰への忠誠の証あかし。遊君に『僕が献上する』と言って卵を預かり、朱真鳳凰には贋にせ物ものの卵を渡わたし、それは育雛衙門へ運ばれたのちに死卵とされた。朱色の卵は、雛が形成される前に外がい殻かくが割れたり腐ふ敗はいしたりする場合も多いからね、誰だれも疑わなかったよ。約十年のあいだに僕はみっつの贋物の卵を献上した」

「みっつの卵は……あの仔たち……」

「そう。青楼街でいつ産卵があってもいいように、この邸てい宅たくに贋物の卵を用意している。だが僕が軍場へ出ているときに産まれた卵は献上されてしまう。だから瑞郷天にいるあいだはできるだけ青楼街で過ごしたいんだ」

　嵐は、静かに語る[image: ]己の横顔を見つめる。

　美び麗れいな容よう貌ぼうとは結びつかないほど飄ひよう々ひようとしていて、つかみどころのない[image: ]己神将。

　誰にもなにも悟さとらせないと、玻璃も言っていた。

　でも[image: ]己は嵐に本当の姿を見せてくれたと思う。胸きよう臆おくをさらけ出すのは相当の勇気が要いったはずだ。

　彼は、幼い心に深く刻まれてしまった傷を今も抱かかえている。

　誰もが見み蕩とれるほどの綺き麗れいな微笑、その奥に怒りと憤いきどおりを秘ひめている。

　離宮に閉じ込められていた美しい雛鳥がみずから名を変え、強きよう[image: 靭]じんな肉体と精神を持つ白金鳳凰になったのは、連綿とつづけられてきた鳳凰の一族のおぞましい慣習をみずからの手で断たち切るためではないだろうか──。

「[image: ]己さま」

　孤こ独どくも悲しみも憤りも、大切な秘密も、すべてを伝えてくれた[image: ]己の思いに応こたえたい。

　嵐は全力で[image: ]己を守る。

　そして[image: ]己が憂ゆう慮りよなく行動できるよう、嵐も力を尽つくしたい。

　立ち上がり、大きくて綺麗な手を両手で包んで言った。

「どうか、おれにもこの仔たちと邸宅を守らせてください。お願いします」

「うん、頼たのむ。一番上の仔は間もなく十二だ、これ以上、隠かくれて過ごさせるわけにはいかない。機は熟している。もし、なんらかの理由で僕の身動きが取れなくなったときは嵐が──」

　そのとき、急に邸宅の門のほうが騒さわがしくなった。

　紅雨が「[image: ]己さまっ……」と庭先へ駆かけてくる。

「どうした」

「たった今、報しらせがございました。遊君が朱あかい卵を産んだと……」

「──！」

　嵐は緊きん張ちようし、長椅子から立ち上がった[image: ]己は冷静に訊たずねる。

「卵はどの青楼にある？　まだ玉煌朱宮へ運ぶな、僕が先に確かく認にんする」

　慌あわただしく邸宅を出た[image: ]己は、四半時もしないうちに帰ってきた。上着の懐ふところから取り出された卵が眩まばゆいばかりの朱い輝かがやきを放つ。

「初めて鳳凰の卵を見ました。こんなに綺麗なものだったなんて……」

「母堂に似た見み目め麗うるわしい雛鳥が生まれるだろう。だが丹天老君どもの慰なぐさみ者には決してしない。ここで孵ふ化かさせ、武将鳳凰に育てあげる」

　[image: ]己は卵を紅雨に託たくし、奥の部屋へ向かう。

　棚たなから持ち出した木箱の蓋ふたを開けると、[image: ]己と嵐の顔が朱色の光に照らされた。

「これ……、贋物なんですか？」

「贋物だよ。遊君の髪かみ飾かざりや耳飾りを専門に作っていた工こう匠しよう鳥に拵こしらえてもらったものだ」

　疑ってしまうのは無理もない。木箱に入ったよっつの朱い卵は、みずから煌きらめきを放っている。確実に欺あざむくことができると思わせるほど精せい巧こうな作りをしていた。

「紅雨さんに預けた卵と並べたら、おれ、どっちが真物ほんものか見み抜ぬけないです」

「齢よわい百を超こえた瑞郷天一の工匠鳥だったからね……もう亡なくなってしまったけれど。尊老に十四歳の小こ僧ぞうが言うんだ、『遊君らと産卵ごっこをするから朱色の卵を作れ、真物と見み紛まがうくらいのものしか受け取らないぞ』とね。秘ひ密みつ裏りに事を運びたいとはいえ、まことに不ぶ躾しつけな言い草だった。それでも文句を言わず、これほどの佳か品ひんを作ってくれた尊老に感謝してもしきれない」

　微苦笑する[image: ]己は、十四歳のときになにもかもをひとりで考え、ひとりで行動に移したのだろうか。

「腐ふ泥でいを詰つめて中央に小さな焼き石を入れる。朱真鳳凰らが触れて確認するころはまだ温かく、育いく雛すう衙が門もんへ運ばれて数日経たてば冷たくなり、腐泥が漏もれ出してくる」

　小石を火で炙あぶる[image: ]己のそばで、嵐は考える。

　[image: ]己は贋物の卵を持って玉煌朱宮へ行くつもりだろうか。絶対に行かせたくない。産卵した遊君に献上させるのも嫌いやだった。

「よし。これでいい」

　焼き石と腐泥を詰めた卵を布地で磨みがく[image: ]己に、嵐は意を決して言った。

「おれに献上させてください」

「だめだ」

「でもっ、[image: ]己さまが行くのは危険すぎます。もしかしたらその場で卵を割られてしまうかもしれません。[image: ]己さまもそれを心配してるのではないですか？」

「嵐も危険であることに変わりはない。僕は嵐を朱真鳳凰どもに接触させたくないんだ」

「大丈夫です。卵を渡してすぐに帰ってきます。おれを信じてくださってるなら行かせてください。お願いします！」

　[image: ]己は眉み間けんに深い皺しわを刻み、唇くちびるを嚙かむ。

　まぶたを閉じて思案する長い時間を、嵐は黙だまって待った。

　やがて、まぶたが開き、熟考を重ねた赤い瞳ひとみがまっすぐとらえてくる。

「──今回、だけだ……頼む。二度はない」

「はいっ！」

「嵐が狩かりの帰りに見つけたことにしよう。朱真鳳凰らは必ず僕のことを訊きいてくる。そのときは『青楼街にいるはず、邪じや魔まをしたくないので次に軍いくさ場ばへ向かうときに報告する』と答えるんだよ」

「わかりました」

「一刻も早く戻もどってきてほしいが、欺き抜かなくてはならないし嵐の安全を最優先にしたい。おそらく追つい尾びがつく。玉煌朱宮を出たら鷲わしに変容して嵐の屋や敷しきの方向へ飛ぶんだ。途と中ちゆうで降りて、追尾の有う無むをよく確認してから徒歩で戻っておいで」

「屋敷に帰るふりをする、ということですね」

「そう。もし執しつ拗ように追尾されたときは一いつ旦たん屋敷に入ったほうが安全だ。それを見届けた追尾鳥は玉煌朱宮へ戻る。半時ほど待って、夜になれば飛んでここに帰ってくることもできるよ」

「はいっ、玉煌朱宮を出たら、尾行されているかどうかを確認しながら行動します」

「よし……嵐、すまないが飾り帯をほどいてくれないか。卵を見つけたら、なにかで包もうとするよね。狩りの帰りだったら飾り帯しかない」

　嵐は話を聞き終えるより先に飾り帯をほどきだし、卵を包んだ。

　邸宅を出て、手をつないで迷めい路ろのような細い道を歩く。大路へ出るころには空が茜あかね色いろに染まっていた。

　青銅の釣つり灯どう籠ろうに火が入れられていく。宵よいの訪おとずれとともに青せい楼ろう街が目を覚ます。

　次々と入ってくる客で瑠る璃り色いろの大門のあたりはごった返していた。

　[image: ]己が手を放すと同時に抱だきしめてくる。

「大だい丈じよう夫ぶです、すぐ戻ってきますから」

　酒に酔よっている客たちが「お熱いねぇ」と囃はやし立てる。それほどに長い抱ほう擁ようだった。嵐をひとりで行かせたくないという思いが伝わってくる。

「誤算だった、この僕が……。絶対に避さけるべきことだったのに──」

「[image: ]己さま？」

　誤算とはなんだろう。今日、朱しゆ色いろの卵が産まれたことだろうか。

　その誤算は、嵐が卵を献けん上じようすれば解決できる。不安と心細さはあるけれど、[image: ]己の憂慮をひとつ消せることが嬉うれしい。しかし、腕うではほどけるどころか力が強まるばかりで、薄うすく繊せん細さいな作りの卵が割れてしまわないか心配になった。

　嵐はまぶたを閉じ、狩りの帰りを想像する──いつも通る石柱に朱く輝くものがある。

　そして、ぱちっと目を開けて言った。

「[image: ]己さま。おれ、さっき朱色の卵を見つけたんです。こんなこと起きるんだなぁって、すごくびっくりしました！　決まりごとに従って朱しゆ真じん鳳ほう凰おうさまへ献上してきますね。少しだけ待っててください」

　上辺だけの芝しば居いでは絶対に勘かんづかれるから、嵐は本当に卵を見つけたことにした。

　ようやく抱擁を解き、不思議そうにぱちぱちとまばたきをする[image: ]己に、飾り帯を少し捲めくって卵を見せる。

「綺き麗れいでしょう。温かいです。見つけられて本当によかったです。一晩じゅう外にあったら、雛ひなは寒くて寂さみしくて、死んでしまってたでしょうから」

「………。嵐……どうか気をつけて」

　[image: ]己は自身のうなじに触ふれて、放す。

　その手には、薄うす紅べに色いろや碧みどり色いろを有する白金の羽根が一本あった。

「嵐に。お守り」

　いつものように微笑ほほえんで、金の砂子を纏まとう宝玉みたいな羽根を嵐の懐にそっと忍しのばせてくれた。

「ここで待っているよ。ずっと待っているからね、遅おそくなっても焦あせらずに、安全を確認しながらゆっくり戻っておいで。今宵は邸てい宅たくで眠ねむって、夜明けとともに軍場へ飛ぼう」

「はいっ。行ってきます！」

　美しく煌めく白金鳳凰の羽根が胸むな元もとにあるだけで、不安と心細さがすっかり消えた。

　ちょうどいい温かさの卵は、これから時間をかけて冷たくなっていく。嵐は卵を落とさないよう両手で抱だき、玉ぎよつ煌こう朱しゆ宮ぐうへの道を急いだ。

　商あきないを終えた市場を抜ぬけて、朱色の瓦かわら屋根が見えると走りはじめ、大楼ろう門もんの両側に立つ近この衛え鳥に息を切らしながら伝える。

「朱真鳳凰さまにお目通りを願います！　朱色の卵を見つけました！」

　九尊の間ではなく別の部屋へ通された。緊きん張ちようはしているが手足も声も震ふるえていない。

　部屋の中央に立っていると、ふたりの九尊鳳凰と箱を持った朱真鳳凰、そして炎琉が入ってきた。

「丹天老君は休まれている。我らが確認しよう」

「はいっ、お願いします。こちらです！　先ほど狩りから戻るときに見つけました」

　鳳凰の卵の発見は喜ばしいことだ。だから嵐は興奮ぎみに言い、柔やわらかな布が敷しかれた箱の中に贋にせ物ものの卵を移す。

「母鳥は？　猛もう禽きんか渉しよう禽きんか？」

「わ、わかりません……卵だけ落ちていましたので」

　鳳凰たちは順番に卵に触れて温かいことを確認した。炎琉は卵を持ち上げ、凝ぎよう視ししたあと箱に戻して言う。

「[image: ]己はどうした。おまえ、卵のことを言ったのか？」

「いいえ。[image: ]己神将は青楼街におられると思います。お邪魔してはいけないので、次に軍場へ向かうときに報告します」

「おまえはなにも言うな。我らが通達しておく」

「……？　わかりました。失礼いたします」

　少し首をかしげ、そのあと深く辞じ儀ぎして部屋を出た。

　大楼門を抜けて玉煌朱宮から離はなれる。不自然な振ふる舞まいはしなかったと思う。今になって手が震えだす。その手で飾り帯を腰こしに巻いた。

　緊張を解くのは[image: ]己のもとへ戻ってからだ。早く安心させたいという気持ちを抑おさえて鷲に変容し、屋敷の方角へ飛ぼうとしたときだった。

「嵐！」

　名を呼ばれ、びくりとする。

　振り返ったそこに笑え顔がおの父親が立っていた。










　帰るふりをするだけでよかったのに。嵐は雷厳に連れられて屋敷の庭園に降り立った。

「父上、話ってなんですか？　おれ[image: ]己さまの大事な用件を預かってて、これからまた出かけないと──」

「[image: ]己神将には大変失礼だがその用件は待ってもらえ。父の話のほうが極きわめて重要だ」

　雷厳はどすどすと足音を立てて廊ろう下かを進む。

　部屋に入り、向かい合って座ると興奮して言った。

「嵐、よくやった！　嵐は今を以もつて正式な軍いくさ鳥どりとなり、明日より炎琉さまの側そば仕づかえとなる！」

「どういうことです!?」

　耳を疑った。なぜ父親の口から炎琉の名が出るのか、側仕えの意味もまったくわからない。

　雷厳は満面に笑みを浮うかべ、懐ふところから書状を取り出した。

「丹天老君さまの御ご下げ知ち状だ。嵐の軍場における側仕えの働きが評価され、朱真鳳凰さま付きになれたのだ。素す晴ばらしい！　我が一門の誉ほまれだ！　今後もよく励はげめ」

「そん、な……っ」

　頭を強打されたような衝しよう撃げきがあった。

　こんなのはおかしい。しかしそう思うのは嵐だけで、雷厳や家族は息子むすこが華はな々ばなしい昇しよう格かくを遂とげたと喜ぶのが自然だろう。

「これまでの嵐の活かつ躍やくを詳くわしく聞きながら美味うまい酒を飲みたいところだが、明日からはより一層の働きが求められる、今夜は獣じゆう肉にくをしっかり食べてよく休め。炎琉さまはご自身の宮きゆう殿でんへ戻らず玉煌朱宮に留とどまって出しゆつ陣じんの準備をされるそうだ。明日の早朝、炎琉さまをお迎むかえに上がるように」

　[image: ]己と嵐を置き去りにして話がどんどん進んでいく。

　混乱した頭で、それでも懸けん命めいに考えを巡めぐらせる。

　これは[image: ]己から嵐を離すために丹天老君と炎琉たちが仕組んだことだ。

　先ほど会ったばかりの炎琉がなにも告げてこなかったのは、告げて帰せば、嵐がその足で[image: ]己のところへ向かうとわかっていたからに違ちがいない。丹天老君からの下知という形で、あえて父親を介かいし、[image: ]己から離れたこの屋敷で伝えさせた。命令に背そむけば父親に害が及およぶ。嵐は従わざるを得ない──。

「嵐？　どうした？」

「いえ、なにも……。よく休むようにします。父上、失礼します」

　父親の部屋を出て、雛ひな鳥どりたちの部屋へのろのろと向かう。

　弟てい妹まいや甥おい姪めいは手をつないだり、丸くてふわふわの姿で寄り添そったりして眠っていた。しばらく会っていないあいだに少し大きくなった仔こもいる。嵐の気配に気づいて、うっすら目を覚ます。

「あー、……あにうえー」

「どこ、行ってたの……？　あそぶ、やくそくー」

「うん、うん……約束忘れてないよ、またみんなで駆かけっこしような。おやすみ……」

　久しぶりに聞く、たくさんの可愛かわいらしい寝ね息いき。嬉しいのに、寂しい。横たわる気すら起きなくて、雛鳥たちが眠る部屋の真ん中で胡坐あぐらをかいていた。

　深夜になって皆みなが寝静まると、嵐は鷲わしになって飛び、屋や敷しきの瓦屋根に降り立った。

　人に変容し、懸命に背せ伸のびをして見み遣やっても、ここから青せい楼ろう街の灯あかりは見えない。

「[image: ]己さま」

　嵐でも手に取るようにわかる謀ぼう略りやくだ、[image: ]己が気づかないはずがない。

　たぶん、きっと、自分で確かめに行こうとしては踏ふみとどまることを繰くり返したのではないだろうか。青楼で飲んでいる配下の軍鳥に頼たのんで、朱しゆ色いろの卵が届けられたかだけでも確かく認にんしたかもしれない。

『ここで待っているよ。ずっと待っているからね』

　すぐ戻もどると約束した。

　瑠る璃り色いろの大門に、いつまで立っていただろう。

　嵐は戻らないと、いつ悟さとったのだろうか。どんな思いで大門を離れたのだろう。

　なかなか諦あきらめがつかずに、でも邸宅へ向かって足を踏み出す[image: ]己を思い浮かべると、胸が張り裂さけそうだった。

「いやだ……。なんで、いま、離れて……」

　本当なら今ごろは青楼街の最さい奥おうの邸宅で、抱だき合って眠っているはずなのに。

　初うい陣じんの日に大天幕で出会ってから、[image: ]己と嵐は夜ごと一いつ緒しよに眠ってきた。

　最初の夜、[image: ]己はただの戯たわむれで、嵐は騒さわいでばかりのおかしな同どう衾きんだったけれど、それが徐じよ々じよに自然なものになっていって、今ではもう肌はだや羽を触れ合わせていないと眠れない。

　誰だれも寄せつけず、独りきりで過ごす[image: ]己を想おもうと寂さみしくてたまらなかった。

「[image: ]己さま……。[image: ]己さま──」

　美しく煌きらめく白金鳳ほう凰おうの羽根を手に、嵐は一いつ睡すいもせずに朝を迎えた。







　　　　・◇・・・







　軍鳥となった嵐には自身の名が刻印された銀の鎧よろいが与あたえられた。

　だが、憧あこがれていた銀の鎧に喜びを見み出いだせない。

　[image: ]己のそばにいられるなら、見習いのままでもかまわなかった。鎧の色など何色でもよかったのに。

　玉煌朱宮へ炎琉を迎えに行くと、黄金の鎧を着ていた。

　これは真似まね事ごとや戯れで着るものではない。命を賭として瑞郷天を守護する武将鳳凰だけが身に纏まとえるものだ。

「今日の戦果によって朱真鳳凰の出陣が復古するか否いなかが決まる。丹天老君さまは私の軍功と、おまえの働きにも大いに期待しておられるぞ」

「……はい」

　出陣団に[image: ]己の姿はない。炎琉に付いて軍いくさ場ばへ飛び、陣営を経由して戦線へ向かった。

「炎琉さまが到とう着ちやくされました！」

　雨あま燕つばめたちの報告に、数多あまたの軍鳥がどよめきをあげる。

　[image: ]己は人の姿で隊列の最前に立ち、白びやつ虎この大軍を睨にらみつけていた。近くにいるのに、嵐のほうをいっさい見ない[image: ]己が果てしなく遠く感じる。

　ドォン……という爆ばく裂れつ音が鳴って戦せん闘とうが始まり、嘆なげいていられなくなった。朱色の鳳凰である炎琉はひどく目立ち、白虎や兵へい獣じゆうが近づいてくる。

　ふいに、キイッ、キイッ！　という猛もう禽きんたちの警けい戒かいの鳴き声が響ひびき渡わたった。

　敵方の陣列が規則正しく割れ、嵐が初陣のときに見た、あの巨きよ大だいな白虎が姿をあらわす。

「出たぞっ、潘荼羅だっ！」

「散れ！　高く飛べ！」

「今日は珍めずらしい色の鳥がいるな！」

　軍鳥たちが飛ひ翔しようし、羽根が乱らん舞ぶする。潘荼羅が炎琉めがけて猛もう烈れつな速さで駆けてくる。

　涙なみだが出そうなほどに、守護と戦闘の本能が働いた。

「[image: ]己さま」

　嵐は強い軍鳥になりたい。

　身体からだは小さくても、もらった名の通り、嵐あらしを巻き起こしながら飛び翔かける猛禽になりたい。

　嵐が守りたいのは[image: ]己だ。周囲の者にどう見られようと、[image: ]己さえわかっていてくれたら──それだけで、嵐は[image: ]己のためにどこまでも翔られる。

　[image: ]己への想いで胸をいっぱいにして、嵐は叫さけんだ。

「炎琉さま！　飛翔を！」

「くっ……！」

　慣れない鎧の重みに負けたのだろうか、炎琉の飛翔はひどく鈍にぶいものだった。

　嵐は炎琉を逃にがすため、潘荼羅の眼前を右へ左へ、何度も横切った。

「なんだ？　ちょろちょろと目め障ざわりだな」

　潘荼羅の黒い鉤かぎ爪づめを、躱かわしたつもりだった。だが直後に左さ翼よくに激痛が走る。

「うわあぁっ……！」

「嵐っ！」

　名を叫んでくれた[image: ]己のところへ飛びたいのに、翼つばさが言うことを聞いてくれない。白虎の鉤爪で左翼を抉えぐられた嵐は強風に翻ほん弄ろうされる木の葉のように大きく揺ゆれながら落下した。

「おのれ潘荼羅!!」

　[image: ]己が怒ど号ごうし矢をつがえる。「ついに潘荼羅が斃たおれるぞ！」と軍いくさ鳥どりたちが鬨ときの声をあげる。

　しかし放たれた矢は白虎の鎧にすら当たらず空を裂いて見えなくなった。

「白金鳳凰が外した！」

「ばかな！　あり得ないっ」

「はははっ、あの[image: ]己が矢を外したぞ！」

　兵獣の歓かん声せいと笑い声、軍鳥のどよめきと怒鳴り声が交こう錯さくする。

「[image: ]己神将!!　おやめくださいっ！」

　大将鳥たちが止めるのも聞かず、[image: ]己が分身とも言える黄金の弓を捨てた。

　南斗后輝に譲ゆずってもらった大切な弓が、カンッと音を立てて落ちる。その悲しい瞬しゆん間かんが、嵐にも見えた。

「げい、き……、さま……」

　[image: ]己が潘荼羅に襲おそいかかる。白金鳳凰と白虎、巨大な瑞獣同士が嚙かみつき合う。

　舞まう五色の羽根と、白い柔じゆう毛もう。

　キイッ、キイッ──[image: ]己が、聞いたこともない鳴き声をあげる。

「なにやってんだ[image: ]己っ!!」

　烈が黒い巨きよ体たいをぶつけて、潘荼羅が、どう、と倒たおれた。次は烈と潘荼羅が激しく取っ組み合う。

「嵐！　嵐っ！」

　[image: ]己がそばに降り立った。鳳凰は趾あしが穢けがれることをなにより厭いとうのに。

　趾を汚よごさせてしまったことが悲しくて、嵐は力を振ふり絞しぼり、人の姿に変容した。

「[image: ]己、さま……あし……、おれの、肩かたに」

「趾などどうでもいい！　誰か！　嵐を僕の背に乗せろ！」

　すぐさま駆かけ寄ってきた三人の猛禽たちの手で、嵐は白金鳳凰の背に乗せられた。[image: ]己が羽ばたき、戦線があっという間に遠ざかる。

　陣営に着くと[image: ]己は人に変容し、嵐を横よこ抱だきにした。

「救護鳥！　早く！」

　いつの間に戻ってきたのだろうか、炎琉が立ちふさがった。

「それは私の従者だ。勝手な真似をされては困るな」

「黙だまれ！　これ以上邪じや魔ま立だてするなら僕がおまえを殺す！」

　嵐の肌にも伝わってくるほどの怒いかりと気き迫はくだった。その場に固まった炎琉を置いて、[image: ]己は天幕に入ると、梧桐あおぎりの寝ね床どこに嵐を寝かせてくれた。すぐに二羽の救護鳥が手当てを始める。

「傷の状態はっ？」

「命に別状はございません。傷口が長いため出血も多いですが傷そのものは浅いです」

「直ちに縫ほう合ごうします。軍鳥さま、聞こえますか？」

　小さくうなずく。救護鳥の「人の姿を維い持じしてください」という声が聞こえた。濃こい麻ま酔すい煙えんを嗅かがされ、筒つつ状じようの布地を嚙まされる。

「ぐ、うぅっ……！」

「嵐っ！」

　大おお粒つぶの汗あせが噴ふき出るような激痛は最初だけだった。救護鳥たちは手早く傷口を縫ぬって薬草を貼はり、包帯を巻きつけて固定してくれた。

　綺き麗れいな赤い瞳ひとみが間近にある。それだけで、昨日の途と方ほうもない寂しさや、[image: ]己を遠くに感じた悲しさが消えていく。

「ごめんなさい……おれ、[image: ]己さまの、おそばを……離はなれたくないです」

「わかってる。嵐は僕を守るんだろう？」

　周囲の者にどう見られようと、[image: ]己さえわかっていてくれたら──願ってやまなかったことが、形の美しい唇くちびるからこぼれ落ちてくる。

　痛くて苦しいのに、必要以上に戦線を乱したのに、嵐は嬉うれしくなってしまって、[image: ]己の袍ほう服ふくを握にぎり何度もうなずいた。

「そうです……おれが、[image: ]己さまを、お守りするんです。だからこんな怪け我が、すぐ治します」

「いい仔こだ。嵐は強いな」

　嵐にはよく見える。微笑ほほえむ[image: ]己の美び貌ぼうの奥には泣きそうな表情がある。それでも絶対に笑え顔がおを崩くずさない彼の代わりに、嵐はぽろぽろと涙を落とした。

　[image: ]己は血に濡ぬれた手を袍服で拭ぬぐい、嵐の涙を掬すくってくれる。

　そうして救護鳥に「催さい眠みん薬草を」と短く命じた。

「[image: ]己さま……」

「怪我が治るころには僕だけのものだ。約束する。おやすみ、嵐」










　ゆっくりまぶたを開くと、屋や敷しきの自室の天てん井じようが見えた。斬がのぞき込んでくる。

「目が覚めたか？」

「おれ……どのくらい、寝て、た……？」

「丸一日だよ」

　その返事に思わず上体を起こす。数時間だと思っていたのに。

「[image: ]己さまはっ？」

「軍いくさ場ばに残ってるよ、潘荼羅が出つづけてるからね。私も、嵐が目覚めたらすぐ戻もどれと命を受けてる」

「もう痛くない。もう大だい丈じよう夫ぶだからおれも軍場へ戻る」

「なにを言ってるんだ、痛くないのは救護鳥が上手うまく包帯で固めてくれてるからに決まってるだろ。[image: ]己神将から伝言だよ。『歩けるようになってからでいい、青せい楼ろう街へ』って。それだけ言えばわかるってさ」

「ありがとうっ」

「いったいどうなってるんだ？　嵐が怪我してから陣じん営えいは異様な雰ふん囲い気きだ。[image: ]己神将はなにと戦ってる？　どうやら白びやつ虎こじゃなさそうだが」

「うん……。姉上、気をつけて。なにかあったときは[image: ]己さまに、付いて……」

「もちろんだ、軍鳥は百羽いれば百羽とも[image: ]己神将に付く。嵐も気をつけな。猪いのししを狩かっておいたから、外出する前にしっかり食べるんだよ。だいぶ出血したからね」

　斬は、嵐のぼさぼさの髪かみに櫛くしを通しながら言う。

「初うい陣じんのときはどうなるかと思ったが……。ちゃんと軍鳥の顔になってきてるじゃないか」

「姉上、ありがとう。南斗后輝さまにお願いしてくれて。おれを[image: ]己さまの側そば仕づかえにしてくれて、本当にありがとう」

　心からの感謝を伝えると、いつも大将鳥の険しい表情をしている斬が姉の顔になり、優やさしく微笑む。

「怪我を早く治すために休むのも軍鳥の仕事だからね」

　そう言って嵐の髪を束ね、部屋を出て行った。束ねたところに触ふれると、白金鳳ほう凰おうの羽根が挿さされていた。

　また離れ離れになってしまったけれど、眠ねむる前に[image: ]己がくれた言葉が支えになり、三羽の雛ひな鳥どりを守れることが励はげみになる。

　久しぶりの獣じゆう肉にくを平らげ、身なりを整えた。猛もう禽きん以外の禽鳥は獣肉の臭においを怖こわがるから、総ふさ楊よう枝じを使った歯は磨みがきも忘れない。

「飛べる気がするけど……。やっぱりやめとこう」

　少しでも早く治して[image: ]己がいる軍場へ行きたい。嵐は歩いて青楼街へ向かった。

　瑠る璃り色いろの大門をくぐると花か香こうが漂ただよってくる。

「嵐ちゃん、おかえりなさぁい」

「こんにちは！」

「今度うちにも来てちょうだいね」

　最初はわからなかった青楼街の決まりごとにも慣れてきた。二階の欄らん干かんからの声には元気よく応こたえ、大路で会った顔かお馴な染じみの遊君と優しく抱だき合う。

　大路を進んで細い道へ入りかけたとき、禽鳥たちが騒さわぎだした。

「お、おいっ。あれ見ろよ」

「朱しゆ真じん鳳凰さま……？」

　禽鳥たちの会話に驚おどろいて嵐は天を仰あおぐ。四羽の朱真鳳凰が上空を翔かけ抜ぬけた。

「なんで!?」

　朱真鳳凰は青楼街には絶対に来ないと[image: ]己が言っていたのに。鳳凰たちはなにかを捜さがすように頻しきりに旋せん回かいし──邸てい宅たくのほうへ降下していく。

　嵐は入り組んだ道を全速力で走る。閉まっているはずの門が全開になり、玄関へつづく前庭に四人の男が立っているのが見えた。

「この小屋に鳳凰の雛ひなが隠かくれていることが判明した！　出てこい！」

「やめてください！　ここは青楼街です、雛鳥なんかいません！」

　嵐は叫びながら駆け寄り、へたり込んで震ふるえている紅雨を守った。

　四人の朱真鳳凰のうちの一人をよく憶えている。贋にせ物ものの卵を献けん上じようしたとき、箱を持っていた鳳凰だ。不敵な笑みを浮かべ、袍服の懐ふところに手を入れる。

「丹天老君さまは三羽の雛が隠れ棲すんでいると把は握あくしておられるぞ。産み落とされたばかりの卵がこの小屋にあることもな」

「──!!」

　ヒュッと喉のどが鳴る。嵐は眦まなじりが裂けそうなほど瞠どう目もくした。

　朱真鳳凰の懐から出てきた贋物の卵は割られて欠片かけらになってもなお朱色の光を放っていた。

「丹天老君さまの御ご慧けい眼がんは卵が[image: ]己による工作物であること、彼奴きやつが青楼街のどこかで雛を囲っていることを見抜かれた」

　[image: ]己が作った卵は完かん璧ぺきだった。邸宅と雛鳥たちの存在が知られたのは欺あざむききれなかった嵐のせいだ。

　過失の大きさに身体が震えだす。それでも嵐は足腰に力を込め、邸宅へ入ろうとする朱真鳳凰たちを、両りよう腕うでを広げて阻そ止しした。

「ここは[image: ]己神将の私し邸ていです。[image: ]己神将の許可なくお通しするわけには参りません」

「三羽の雛はいずれ離り宮きゆうへ運ぶ。丹天老君さまは、平然と贋物の卵を差し出し、我ら瑞ずい獣じゆうを愚ぐ弄ろうした不敬者の捕縛と断罪を強くお望みだ」

「………」

　いま抗あらがえば邸宅に入られる。嵐が捕とらえられたら、わずかな時間だけでも朱真鳳凰を離すことができる。そのあいだに遠くへ逃げて、助けが来るまで凌しのいでくれたら──嵐は、涙を流しつづけている紅雨に一瞬だけ目配せをして、両腕を下げて服従の意思を示した。

　足首に鎖くさりが付いた枷かせを嵌はめられる。男が朱色の鳳凰になって鎖をつかみ、飛ひ翔しようする。

「なにをしている。さっさと飛べ」

「……っ」

　鷲わしに変容して羽ばたくたび、左翼に生じる激痛がびりびりと全身へ広がった。青楼街から玉ぎよつ煌こう朱しゆ宮ぐうまでの短い距離で息が上がる。人の姿になって殿でん廊ろうをよろめきながら歩き、九尊の間へ連行された嵐は、辰しん砂しやの床ゆかにへたり込んだ。

　玉座に座る丹天老君がゆっくり立ち上がる。

　また南斗后輝の姿がない。あと五人いるはずの九尊鳳凰も三人しか揃そろっていない。ここにいる二十人近くの朱真鳳凰は丹天老君の閥ばつに属する者なのだろう。

　ぱち、ぱち、と扇おおぎの音を立てながら丹天老君が近づき、見下してくる。嵐は左肩の傷口を押さえて言った。

「どう、して……卵を割ったんですか。もし真物ほんものだったら、大切な命が……」

「[image: ]妃と癒ゆ着ちやく関係にあるおまえが偶ぐう然ぜん卵を発見したように装よそおうのは無理がある。たとえ真物であっても支障ない、鳳凰の卵はこの先も次々と産まれるのでな。──余は回顧したのだ、過去十数年のあいだに[image: ]妃は卵をみっつ差し出している。いずれも死卵の記録があった。偶然ではあるまい？」

　命を軽んじる丹天老君の、[image: ]己への執念深さに背筋が寒くなる。

「よもや[image: ]妃が斯か様ような小こ童わらわに執心しようとは」

　嵐の髪に挿した白金鳳凰の羽根を扇で揺ゆらし、にたりと嗤わらう。

「[image: ]妃め、長きにわたり余を謀たばかった罪は重いぞ。[image: ]妃とおまえと、互たがいに犯おかされつづけるさまを見せてやろう、孔あなが壊れるまでな」

　なおも[image: ]妃と呼ぶ丹天老君に、その下劣を極めた発言に、嵐の中の恐怖が怒いかりに変わった。

〝禽鳥を母親に持つ鳳凰は誰もが朱真鳳凰の慰なぐさみ者になり得る〟というのが、数万年かけて精神と本能に刻み込まれてきた慣習らしいが、それが正当だと信じている丹天老君に憐あわれみさえ覚える。

　バシッと扇をはたき、老齢の朱真鳳凰を睨にらみ据えて言った。

「[image: ]己さまは絶対に捕まったりなんかしません！　[image: ]己さまはおれがお守りします！　[image: ]己さまには指一本触れさせない。[image: ]己さまは必ず鳳凰の一族の──」

「[image: ]己、[image: ]己とやかましい！　おまえごとき矮わい小しようが、この身でどう守るというのだ？」

　扇が傷口に当てられる。凄すさまじい力で抉えぐられ、火がついたような激痛に襲おそわれた。

「ぐ、うぅっ……！」

「孔が壊れたのちは捥わん翼よくの刑に処して下界へ堕おとしてやる、[image: ]妃諸もろ共ともにな！」

　嵐はかたくまぶたを閉じて懸けん命めいに耐たえる。[image: ]己が抱かかえる心の痛みを想おもえば、この激痛は耐えられる。

　そのとき、宮中が騒がしくなった。

　悲鳴や怒号ではない。命婦鳥や高官鳥たちの「まぁ、皆さま揃われて……」「おぉ、壮観だな」という感嘆の声が九尊の間に届く。

　直後、耳をつんざく音を立てて九尊の間の窓が大破した。

「なにごとだっ!?」

　パリンッ、カシャンッという硝子ガラスの砕くだける音と朱真鳳凰たちの叫さけび声が混ざり合う。

　傷口から扇が離れて、まぶたを開いた。

　目の前を、金の砂子がきらきらと煌きらめく。

　嵐の瞳が、白金、薄うす紅べに、黄、紫むらさき、碧みどりに染まる。

「[image: ]己さま！」

　白金鳳凰は鋭するどい鉤かぎ爪づめのある趾あしで丹天老君を蹴けり飛ばした。

　そうして小型の瑞獣になり、そっと右肩に止まってくる[image: ]己を、嵐はぎゅっと抱きしめる。

「[image: ]己さまっ……」

「嵐っ、許してくれ、怖い思いをさせたね」

　優やさしく言って嵐を包み込んでくれたけれど、美しい翼羽は怒りに逆立っていた。

　若い朱真鳳凰たちがすぐさま駆け寄り、丹天老君が身を起こす。

「おのれ[image: ]妃っ、逆ぎやく賊ぞくめ！」

「賊徒はどちらか!?　かけがえなき禽鳥を殺傷する行為、どうあっても許しがたい！　瑞郷天に仇あだなすも同じ、我ら武将鳳凰は断じて看過しない！」

　壊れた窓から入ってきた武将鳳凰の青牙や宗煕や鸚涼が、九尊の間を飛びまわって朱真鳳凰を押さえつけていく。

「逆賊どもを捕とらえよ！」

　丹天老君の一声で大勢の近この衛え鳥があらわれる。[image: ]己は人に変容して嵐を背に隠し、矢を次々と放った。荘そう厳ごんで絢けん爛らんを極きわめた空間に数多あまたの羽根が乱らん舞ぶする。

　ふたたびバリンッと窓が大破して巨大な黒鳳凰が飛び込んでくる。

「朱あかい鳳凰どもと近衛鳥はおれらがやる！　[image: ]己っ、爺じじいを仕留めろ！」

　烈だけが遅れて入ってきた理由を、嵐は正しく把は握あくした。鎧がい甲こう衙が門もんに寄ってくれたに違いない。烈の背には鎧よろいを持った玻璃が乗っていた。

「嵐、これを使って！　嵐の翼が動くようにと願いを籠こめて磨いたよ！」

「玻璃さんっ、ありがとうございます！」

　投げ落としてくれた鎧は嵐の名が入っていて、銀色の星ほし屑くずを纏まとうような素す晴ばらしい輝かがやきを放っていた。

「オラアッ！　死にたくねえ奴は隅すみでおとなしくしてやがれっ！」

「心得た！　邪魔者を隅へ！」

　玻璃を九尊の間の出入り口におろした烈が暴れだす。戦闘に慣れていない朱真鳳凰は、青牙たちによって玉座の隅へ追いやられた。

　嵐は今こそ[image: ]己を守り抜く。銀の鎧を着て鷲わしに変容し、羽ばたいた。

　翼に痛みはない。小さな旋風を巻き起こしながら飛ひ翔しようした。

「く……っ、目め障ざわりな──」

　巨きよ大だいな朱真鳳凰になろうとする丹天老君めがけて飛び、眼前でバサバサッと羽ばたきを繰くり返して変容を阻そ止しする。　>>>♥

　[image: ]己の、意を決した声が聞こえた。

「嵐っ、充分だ、離はなれてくれ！」

「はいっ！」

　嵐は風を切って旋回する。[image: ]己が赤眼をかっと見開き、黄金の弓を引き絞しぼる。

「朱真鳳凰の悪あしき因習を抱えて逝ゆけ！」

　弓ゆ弦づるの弾ける音が九尊の間に響き渡る。

　[image: ]己と、離り宮きゆうで息絶えた雛鳥たちの念が籠こめられた矢は丹天老君の左胸を貫つらぬいてもなお威い力りよくを落とさず、その体たい軀くを壁かべに縫ぬいつけた。







　　　　・◇・・・







　九尊の間での動乱からわずか四日後の夜──嵐は陣営の天幕で、仰ぎよう臥がする[image: ]己に跨またがっていた。

　嵐は戦線へ出ていないが[image: ]己は白びやつ虎ことの激闘を終えた直後である。

「[image: ]己、さまっ……なんで、おれたち……？」

「なぜって、嵐はまだ肩が完治していないだろ？　この体位なら肩に負担がかからないと思って。早く覆おおい被かぶさって貪むさぼり愛したいけど、大だい丈じよう夫ぶ、僕ちゃんと我が慢まんできるから」

「貪りっ……？　ちがいます……その話を、してるわけでは」

「僕らが軍いくさ場ばにいるのは此こ度たびの悶もん着ちやくのあいだに白虎どもに縄なわ張ばりを奪うばわれたからだ。連続して潘荼羅が出たとはいえ、数日でこうも形勢が傾かたむくとは。原因は己おのれにあるからこそ腹立たしい。必ずや冬が来る前に奪だつ還かんし、且かつ境域を広げる」

　瑞郷天を統すべる瑞ずい獣じゆうらしい硬い口調で答えた[image: ]己は、しかしにこにこ笑っている。[image: ]己が嵐の前で作り物の笑え顔がおをすることはもうないと感じられて、愛いとしさが募つのる。

　──動乱から三日間、[image: ]己は眠ねむるいとまもないほど目まぐるしく行動した。

　禽鳥を殺害しようとした丹天老君を捕らえ、自身が玉座に就ついたことを瑞郷天じゅうに宣明する。

　九つあった玉座を五つに減らし、〝一いち武ぶ四し賢けん〟とした。

〝一武〟となった[image: ]己は離宮の取り壊こわしを即そく座ざに決定する。勢いのまま九尊の間までなくそうとして、嵐は内心はらはらしたが、それを止めてくれたのは南斗后輝だった。

『断たち切るのは悪しき因習だけでよい。瑞郷天を連綿と支えてきた空間じゃ、玉座は残せ』

　新たに〝四賢〟の名を戴いただいた南斗后輝の助言を[image: ]己は素す直なおに聞き入れた。

　嵐も忙いそがしく働く。

　[image: ]己の許可を得て真っ先に向かったのは離宮だった。暗く湿しめった建物の中には四羽の雛ひな鳥どりがいた。抱だき上げた四羽は青白い肌はだをしていたが衰すい弱じやくはしておらず、嵐は安あん堵どする。

　従事経験がある玻璃の協力を得て、離宮から救い出した四羽の雛と、青せい楼ろう街の邸宅で育てられていた三羽の雛と朱しゆ色いろの卵を育いく雛すう衙が門もんへ移り棲すませた。

　そうして、動乱の翌日に軍場へ戻もどった烈たちを追ってきたのだが──。

「これでも遅おくれてしまった」

　不満そうに眉まゆ根ねを寄せる[image: ]己に、嵐は訊たずねた。

「どうして[image: ]己さまたちはおれが九尊の間にいるとわかったんです……？」

「あのとき僕は相当怒おこっていたからなぁ。戦線にも戻らず陣じん営えいを我が物顔で歩いている炎琉を見て、痛めつけたくてたまらなくなったんだ。でもあいつ、ちょっと突ついただけでひんひん泣いて、訊きいてないことまでぼろぼろ泥どろを吐はいてね。なんとも痛めつけ甲が斐いのない奴やつだった。まぁ、そのおかげで僕らは間に合ったんだけど。嵐がなにかされてたら僕が凶きよう禍か鳥になってたよ。いやぁ、本当によかったよね」

「………」

『[image: ]己神将のことがぜんぜんわかりません』──泣きながら玻璃に縋すがった日が遠い過去のように思われる。

　[image: ]己はとてもわかりやすい。彼は、嵐や遊君や雀すずめたちには真物の優やさしい笑顔を向ける。そして嫌きらいな者にも平気で笑顔を向け、冷れい酷こくな仕打ちをする。

　絶世の美び貌ぼうに笑みを浮うかべて恐おそろしいことをぺらぺら話す白金鳳ほう凰おうは、いったい炎琉のどこを突いたのだろうか。

　九尊の間での動乱より数時間後、自力で飛べず轎かごに乗って瑞郷天へ帰ってきた炎琉は、以来、私室の寝ね床どこから出ていないと聞いた。見み舞まいへ行って励はげましたいけれど、[image: ]己は絶対に許してくれないだろう。

「冗じよう談だんでは済すませられないね」

　[image: ]己は表情をあらためて上体を起こし、嵐の腰を優しく抱いた。

「丹天老君が嵐を炎琉に付けたことに僕は激怒していたし、嵐が負傷して瑞郷天へ戻ることになってひどく焦あせった。丹天老君は必ず嵐を攫さらい傷つける。だから炎琉を捕とらえて洗い浚ざらい吐かせ、軍議を開き、雷厳や斬たちに戦線を託たくして、武将鳳凰は全羽が帰き還かんした。あと少し遅れていたら本当に取り返しのつかないことになっていた。嵐を巻き込みたくなかった……僕のせいだ、どうか許してほしい。恐ろしい思いは二度とさせないと誓ちかう」

「[image: ]己さま、謝らないでください。おれは平気でした。朱しゆ真じん鳳凰が邸てい宅たくに来たときは怖こわかったですけど、九尊の間に連れて行かれても怖くなかったんです。自分でもすごく不思議で……[image: ]己さまは軍場にいるとわかってるのに、でもなぜか、来てくださるような気がしたんです」

　嵐は、かつて九つあった玉座の中央に君臨していた朱真鳳凰を思い起こす。

　あのとき、九尊の間にいた誰だれもが丹天老君の死を見た。

　しかし[image: ]己が放った黄金の矢は心臓からわずかにずれた左胸を貫き、肩を砕くだいていた。おそらく飛翔はもう叶かなわない。

　丹天老君にどれほど怨えん恨こんと憎ぞう悪おを抱いていても、[image: ]己は命を奪うことを踏ふみとどまった──嵐はそう考えた。しかし思い直す。

『九尊の地位に驕おごり、守護すべき禽きん鳥ちようを殺あやめようとするなど断じて許しがたい。直ちに淵えん昏こん巌がん窟くつへ連行せよ』

　いっさいの躊ちゆう躇ちよなく言う[image: ]己と、顔を歪ゆがませ血走った眼めで[image: ]己を睨ねめつける丹天老君。

　嵐は考える。悪しき因習を抱かかえて絶命するのと、地底のように暗い場所を這はって生き永らえるのと、果たしてどちらが丹天老君にとって救いなのか──。

　動けない丹天老君は軍いくさ鳥どりたちによって檻おりの中へ入れられた。

『すぐ戻る。──玻璃、すまないが嵐を医師鳥のところへ連れて行ってくれ』

『わかった』

『おれは大丈夫です。ここで[image: ]己さまをお待ちしています』

　檻を運ぶ軍鳥とともに飛んでいく[image: ]己を見つめていると、隣となりで、コツ、と踵かかとが鳴った。

　嵐は、人の姿に変容して腕うでを組む烈を見上げて訊ねた。

『烈天将。[image: ]己さまは、わざと矢を外して……』

『いや、外したんじゃねえ。心臓すれすれのところに鏃を入れて肩を貫くように計算して射うった。おれなら一いち撃げきで息の根を止めてやるけどな。[image: ]己は爺いを生殺しにして苦痛と屈くつ辱じよくを与あたえつづけると最初から決めてたってことだ。ほんと妖よう魔まみたいな奴だぜ。──ま、おれと玻璃は棲み処かにしたことあるが、そこまで悪くなかったぞ、ちょっと暗くて狭せまいだけだ』

　玻璃は困ったように笑っていたけれど、烈の言葉は噓うそではないから、ほんの少しだけ心の重みが軽くなった気がした──。







「──あっ。[image: ]己、さま」

　腰に宛あてがわれている手がするすると動く。下衣越ごしに茎くきをぎゅっと握にぎられて、嵐は追つい憶おくをやめた。

「な、なにするんです」

「なにやら余計なことまで思い出してそうだったから。僕に集中してほしい。嵐は僕を守ってくれるんだろう？」

「はいっ」

　[image: ]己が〝一武〟として統治者の地位に立ったことを瑞郷天じゅうの禽鳥が歓かん喜きし、祝い、各所で宴うたげが開かれるほどだった。しかし若い朱真鳳凰からの反発は根強く残っており、長く困難な折せつ衝しようがつづく。これまで以上に危険がつき纏まとうから、[image: ]己を守りたい気持ちは強くなるばかりだった。

　当の[image: ]己はなにごとにも動じない。これまでと変わらず飄ひよう々ひようと言う。

「僕、わりと長生きすると思うんだよね。嵐もそのつもりでいて。盾たてになって死ぬなど絶対に許さない」

「はいっ。約束します。おれは[image: ]己さまをお守りします！　でも盾になって死ぬことは絶対にありません」

　心からの誓いを伝えると、[image: ]己は安堵したように微笑ほほえむ。

「嵐……」

　甘い声で名を呼ばれ、赤い瞳ひとみにねだられて、身体からだがうずいた。

　丹天老君の謀ぼう略りやくによって引き離された夜から今日まで、触れ合う時間がほとんどなかったから、嵐も早く[image: ]己が欲しい。

　互たがいに服を脱ぬがせて裸はだかになる。どちらの陰いん茎けいも硬く立ち、先せん端たんから透明の体液を漏もらしていた。

「脚あしを広げて。僕と嵐がつながるところをよく見せて」

「ぅ……、[image: ]己さま、は……ずるいです」

　嵐はもうなにも拒こばめない。たまらなく恥ずかしいそれにも応こたえたくなってしまう。

「ぁ、あ」

　先走りを塗ぬり込まれるだけで後こう孔こうが簡単にほころんだ。[image: ]己は嵐に自身の陰いん茎けいを握にぎらせ、見えやすいように両りよう肘ひじをつく。

「は……ぅ」

　強い羞しゆう恥ちに惑わく乱らんしながらも開脚し、恐おそる恐る腰を落とした。

　大きく張り出した亀頭に、太い茎に、襞ひだが広げられていく。結合部に視線がねっとりと絡からみついてくる。

「──あ……あぁっ」

　逞たくましい腰と自身の尻しりが密着した瞬しゆん間かんに、嵐は白い蜜みつを勢いよく飛ばした。

　[image: ]己が腹に撒かれた精液を掬すくって舐なめる。また掬ったものを、ぴんと広がりきった孔あなのふちに塗り込んでくる。あまりにもいやらしい感触に、嵐は涙目になって訴えた。

「それ……恥ずかしい、です」

「出し入れしやすくなったよ。……してほしい」

　大きな動きは難しいから浅くくわえて、先端から茎の中ほどまでをぬぷぬぷと抜き差しした。[image: ]己の腰も次し第だいに揺ゆれはじめる。くちゅっ、くちゅっ、と濡ぬれ音が立ち、淫みだらな摩ま擦さつが速くなっていく。

「あっ、あ……、ん」

「……嵐っ」

　息いき急せき切った[image: ]己が上体を起こして胡坐あぐらをかく。嵐は広い肩かたに両腕をまわし、美しい五色の羽に指を埋うめた。尻の丸みをつかまれ、上下に揺らされる。

「やっ、ぁっ」

「達いく、あぁ、嵐……、──っ！」

　ぱんっ、と濡れた肉のぶつかる音がして、長ちよう軀くがぶるりと震ふるえた。腹の奥に濃のう厚こうな精液がどぷどぷと放たれていく。

「[image: ]己、さまっ……多、ぃ……」

「ん……。あと少し……」

　腰をゆるりとまわす[image: ]己が唇くちびるを寄せてくる。いつも舌を入れて口の中を気持ちよくしてくれるけれど、待ちきれずに嵐はみずから舌を差し出した。

　対面座位のまま、舌同士を擦こすり合わせ、絡ませる。[image: ]己に乞われて舌をしゃぶり、嵐は舌を強く吸われて、唇を深く食はみ合わせる。そのあいだにも小刻みに精液を放っているのが感じられた。

　やがて[image: ]己がつながりをほどき、体位を変える。左肩の傷はほとんど痛まないけれど、右肩が下になるよう、そっと寝ねかせてくれた。梧あお桐ぎりの褥しとねに向かい合って横たわり、呼吸が落ち着くまで互いの身体を愛あい撫ぶしながら見つめ合う。

　嵐は、[image: ]己が持つ瑞郷天一の絢けん爛らん美び麗れいさよりも、優しさと強さに惹ひかれてやまない。

　そして、彼が胸のうちに宿すほんの少しの弱さがたまらなく愛いとしかった。それは誰もが秘ひめているもので、[image: ]己が嵐だけに見せてくれるものだと思う。

「嵐」

　背を撫なでていた大きな手が腕を伝い、嵐の手を取る。

　[image: ]己は長い五色のまつげを伏ふせて、指先に口づけ、厳おごそかに言った。

「嵐。どうか僕だけの仙せん華が一いつ枝しに」

「──はい。[image: ]己さま」

　喜びで胸がいっぱいになり、声が詰つまりそうになる。でも想おもいを伝えたくて、嵐は唇を動かした。

「いつでも翼つばさを休められるように、ずっと[image: ]己さまのおそばにいます。ずっと──」

　柘ざく榴ろ石いしのように美しい瞳が煌きらめく。泣きそうな、幸せに満ちた笑えみを浮うかべる[image: ]己に、嵐も笑顔で応えた。

「あ……」

　[image: ]己が嵐の片脚を取り、自身の腰に絡ませる。熱い陰茎がなめらかに最さい奥おうまで入ってくる。

　そうしてふたりは甘い律動に溶け合っていく。

「あっ。あ……[image: ]己さま……」

「嵐ラン……、僕の嵐──」










　鳳ほう凰おうの一族に変革を齎もたらした[image: ]己はのちに〝白はつ金きん帝てい〟と呼ばれ、神しん仙せん界かいの歴史に名を残す。

　軍いくさ場ばで黄金の鎧よろいを輝かがやかせる白金帝の傍かたわらには、銀の鎧を纏う仙華一枝・嵐の姿が常にあり、彼らはやがて〝金銀比ひ翼よく〟という名の伝承となった。　>>>♥








あとがき






　こんにちは。鴇とき六む連つらです。このたびは『白はつ金きん鳳ほう凰おうの愛いとしい勇鳥ゆうしや』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　今作は『黒鳳凰の愛する小鳥』のスピンオフ作品です。

　読者の皆みなさまより「[image: ]げい己きが気になります」「[image: ]己のお話が読みたいです」という御お声こえをたくさん頂ちよう戴だいし、白金鳳凰の物語を綴つづることが叶かないました。これほど嬉うれしいことはありません。本当にありがとうございます！

　飄ひよう々ひようとしながらも鬱うつ屈くつや心の傷を抱かかえる[image: ]己が、太陽みたいに朗ほがらかで温かい嵐ランに救われるお話になりました。

　嵐は可愛かわいいだけでなく猛もう禽きんらしさもあって、服装も髪かみ型がたも想像を遥はるかに上まわる素す晴ばらしさです。腰こしの小さなポシェットは羽は純すみハナ先生がつけてくださいました！　中にはなにが入っているの……？　おしゃれだなぁ、可愛いなぁ～。

　そしてカバーイラストを拝見したとき、[image: ]己を創つくり出して本当によかった、〝神しん仙せん界に棲すむ瑞ずい獣じゆうはみんな好色〟という設定にしてよかったと、心から思いました。こんなにも美び麗れいなのに雄お々おしくて強きよう[image: 靭]じんで、悪びれる様子もなく「僕、スケベ大好き。気持ちいいこと大好き」と公言なさる白金鳳凰さま、最高ですね。

　羽純先生、大変お忙いそがしい中、貴重なお時間を割さいていただきありがとうございます！

（今作の刊行にあたり、羽純先生、今作からお世話になっている担当Ｔさま、校正・校こう閲えつ関係者さまに多大なご迷めい惑わくをおかけしました。申し訳ございません。）







　お尻しりを狙ねらわれつづけている攻せめというのはオイシイ──もとい、珍めずらしいですよね。媚び薬やくを飲ませてピンチに陥おちいらせようかしら、などと考えたのですけれど（悪い作者）、[image: ]己はただの攻ではなく〝ゴリゴリの攻〟ですから、「ははは。一昨日おとといおいで」と追い返されました。

　嵐と出会い、特別な感情を抱いだいてしまったことを「誤算だった」と嘆なげいていましたが、そんなことはありませんよね。彼の場合、ひとりで丹たん天てん老ろう君くんを失しつ脚きやくさせ離り宮きゆうを壊こわす悲願を成じよう就じゆしても、あとから更さらなる孤こ独どくに陥りそう……。嵐という愛しい存在がそばにいるからこそ、[image: ]己はこの先〝一武〟として、やがては白金帝ていとして名を残すまでに活かつ躍やくしていけるのだと思います。




　やんごとなき御おん方かたたちとは無む縁えんの暮らしをしてきた嵐は、軍いくさ鳥どりという地位に就ついたあとも大衆鳥の感覚を持ちつづけながら、玉ぎよつ煌こう朱しゆ宮ぐうの中で上手うまくやっていきます。市場や青せい楼ろう街へ行くのはこれまで通りで、[image: ]己の書簡を持って公く卿ぎよう鳥のところへお使いに行くようになったり、若い朱しゆ真じん鳳凰たちのことも毛け嫌ぎらいせずにきちんと接したり。（後者は[image: ]己が許しませんけれど……。）

　ほかにも、[image: ]己に「美君の宮きゆう殿でんへ行って御お小言を聞いてきてくれ」と頼たのまれて「えーっ、またですか？」なんて……南なん斗と后こう輝きさまは嵐が来ると嬉しくて、お茶して終わってしまいます。嵐は烈れつと一いつ緒しよに狩かりへ行くようにもなります。にこにこ笑って「行ってらっしゃい」と見送る玻は璃りの隣となりで、ものすごくショックを受けている[image: ]己の姿が目に浮うかびますね。

　そんなふうに何気ない日々を過ごしたり軍いくさ場ばで戦ったりして永い時を共に生き、天命を全まつとうして、数千年が経たったころ「かつて〝金銀比ひ翼よく〟と呼ばれた白金帝と仙せん華が一いつ枝しがおってな」と語られるのです。（ロマン……。）







　瑞ずい郷きよう天てんに棲む鳳凰と禽きん鳥ちようたちの物語は今作で終劇となります。さっ、寂さみしい……！

　またいつか書くことができれば素す敵てきだな、と神仙界に思いを馳はせつつ……あとがきの最後に、あらためて皆さまへ御お礼れいを申し上げます。ここまで読んでくださり本当にありがとうございました！

　ブログのほうに掌しよう編へんを置いています。ぜひお立ち寄りください。お待ちしております。





二〇二〇年　一月　　　鴇　六連


















電子書籍特典　書き下ろし短編

『多忙な白金鳳凰の愛の巣づくり』







　玉煌朱宮で南斗后輝や公卿鳥たちと政務を執り行い、軍議に参加し、離宮の取り壊しと玉座の間の修復に立ち会う──〝一武〟となって約一か月、[image: ]己は軍場でも瑞郷天でも休みなく働いていた。

　定まった棲み処がない[image: ]己と、彼の〝仙華一枝〟である嵐は、今も青楼の一室に寝泊まりしている。青楼街の最奥にある邸宅は引きつづき紅雨たちが棲み、年を重ねた遊君や体調を崩した遊君の拠り所に姿を変え、[image: ]己は嵐を邸宅の守護役に任命してくれた。

　[image: ]己が政務に勤しむあいだ、嵐は近くで彼を守ったり、書簡を各所へ届けたり、育雛衙門へ行き、邸宅と離宮から移り棲ませた雛鳥の様子を見たりする。短い時間だが屋敷へ立ち寄って弟妹や甥姪と遊ぶこともできた。

　軍場では毎日のように戦線が動き、武将鳳凰と軍鳥たちは白虎に奪われた縄張りを少しずつ取り戻している。

　──その日の朝、陣営の天幕で嵐が武器の準備をしていると、バサッと布地のはためく音がして出入り口が勢いよく開いた。軍議用の大天幕から戻ってきた[image: ]己が口早に言う。

「軍議は終わり。嵐、帰還するよ」

「えっ、帰るんですか？　出陣しないんですか？」

「うん、今日は神将も天将も大将鳥も多くいるからね、皆に任せた」

「わかりました。ちょっとだけ待ってください、すぐ支度します」

「武器は天幕に置いたままでかまわないから。鷲に変容して、早く乗って」

　この約十日間、[image: ]己はひどく落ち着きがない。武将鳳凰や軍鳥が「どうしたんだ？」と気にするほどだった。多忙を極めているせいだろうか。そして不思議なことに、嵐まで理由もなくそわそわしてしまっていた。

　左肩の怪我は完治して戦線にも出ているけれど、長い距離を飛ぶとき、[image: ]己は嵐を背に乗せたがる。嵐は今日も白金鳳凰のふわふわの羽毛に埋もれて瑞郷天へ帰った。

　鎧を預けに行った鎧甲衙門に玻璃の姿はなく、梟の師匠衆が「黒鳳凰の休息に合わせて小鳥も休みを取ってるぞ」と教えてくれた。沐浴と着替えを済ませた[image: ]己は玉煌朱宮と別の方向へ飛ぶ。

「[image: ]己さま、どこへ行くんです？」

「この僕が……おかしい。……本能とはまことに恐ろしい」

「？」

　ぼそぼそとつぶやく[image: ]己が人の姿になって着地したのは、白い壁と瑠璃瓦が美しい大邸宅だった。

　広い庭は手入れが足りていないようで、枝葉や雑草が自由に伸び、小道の先には瑠璃瓦と白い柱の四阿がある。深緑色の袍服を着た烈が、四阿のほうからこちらへ向かって歩いてくることに嵐は驚いた。

　烈は抜いた雑草を手際よくひとつに束ねて、ばさっと足元に落とす。

「よう。ひとまず四阿のまわりだけ整えたぜ」

　嵐は驚いたまま辞儀し、[image: ]己も意外そうな声を出した。

「なにしてるんだ……？　窓をすべて開けて風を通してくれと、僕は玻璃に頼んでおいたんだが」

「おれが愛の巣づくりを手伝ってやる、おまえ作るの絶対下手だから」

「失敬だな。なぜ下手と言いきれる？」

「天幕の中が散らかってるからだよ。よくあんな萎びた寝床で寝てたよな」

「僕の天幕は綺麗だぞ？」

「綺麗にしてるのは嵐じゃねえか」

　むっとする[image: ]己の隣で嵐は目を限界まで見開き、大きく開けた口を「あ」の形にした。

　──あ、愛の巣……！

　一瞬で熱くなった頰を両手で覆う。でも納得がいった。先ほど[image: ]己がつぶやいた『本能とはまことに恐ろしい』の意味も理解できた。

　想いを通じ合わせた禽鳥が巣づくりの本能に駆られるのは至極当然のことで、近ごろの[image: ]己らしからぬ落ち着きのなさも、嵐が妙にそわそわしているのも、営巣本能が満たされていないからだった。

「あのっ、おれも巣づくりしたいです！」

　照れくささよりも禽鳥の本能のほうが遥かに勝って、大声をあげると、言い合いをしていた[image: ]己と烈が揃って高いところから見おろしてくる。

「嵐、きみが入ると話が少々ややこしくなる」

「玻璃と茶でも飲んでろ」

「えーっ！　[image: ]己さま、ずるいです！　おれも最近ずっとそわそわしてて──」

「ずるいって、なにが……──ちょっと、こら、じたばたしないで四阿の椅子に座ってなさいっ」

　逞しい腰にしがみついて地団駄を踏む嵐と、嵐を引き剝がそうとする[image: ]己と、「早く始めようぜ」と言う烈のところに、「お茶が入ったよー」という軽やかな声が届いた。

「おい、嵐、玻璃が呼んでるぞ」

「いい仔だから玻璃のところへ行きなさい」

「ぐぅ……」

　二羽の瑞獣に言い伏せられた嵐は、悔しさを嚙みしめながら四阿へ歩いていく。円卓に茶器を並べる玻璃にぺこりと頭を下げた。

「玻璃さん、こんにちは。すみません、せっかくの烈天将との休日なのに」

「謝ることないよ。[image: ]己に頼みごとをされて嬉しかったし、烈も私も朝から楽しくて、とてもいい休日だよ。さ、お茶にしよう」

「……はいっ。いただきます！」

　円卓に沿って弧を描いた長椅子に並んで座り、花茶と甘い果実を味わう。

　本来なら[image: ]己は宮殿に棲んでいるはずで、豪邸を幾つか所有していてもおかしくない。

　この美しい大邸宅に愛の巣を作ると決めてくれたことに、胸が高鳴る。けれど、営巣の本能が満たされない身体がゆさゆさと小刻みに揺れだして、嵐は唇を尖らせた。

「おれだって[image: ]己さまのために綺麗な巣を作りたいのに」

「ふふ……。少し前の私を見てるみたい」

「やっぱり玻璃さんもそわそわしましたか？」

「うん。でも烈は愛の巣づくりが大好きで、私よりずっと上手だから任せることにしたんだ。愛の巣の細部までこだわりがあってね、掃除したり勝手に物を動かしたりすると叱られる」

「あははっ……」

　烈の意外な一面を知ることができたし、なにより、幸せそうに話す玻璃が可愛らしい。嵐は営巣本能が満たされない苛立ちを忘れて笑った。

　玻璃は、まだ言い合いをしている[image: ]己と烈を見つめて微笑む。

「あんなに楽しそうなふたりを見られる日が来るなんて……嵐のおかげだね。ありがとう」

「おれ、ですか？」

「そう。──感謝してもしきれないくらいに、[image: ]己は烈によくしてくれたけれど、それは凶禍と呼ばれる黒鳳凰を瑞郷天に馴染ませ、禽鳥たちの恐怖を拭うためだった。烈と[image: ]己が互いに気兼ねなく接しはじめたのは最近のことで、[image: ]己が嵐と過ごすようになってからだよ」

「………」

「初めて鎧甲衙門に来た嵐が[image: ]己のことを話して泣いたとき、直感したんだ。この仔なら、誰にもなにも悟らせない[image: ]己の胸臆を知ることができるかもしれない、って……。──これは少し、格好つけすぎかな……」

　はにかむように笑う玻璃の美貌が感涙でぼやける。嵐は目をごしごし擦って涙を拭い、「玻璃さんっ」と、銀桂花の清らかな香りがする細身にひしっと抱きついた。

　そうしてふたりで笑い合っていると、たくさんの雀や雲雀が飛んでくる。

「嵐さまっ、玻璃さまっ」

「こんにちは！」

「あっ、こんにちはー、みんなも休息日？」

「すぐ食事を用意するね、待っていて」

　四阿がいっそう賑やかになる。皆で話したり笑ったりするあいだ、白金鳳凰と黒鳳凰はあちこちへ飛び、花や梧桐の枝葉をくわえて戻ってくることを繰り返していた。

　玻璃のそばにいると安心しきってしまうからだろうか、とても楽しいのに淡い眠気に包まれる。嵐は玻璃の肩に頭をくっつけて、にこにこしながらまぶたを閉じた。










　──ふたりとも寝ちまってる。

　──鳳凰に変容するか？　玻璃をきみの背に乗せるよ。

　──いや、いい。歩いたってすぐそこだしな、抱いて帰る。

　──わかった。ありがとう、いろいろ助かったよ。

　──ふふん。愛の巣が汚れるとまた本能がざわついていらいらするぜ、気をつけろよ。じゃあな。




　[image: ]己が抱き上げてくれたようで、身体がふわりと浮き、心地いい揺れを感じた。

　まぶたをゆっくり開いて見上げれば、綺麗な笑顔がすぐそばにある。[image: ]己は大邸宅に入って長い廊下を歩いていく。

「ここが僕と嵐の愛の巣だよ」

「わぁ……」

　牡丹、菊、紫丁香、陶器の鉢に浮かべられた大輪の蓮──大邸宅の最奥の部屋は色とりどりの花で埋め尽くされていた。

　そっと寝かせてくれた梧桐の葉の褥は身体が沈むほど柔らかい。

　天井から、金桂花の香り高い花びらが音もなく降ってくる。

　[image: ]己が作ってくれた愛の巣は、時季を問わず彩り豊かな花々が咲く、幻想的で美しい瑞郷天そのものだった。

　覆い被さってくる[image: ]己が嵐の目許に口づける。

「ひと月も棲み処が定まらなくてごめんね。僕、嵐のために愛の巣を作りたくて、でも時間が取れずに、頭がどうにかなりそうだった」

「ありがとうございます。[image: ]己さま。こんな綺麗な愛の巣、おれには作れません……」

　[image: ]己は嬉しそうに微笑み、下げた頭を嵐の胸に乗せる。

　五色のまつげを伏せて「嵐。気持ちいいね……」とささやいた。

「愛の巣で抱き合うだけでこんなにも満たされるなんて、知らなかった」

「はい……とても気持ちいいです」

　目を細め、胸に頰をすり寄せてくる[image: ]己が愛しくて、可愛らしくも見えて、嵐は白金色の髪を梳いたり羽を撫でたりした。

「庭は一緒に手入れさせてくださいね。おれも、[image: ]己さまとおれの棲み処を綺麗にして、大切にしたいです」

「うん、わかった。庭は一緒にしよう」

　[image: ]己は返事をしながら嵐の帯をほどき、下衣と下帯をするすると脱がせていく。嵐はみずから裸の脚を開いて長軀を迎え入れた。

「嵐……」

　互いの唇を舐め、吸い合う。[image: ]己の帯のほどける音が聞こえた。尻の丸みをつかまれ、先走りに濡れた先端を押し当てられて、期待に後孔がひくついた。

「嵐の孔、僕の亀頭にすぐ吸いつくようになったね。すごく可愛いよ」

「ぅ、恥ずか、しい……。ぁ、あ──」

　ぐしゅ……と水音を鳴らして太い生殖器が奥まで入ってくる。[image: ]己は腰を大きく前後に振り、亀頭から根本までを何度も抜き差しした。

「……は、……ぁ、[image: ]己、さま」

「嵐、──っ」

　腰をひときわ強く打ちつけられる。体内にどくどくと放たれる[image: ]己の熱を感じながら、嵐はまぶたを閉じた。

　白金鳳凰と鷲の愛の巣はきらきらと美しく、嵐は泣きそうなほど幸せで、このまま眠れば必ず夢の中でも[image: ]己に会えると思った。

　しかし、[image: ]己自身に阻まれる。もう半分眠っているのに、ゆさゆさと肩を揺すられた。

「嵐っ、寝たらだめだよ」

「へ……？　なんで、です……？」

「嵐はまだ達ってないだろう？」

「おれ、大丈夫……です。……[image: ]己さまも、大忙しで、疲れてる、から……たくさん、寝ましょう」

「僕、ちっとも疲れてないよ。多忙になるほど、嵐といやらしいことしたくてたまらなくなるんだ。今宵はあと四、五回は嵐の中に射精したい。射精するからね、だから寝たらだめだよ、目を覚まして」

「ひーぃ……」

　にこっと笑う[image: ]己はまたとんでもないことを言う。ひとまわり大きく膨らんだ陰茎に腹を圧迫されて、眠気が吹き飛んだ。

「ハ、ア……。今まで抑えてたけど愛の巣で我慢なんてできない」

　これまでも夜すがら性交することがあった。あれで抑えていたとは信じられない。我慢をやめた[image: ]己はいったいどうなってしまうのだろうか。

『一晩で三、四羽の遊君を抱く、──……ぜ、絶倫、とか……です』

　嵐は、かつて自身が口にした噂を思い出し、そして真実は噂以上であることを身をもって知る。

「嵐、愛している、僕だけの仙華一枝……」

「[image: ]己さまっ、待って、くださ──、あっ！　……ぁ、あっ」

　多忙を極める中、愛の巣づくりを成し遂げた白金鳳凰が怒濤の交尾を始める。

　その激しすぎる愛を受け止めるために、嵐は動きを止めない腰に脚を絡ませ、[image: ]己をぎゅっと抱きしめた。
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